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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　＊　＊　＊




「──ラウル君。これは国からの感謝状と、盗とう賊ぞく団に懸かけられていた懸けん賞しよう金、百万ゴールドじゃ」




　──村の広場に枝を伸のばす、樹じゆ齢れい数百年にもなるリブレットの大木。

　先日の事件で半分ほど焼け焦こげたその太い幹みきを背に、村長は穏おだやかな笑えみを浮うかべ……あわてたように、ラウルは頭を下げた。

「あっ、ありがとうございますっ……！」

　……緊きん張ちようのあまり震ふるえる手と、うわずる声。

　広場に集まった村中の人々の視線にくらくらしながら、感謝状を受け取って。

　手に滲にじむ汗あせに指の下の厚紙がふやけるのを感じつつ、ラウルはためらいがちに口を開く。

「あ、あのっ、ええとっ、俺っ、賞金は、父さんと母さんにっ……」

「……ラウル君」

　そんなラウルの言葉を、さえぎるように。

　皺しわだらけの顔にどこか面おも白しろそうな表情を浮かべた村長が、ふと、少年の名を呼んだ。

「……じつは、まだ、ラウル君に渡わたす物があるんじゃがね？」

　言いながら村長が差し出してきた、古びた小さな宝箱。

　……一いつ瞬しゆん、目を丸くして。

　しばし戸と惑まどっていたラウルはやがて、おずおずと手を伸ばし……

　村長にうながされるようにして箱の蓋ふたを開けたとたん、はっと息を呑のんだ。

「って、こ、これっ……！」




　──宝箱に入っていたのは、大小さまざまの紙し幣へいや硬こう貨かを取り混ぜた通貨ゴールドの山。




　反射的に顔を上げたラウルの前で、村長が目を細めるようにして笑ってみせる。

「全部で五十万ゴールド……村の衆からの、感謝の気持ちじゃよ」

「っ……」

　……とつぜんの出来事に、すっかり言葉を失ってしまうラウル。

　そんなラウルのかたわらで、三さん軒げん隣となりの家に住まう木こりのウィニーさんが照れたように頭を搔かいた。

「その……ラウルっ、いままで悪かったな。俺の娘むすめを助けてくれて、ありがとよっ」

「うちの子も、ラウル君のおかげで無事に……」

「僕の彼女もラウルくんに救われてっ……本当に、なんてお礼を言っていいかっ……」

「そ、そんなっ、俺はただっ……んっ？」

　……不意に、何者かがラウルの袖そでを引っぱって。

　思わず振ふり向くと、いつの間にかラウルを囲んでいた村の子どもたちが目を輝かがやかせ、競うようにして声をあげた。

「ラウルおにいちゃんっ、ありがとうっ！！！」

「ラウル兄ちゃんすっごくカッコよかったっ！！！」

「ぼくねっ、ラウルお兄ちゃんのために貯金箱こわしたんだぞっ！！？」

「あっ、あたしもっ！　ねえっ、こんどあたしにも魔ま法ほうおしえてーっ！！？」

「お、お前らっ……」

　子どもたちのきらきらしたまなざしに、なんだかこそばゆくなるラウルの胸。

　くすぐったいような気持ちに耐たえかねて視線を逸そらしたラウルは、いまいちど、宝箱へと目を落とし……箱いっぱいのゴールドを前に、おろおろしながら呟つぶやいてしまう。

「……で、でもっ、俺っ、こんな大金っ……」

「ラウル、貰もらっておきなさい」

　……と。ラウルの肩かたを叩たたきながら、それまでずっと黙だまっていた父がふと、口を開いて、

「懸賞金の百万ゴールドと、お前が村から戴いただいた五十万ゴールド。そして、俺たちがこれまでお前のために積み立ててきた五十万ゴールド……これだけあれば、王都の勇者予備校に行けるだろう？」

「と、父さっ……！」

　──「勇者になりたい」。……そんなラウルの夢を、これまでただの一度も肯こう定ていすることのなかった父の口から飛び出した、思いがけない言葉。

　つい声を詰つまらせてしまったラウルの前で、村長が満足げに微笑ほほえんだ。

「うちの村から勇者が出るなんて、これほど名めい誉よなことはないからのう」

「ラウルおにいちゃん、行ってらっしゃいっっっ！！！」

「頑がん張ばってね、ラウル君！」

「勇者になって、有名になって、俺たちの村のやくそうを宣伝してくれよなっ！」

「うふふっ、ラウル君、期待してるわよーっ？」

　口々に掛かけられる、村人たちの声せい援えん。

　──ラウルの手の中の、小さくて、ずしりと重たい宝箱。

　そこに詰め込まれているのは、よく使い込まれてすり切れたたくさんの紙幣や、手て垢あかにまみれて黒ずんだたくさんの硬貨たち。

　けっして豊かではないこの村のみんなの想おもいが込こめられた、ゴールドの山──。




「は、はいっ……！」




　……胸の奥から込みあげてくる、とても熱い感覚。




　──村の広場に枝を伸ばす、樹齢数百年にもなるリブレットの大木の下で。

　村人たちに囲まれて言葉もなくたたずんでいたラウルはやがて、大きく頷うなずくと……

　その瞳ひとみに強い光を浮かべ、堂々と宣言した。




「俺っ、ぜったいっ……ぜったい勇者になって帰ってきますっ！！！！！」




　　　　＊　＊　＊





ミュリへ




いつも手紙、ありがとう。

父さん母さんも変わりないみたいで安心したよ。やくそう畑のモンスターイナゴ被ひ害がいも大したことなかったみたいだし、これなら無事、春に蒔まく種も買えそうだな。




今日、俺は晴れて、勇者予備校を卒業しました。

実は俺、最さい優ゆう秀しゆう生徒に選ばれて、みんなの前ですごいトロフィー貰っちまったんだぜ？

なんでも、卒業試験で俺が倒たおしたドラゴンが、課題用に用意されたヤツじゃなく、たまたま試験用ダンジョンに紛まぎれ込んできたフダ付きの凶きよう悪あくドラゴンだったらしくてさ。

お陰かげで最後の試験もぶっちぎりのトップ、堂々の首席卒業ってわけ。

まったく、参っちまうよな。俺、目立ったり、人前に出たりするのとか苦手なのに。

……でも、ま、勇者になったらそんなこと言ってられないし、しかたないか。

ほんと、ミュリにも見せてやりたいよ。マジで、めちゃめちゃ立派なトロフィーなんだ。




けど、田舎いなかの貧びん乏ぼうなやくそう農家生まれの俺が、王都の勇者予備校をこうやって首席で卒業できたのも、全部、畑の若芽を食い荒あらすスライムと戦ったり、ドラゴン避よけの柵さくを作ったり、農協に出しゆつ荷かするやくそうをひとつずつ手で束ねたりしながら俺を育ててくれた父さん母さんや、お金を出し合って俺を王都に送り出してくれた村のみんな、そして、こうやっていつも手紙をくれるミュリの応おう援えんのお陰だって思うんだよな。

こんなこと書くの恥はずかしいけど、ほんと、心から感謝してるっていうか……なにがあってもぜったい勇者になって、みんなの恩に応こたえてみせるぜ。ああ、ぜったいにな！




じゃあ、短いけど、今回はこの辺で。

勇者試験まであと少しだし、さんざんエラソーなこと言っといて、これで落ちたらシャレにならないからな（笑）

油断は禁物。最後まで気を抜ぬかずに、ベストを尽つくして頑張るよ。




いいか、ミュリ。

お兄ちゃんはぜったい勇者になってみせるから、信じて待っててくれよ？







未来の勇者、ラウルお兄ちゃんより










　第一章「故郷から妹が訪たずねて来たんですが俺はもう限界かもしれない」




「お兄ちゃん……」




　腰こしの辺りまでまっすぐ伸のびた黒くろ髪かみと、頭の上でぴょこんと揺ゆれる大きなリボン。

　感極きわまったようにこちらを見上げてくる内気な黒い瞳ひとみと、幼さの残る顔立ち。

　なにげなく玄げん関かんのドアを開けたラウルを待ち受けていたのは、遠い故郷の田舎いなか村にいるはずの妹の姿で……

　……って！　どうして妹ミユリがっ……！！？




「み、ミュリっ……」

　──予想だにしていなかった人物の、あまりにとうとつすぎる来訪。

　喉のどにスライムを詰めたような面おも持もちで固まってしまったラウルの前で、じっと少年を見つめていた少女がやがて、おずおずと口を開いた。

「三年ぶり……だね……」

　呟いた瞬しゆん間かん、あふれてきた感情に突つき動かされたみたいに。

　瞳を潤うるませた少女はふらりと前に出るなり、ラウルの懐ふところにぽふっと顔を埋うずめてくる。

「お兄ちゃん……あいたかったよぉっ……」

「み、ミュリっ……」

　いまにも泣き出しそうな声をあげ、ラウルにすがりついてくるミュリ……

　……とつぜんのことに、すっかり動どう揺ようしつつ。震ふるえるミュリの背中をなだめるように撫なでてやりながら、ラウルはうわずった声で問いかけた。

「お前、ひとりで来たのかっ？　父さんと母さんはっ？」

「ひとりで来たの……」

　ラウルの問いに、こくりと小さく頷くミュリ。

「ミュリ、もう十三歳だもん……夏休みだし、お兄ちゃんに会いに来ようと思って……」

「でもっ、レクサ村からここまで来るの大変だったろっ？　途と中ちゆうでクライン大河とかブレッツァ山脈を越こえなきゃいけないし、旅費だってっ……」

「うん……隣となりの町まで丸一日歩いて、そこからいろんな竜りゆう車しやを乗り継ついで一週間くらい、かな……ミュリね、お兄ちゃんが王都に行ってからずっと、父さんや母さんのお手伝いしたり、大好きなハニーポットキャンディを我が慢まんして、おこづかい、貯ためてたの……」

　……そこで、ふと、言葉を切って。

　ラウルの腕うでの中で顔を上げた少女は、こちらの瞳をまっすぐ覗のぞき込みながら、ためらうようにくちびるを動かした。

「……ねえ、お兄ちゃん。どうしてお手紙、くれなくなっちゃったの……？」




　──その、瞬間。

　ラウルの心臓が、どくんと跳はねた。




　来たるべき時がついに来たと、ラウルは心の中で独りごちる。

　……もっとも、扉とびらの向こうにミュリの姿を認めた瞬間からすでに、ラウルはそれを覚かく悟ごしていたのだけれど。




『自分が勇者になれなかったことを、故郷で待つ村の人たちに報告すること』




　……それは、勇者制度が廃はい止しされたあの日から今日までずっと、ラウルが先送りにし続けてきた懸けん案あんだった。

　王都から遠く離はなれたラウルの故郷レクサ村は、一番近くの町から四十キロメートル以上も離れた、陸りくの孤こ島とうみたいな集落。マジックアイテム文明の恩おん恵けいから取りこぼされたその一帯には、交通の便の悪さや経済的な理由から、外界の情報は月に一度まとめて配達されてくる郵便物以外はほとんど伝でん聞ぶんでしか届かない。

　……だから、ラウルには事の経けい緯いを手紙にしたため、自分で報告する必要があったのに。

　どうにか引きこもりから脱だつ出しゆつし、正社員としてマジックショップ・レオンで働くようになってからも、故郷に隠かくしごとをしているという後ろめたさはいつだってラウルにつきまとい、心にちりちりするような影かげを落としていて。それでもなお、ラウルは日々の忙いそがしさやタイミングといった言い訳を重ねては目を逸そらし続け、そうこうしているうちに、ますますカミングアウトしづらくなり……。




　……そうやって、これまで延々と逃にげ続けてきたこと。

　いつかはぶつからなきゃいけない壁かべと向き合う時が、ついに、やって来たんだ。




　──意を決したように、ごくりと唾つばを飲み込んで。

　ひどく真しん剣けんなミュリのまなざしを真っ向から見返しつつ、ラウルはゆっくりと、口を開いた。

「そ、そのっ……つ、疲つかれただろっ？　とりあえず、中、入れよっ……」




　　　　＊　＊　＊




　……べ、べつに、逃げたわけじゃないぞっ！




　ローテーブルの前にちょこんと座り、控ひかえめに部屋の中を見み渡わたすミュリ。

　そんな妹の気配を背後にひしひしと感じつつ、手早く着き替がえたラウルはキッチンスペースでミュリのためのココアを用意してやりながら、胸中でぶつぶつと自分に言い訳する。

　……あ、ああっ、そうだともっ！　あんな大事なことを、玄関先でさらっと言っていいハズがない。だいいち、ミュリだって長旅で相当疲れてるだろうし、まずは部屋に上げてお茶でも出してねぎらってやるのが兄として当然の務つとめであって、件くだんの話はミュリがリラックスしてから、タイミングを見て切り出せばいい。だ、だから俺は、けっして、また、性しよう懲こりもなく問題を先送りにしたわけじゃなくてだなっ……！

　うんうんと頷うなずきつつ、マジックレンジの扉へと手を掛かけ……しかし、ラウルはそのまま、ぴたりと動きを止めてしまう。

　……扉のガラスに映うつり込んだ、居間に座るミュリのどこか落ちつかなげな横顔。

　物言いたげに伏ふせられたその瞳は、先ほどラウルに投げた問いの答えを、健けな気げに待っているかのようで……。

　──……本当のこと、話さなきゃな。

　ずんと重くなる心臓に、ラウルは思わず、深々と息を吐はいた。

　暗あん鬱うつな胸の裡うちで、どうしようもない後こう悔かいの念がぐるぐると渦うずを巻く。

　……くそっ、どうして、もっと早く言わなかったんだろう。




　のろのろとマジックレンジから取りだしたマグカップにココアの粉を落としながら、ラウルはじわりと胸に広がる苦々しさを噛かみしめる。

　勇者制度の廃止自体はべつに、俺のせいじゃない。だから、勇者になれないと分かったあのときすぐに手紙を書いて、故郷に一報入れてれば良かったんだ。

　なのに、俺ときたら、ショックのあまりそんなことも考えられなくて、ただただ自分のことでいっぱいで、やっと心の整理がついた頃ころにはもう、時間が経たちすぎて、すっかり言い出せなくなっていて……。

　……やっぱり、先に言おう。

　チョコレート色に染まったミルクをスプーンでくるくるとかき混ぜながら、ラウルは心の中で決意する。

　これ以上先送りしちゃダメだ。思い切って言っちまうんだ。……嫌きらわれるかもしれないし、あきれられるかもしれない。でも、どちらにせよ避さけて通れないなら、早めに済ませちまった方がいいに決まってる。

　そうだ、いっそ、このココアを手に振ふり返った、そのタイミングで──。

　マグカップを手にしたまま、心を落ちつかせるみたいに小さく息を吸って。

　振り向いたラウルは、覚悟とともに口を開いた。

「なあ、ミュリ。じつは、俺っ……っ!?」




　──けれども。




「……って、おいっ！　ミュリっっっ！　お前、なに泣いてるんだよっっっ！！？」

　その瞬間、反射的にココアを置いたラウルはローテーブル前のミュリに駆かけ寄るなり、ぽろぽろと涙なみだをこぼす少女の小さな肩かたを掴つかむ。

「いったいどうしたんだっ!?　ミュリっ……」

「っ……」

　とつぜんの妹の涙にすっかり取り乱すラウルの前で、

　うつむいたまま小さな身体からだを震わせていたミュリはふっと、細い腕を持ちあげ……




「……あれって、お兄ちゃんの最後のお手紙に書いてあったトロフィー、だよね……？」

「えっ……」




　その言葉に、ラウルは思わず、ミュリの指す方へと目を向ける。

　──本ほん棚だなの上に飾かざられた、精せい緻ちな細工の施ほどこされた黄こ金がね色の大きなトロフィー。

　ラウルの名前が刻まれた立派なトロフィーをまぶしげに見つめながら、感動したみたいにミュリが呟つぶやいた。

「やっぱり、お兄ちゃんのお手紙、ほんとだったんだね……」

　潤んだ瞳を細めながら、ミュリは小さく頭を振る。

「……あのね……前にお手紙に書いたけど、お兄ちゃんのこと、ウソつきだって言う人がいるの……いくら優ゆう秀しゆうだって、うちの村みたいな田舎生まれのお兄ちゃんが、国中から人が集まる王都の学校で首席になんてなれるわけがないって。調子のいいことばかり並べて俺たちを騙だましてたんだって。挙げ句に試験に落ちたもんだから、とうとう誤ご魔ま化かしきれなくなって、それで、手紙を送ってこなくなったんだ、って……」

「っ……」

「……でも、やっぱり、ミュリが正しかったんだもん。お兄ちゃんは勇者の学校の首席で、国中の誰だれよりもすごくって、勇者試験だってとうぜん合格して、でも、勇者のお仕事で忙しくてお手紙書けなかっただけで……お兄ちゃんはウソなんて、つかないもんっ……」

　……ぎゅうっと締しめつけられる心臓。

　すっかり言葉を失うラウルの前で、目め頭がしらに滲にじんだ涙を華きや奢しやな指先でいっしょうけんめいに拭ぬぐいながら、ミュリがくちびるの端はしをそっと持ちあげた。




「……ミュリね、お兄ちゃんが勇者になったんだって、ちゃんと信じてたよ？　だって、信じて待ってるって、お兄ちゃんとの約束、だもんね……」




　まっすぐラウルへと向けられた、心の底からうれしそうなミュリの微笑ほほえみ。

　自分への信しん頼らいと敬けい慕ぼに満ちあふれたその表情に、ラウルはつい、目の前のテーブルに思いきり頭を打ちつけたいような衝しよう動どうに駆られてしまう。
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　──こ、このシチュで言えるかよっ……!?　勇者予備校を首席で卒業したのは本当だけど、けっきょく勇者にはなれなくて、勇者とはまるきり関係ない、小さなマジックショップに就職しただなんてっ……！

　妹が向けてくるひとかけらの曇くもりもないまなざしに耐たえきれず、ラウルはつい、目を逸らし……と。

　視界の端に飛び込んできた時計を目にしたとたん、あっと声をあげたラウルは弾はじかれたように身体を起こした。

「って、やべっ！　もうこんな時間じゃねえかっっっ！！！！？」

　ミュリの訪問にあたふたしていたせいか、わりと早めに起きたはずだったのに、時計の針はいつの間にか出勤時間を指していて……

　あわてて手を伸のばすなり、ラウルはベッドの頭板ヘツドボードに掛けてあった上着を乱暴に羽織る。

「わ、悪いっ！　俺っ、もう仕事行かないとっ……」

「え……もしかして、勇者のお仕事っ？」

「っ……」

　その瞬しゆん間かん、ぱっと面おもてを輝かがやかせたミュリの前で、通勤用のスポーツバッグを取りあげたラウルは一瞬、言葉を詰つまらせて、

「え、ええとっ、そのっ……ご、ごめんっ！　帰ったらゆっくり話しようなっ？　あ、それっ、ココア入れといたから飲んでっ……そのっ、ちょっと遅おそくなるかも知れないけど、ここで大人しくしてるんだぞっっっ！！！！？」

　……そう言い残すやいなや、ラウルは靴くつのかかとを踏ふんだまま、勢いよく玄関を飛び出した。




　　　　＊　＊　＊




　──とまあ、そんなことがあって……。




　ああもうっ、俺の馬ば鹿かっ……！

　……マジックショップ・レオン王都店のバックヤード。

　二階の休きゆう憩けい室で制服に着替えたラウルは、狭せまい階段を降りながらいまいちど、深いため息をついた。




『お兄ちゃんはウソなんて、つかないもんっ……』

『信じて待ってるって、お兄ちゃんとの約束、だもんね……』




　ど、どうすりゃいいんだよっ……。

　……罪悪感にきりきりと痛む胸。

　百パーセント自分を信じ切った健気すぎる妹のまなざしを思い出し、ラウルはつい、春先のクビフリ草みたいにぶんぶんと激しく頭を振ってしまう。

　ほんとのこと、話さなきゃっ……でも、あんなに俺のこと信じてくれてる妹に、いったい、どうやって……っ!?

　……いくら考えても、これという答えなど出てくるはずもなく。

　ゆううつな思考で頭をいっぱいにしたまま、ラウルは売り場へと続くドアを押し開けた。

　と──。




「ラウルっっっ！　来ちゃダメえっっっ！！！！！」

「へっ……!?」




　──とたんに耳に飛び込んでくる、どこかあわてたような声。

　思わず、ラウルは顔を上げ……ほぼ同時に、踏み出されたラウルのつま先が、売り場の床ゆかへと触ふれる。

　……その、瞬間。

　売り場に踏み込んだラウルの身体が、ぐんと一気に加速した。




「って、な、なんだよっ、これっっっ！！！！？」

　まるで見えない乗り物にでも乗せられたかのように、踏み出したそのままの格好で勢いよくすべっていく身体。

　とつぜん我が身を襲おそったわけの分からない状じよう況きように、ラウルは思わず悲鳴をあげてしまう。

　……って!?

　進行方向に顔を向けたとたん目に飛び込んでくる、見慣れた制服姿。

　赤いリボンに結ゆわえられた銀ぎん髪ぱつと、ぱっちりした大きな蒼あおい瞳ひとみ。エプロンの胸むなもとをふっくら持ちあげる、あどけない顔立ちに似合わぬほど魅み惑わく的なふたつのふくらみ。

　ラウルの視界の中、なんだかおろおろしたようにこちらを見やる少女の姿が、みるみるうちに大きくなり……じゃねえよっっっ!?

「ちょ、おいっ、フィノっ！！！！？」

　このままじゃ、確実にぶつかっちまう！

　とっさに回かい避ひを試みたものの、床をすべる足はなぜか、貼はりついたように動かない。

　焦あせったラウルはどうにか進路を変えようと両りよう腕うでを振ふりまわしたが、そうこうしているうちに、少女の姿はすぐ、そこまで迫せまって──。




「「っっっ！！！！！？」」




　──衝しよう撃げきとともにラウルと衝しよう突とつする、少女の小こ柄がらな身体からだ。

　一瞬前までじたばた宙を搔かいていた腕にあたたかくてやわらかな感かん触しよくが収まり、少女の首筋からただようミルクみたいに甘くていい匂においが、ラウルの鼻び腔こうをくすぐって……。

「ふ、ふぃのっっっ……」

　……なにがなんだか分からなくて、すっかり混乱してしまうラウル。

　そんなラウルの腕の中で、銀髪の少女……魔ま王おうの血を引く後こう輩はいバイトのフィノは上目づかいにラウルを見上げ、どこかばつの悪そうな顔で口を開いた。

「ラウルっ……お、おはようっ……」

「えっ、あっ、おはよ……じゃねえよっ！　なんなんだよ、これっっっ！！？」

　……と。

「あー……ラウル君も、ハマっちまったかー……」

　……どこからともなく聞こえてくる、ひどくだるそうな声。

　あわててフィノから身体を離はなしたラウルが顔を上げると、前方の魔法掃除器マジツクダスター売り場の前でこちらを見やっていたエプロン姿の男……バイザー副店長が赤毛頭に手を突つっ込み、疲つかれたように嘆たん息そくした。







「う、上に乗ると書かれてる矢印の方向に強制移動するタイルっ！！？」

　思わずオウム返しするラウルのかたわらで、気まずげに目を伏ふせたフィノが口ごもるようにぼそぼそと説明する。

「き、昨日の夜、たまたま倉庫で見つけてっ……これをお店の床に貼ればお客さんも歩かなくて済むし、好きな売り場にすぐに行けて買い物が便利になるなって思ったら、いてもたってもいられなくなっちゃって、……それで、徹てつ夜やして店中の床に貼ったんだけど、どれがどこに行くタイルだったか、分からなくなっちゃってっ……」

「……って、お前っ、目印くらい付けとけよっ……！」

　……常にお客さんの利便を考え、そのためならどんな努力も惜おしまない姿勢だけは評価に値あたいするものの。魔界育ちでいささか常識に欠ける少女が引き起こした、もはや恒こう例れい行事みたいなトラブル。

　教育係のラウルは思わず、がくりとうなだれてしまい……

　……そんな少年から少し離れた床の上。マジックレンジ売り場の前に立つもうひとりの後輩バイトこと、ラウルの勇者予備校時代のライバルの美少女、通つう称しよう『オールＡ』のアイリが蜂はち蜜みつ色の髪かみを搔かきあげつつ、あきれたように目をすがめた。

「しかも、この子ってば、お店で一番強力な接せつ着ちやく剤ざいを使ったらしくて……」

「自分のお金で買ったんだけど、なんか、パッケージがカッコよかったからっ……」

「……あらあら、それ、一度くっつけたら、グレートドラゴンさんが引っぱっても剥はがせないっていうのが売り文句なんですよねえ……」

　アイリの言葉を受け、フィノがおずおずとエプロンのポケットから取りだした接着剤……それを目にするなり、生活用品コーナーの棚たなの前にたたずむどうしたって十代にしか見えない栗くり色いろの髪の美少女、セアラ店長が首を傾かしげ、ちょっぴり困ったように呟つぶやいた。




　……開店前のマジックショップ・レオン王都店の売り場フロア。

　それぞれ、バックヤードから一歩めに踏んだ矢印タイルに運ばれてきた棚の前に立ちつくしながら、スタッフたちは途と方ほうにくれたように周囲を眺ながめ渡わたす。

　黄色地のタイルの上に黒でくっきりと描えがかれた、太い矢印。

　フィノが徹夜で貼ったという矢印タイルは、さまざまな方向を指しながら売り場中見渡す限りの床を埋うめ尽つくしており、かろうじてタイルの侵しん食しよくから逃のがれているのは、それぞれのコーナーの棚の前の一部、ごくごく狭い部分だけ。

　目がちかちかするようなタイルの渦うずを前に、ラウルは思わず深いため息をついてしまう。……ったく、よくもまあ、たったひとりでここまでやらかしてくれたもんだ。……と。

　向きを変えることも難しいほど狭い矢印タイル空白地帯の床の上、服の端はしが触れあうような距きよ離りに肩かたを並べるフィノが身じろぎしたとたん、ラウルはどきっとした。

　って、なんか、近いっていうかっ……

　……視界の端に映る、さらさらした銀色の髪。

　すぐそばから感じる少女の体温に、なんだか、肌はだがちりちりして……。

『だめっっっ！！！！！』

　──ふと、ラウルの脳のう裏りを過よぎる、つい先日の出来事。

　ラウルに顔を寄せてキスしようとした知人の少女を制し、まるで独ひとり占じめしようとするみたいにぎゅっと、ラウルの腕に抱だきついてきたフィノ。

　そ、そういやっ、こいつっ、俺のことっ……。

　……意識した瞬間、ふっと熱を帯びる頬ほお。

　すっかりどぎまぎしながら、ラウルはちらりと、かたわらの少女の顔を盗ぬすみ見て……。

「……ラウル、どうしたの？」

「あっ、い、いやっ、べつにっ……」

　……目が合ったとたん、きょとんとした表情で聞き返してくるフィノ。

　びくりとしたラウルはあわてて視線を逸そらしつつ、心の中で呟いた。

　って、な、なんだよっ、こいつ、いつも通りじゃねえかっ……。どこか拍ひよう子し抜ぬけしながら、ラウルは思わず嘆息してしまう。……ったく。こいつが俺のこと好きなんじゃないかとか、そんなの、やっぱり考えすぎだよな。

「……しっかし、フィノ君もよく、こんなの見つけて来たよなー……」

　なんとなくがっかりするラウルをよそに、頭を搔きつつ独りごちるバイザー副店長。

「この矢印タイル、けっこう前のアイテムだぞー……？　たしか、どっかの古代遺い跡せきのダンジョンのトラップを基もとに開発されたものの、これ使ってマンホールに人落としたりするよーな悪質なイタズラが多発したせいで、すぐに回収騒さわぎになったんだよなー……」

「使い方によっては、とっても便利なアイテムだとは思うんですけどねえ……いまは速度設定が最速になってるのと、移動中の物体をタイル上に固定する安全機能セーフテイロツクが掛かかっちゃってるみたいだからちょっと問題なんですけど、ちゃんと設定してあげればフィノちゃんの言うとおり、お客さんが歩く労力を省けるし、速度を最低にすれば床に積もった埃ほこりが矢印方向に運ばれて、モップ掛けの回数を減らせるし……」

「……それで、これ、どうするんですか？」

　すっかり弱り切った顔で訊たずねてきたアイリの言葉に、セアラ店長が「ええと」と呟きながら、かわいらしく指を立てた。

「そう、ですね……方法は、ふたつあります。ひとつめは、タイル全体の速度や安全機能セーフテイロツクの設定を変へん更こうできるコントロール・パネルを探すこと。この矢印タイルのどこかに一枚だけ、混ざってるはずなんですけど……」

「……まあ、無理ゲーだなー……」

　……店中にバラ撒まかれた無数のタイルを眺め渡し、げんなりしたようにぼやく副店長。

　同意するように頷うなずいて、セアラ店長が言葉を続ける。

「ふたつめは、矢印タイルを動かしている魔力を断たつこと。タイルの動力は、店内照明と同じく《魔力草プランツ》経由で供給されてるはずだから、バックヤードにある魔力制せい御ぎよ盤ばんのスイッチを落とせば一気に効力を失うはずです」

「……で、でもっ、この状態で、どうやってバックヤードにっ……」

「どうやって、って……そりゃ、決まってんだろー……」

　思わず洩もらしたラウルの前でだるそうに目をすがめながら、副店長はタイル上の矢印が描く無数のルートを顎あごで指し、

「安全機能セーフテイロツク掛かっちまってるせいで矢印を無視しちゃ動けねーんだから、手当たり次し第だいに試ためしてくしかないってこった……」

「う、うんっ……どこか忘れちゃったけど、いちおう、バックヤードに戻もどれるルートも作ったはず……だと思う」

　副店長の言葉を受け、なんだか自信なさげに頷くフィノ。

　……そんな少女を見下ろしつつ、ラウルは思わず嘆息した。

「……ま、時間も無いし、それしかないよな」

　言いながら、きょろきょろと辺りを見渡したラウルはなにげなく、目の前の適当なタイルへと足を踏ふみ出し……

　そのとたん、離れた棚の前にたたずむアイリが目を丸くする。

「あっ、ラウル・チェイサーっ！　そのタイルっ、さっきそこにいた私がっ……」

「えっ……って！！？」

　しかし、アイリが声をあげたときにはもう、ラウルの身体は矢印方向へといきおいよくすべり出していて……。




「うわっっっ！！！！！」

「きゃっっっ！！！！！」




　……一いつ瞬しゆん後、ぶつかった衝撃でもつれ合い、そのまま床ゆかへと転がるふたり。

　ラウルの下した敷じきになったアイリが、なんだか恨うらみがましげな声をあげた。

「もうっ！　だから止めたのにっ……！」

「ご、ごめん、『オールＡ』っ……」

　あわてて身を起こし、けれども、その瞬間、ラウルは固まってしまう。

　床に突いたラウルの両手に挟はさまれるようにしてこちらを睨ねめつけてくる、みとれてしまうくらいに整った少女の顔立ち。

　桜色のくちびるはきゅっと引き結ばれ、蜂蜜色の髪は乱れてはらりと広がり、めくれた制服スカートの裾すそからは、形のいい太ももが覗のぞいて……。

　ていうか、この体勢、なんか、ちょうどこいつを押し倒たおしたみたいな格好でっ……!?

「～っっっ！！！！！」

　……目が合った瞬間、ちょうどラウルと同じ考えに至ったか。至近距離でラウルを見上げるアイリの頬がみるまに赤く染まったかと思うと、少女はあわてたように声をあげる。

「って、ちょっ、はははははは離れてよっっっ！！！！！」

「えっ……あ、ああっ、ごめっ……って！！！！！」

　その剣けん幕まくに押されて弾はじかれるように立ち上がったとたん、うっかり踏んづけたあらたな矢印タイルがまたもや、ラウルの身体をあさっての方向にぐいと引く。

　バランスを崩くずした体勢のまま、ラウルの身体はなすすべもなく、矢印に運ばれ──。




「～っっっ!?」




　──次の瞬間、生き成なりの布地で覆おおわれる視界。ラウルの鼻先が、なんだかあたたかくていい匂においのする、とびきりやわらかなものの真ん中に思いきり埋うずめられる。

「あらあら」
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　……頭上から降ってくる、天使みたいな声。

　はっと我に返ったラウルががばっと顔を上げると、ラウルを抱だきとめたセアラ店長が琥こ珀はく色いろの目を細め、ふふっとやさしく微笑ほほえんだ。

「ラウルくん、大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がはない？」

「えっ……はっ、はいいいいっっっ！！！！！」

　いいいいいいまのっ、ててっ、店長のっ………………！！！！？

　穏おだやかに訊ねてくる店長の言葉に、ラウルはこれ以上ないほど声をうわずらせ……

　……そんなラウルの背後から、不意に、あわてたようなフィノの声が聞こえた。

「っ、ら、ラウルっ！　避よけてっっっ！！！」

「へっ……てっっっ！！！！？」

「っっっ！！！！！」

　……一瞬後、ラウルの背中にぶつかってくる、とてもやわらかなかたまり。

　偶ぐう然ぜん、ラウルと同じく、店長がいた生活用品コーナーの棚の前へ続くルートに踏み出してしまったらしく……

　飛び込んできたフィノに押されるまま、ふたたび前方のセアラ店長の胸へといきおいよくダイブしてしまったラウルは、ふたりの少女のとびきりやわらかな肉体にむぎゅっと挟まれながら目を白黒させてしまう。

　か、神様っ……す、すてきな贈おくりものっ、ありがとうございますっ……！　……と。

「……手当たり次第に試してくって、そーいう意味じゃねえだろおおおっ……！」

　……どこからともなく聞こえてくる、呪じゆ詛そみたいな声。

　はっと我に返ったラウルが顔を向けると、魔法掃除器マジツクダスター売り場の前で一部始終を見ていたらしいバイザー副店長が、なんだか怨おん念ねんのこもった視線でこちらを凝ぎよう視ししており……

　……やがて、副店長は周囲の矢印をざっと目で追うなり、うんうんと小さく頷いた。

「よーし……特に、ぜんぜん、なんの根こん拠きよもねーけど、副店長としての勘かんに従って、おれはこのタイルを選ぶとするかー……」

　わざわざ口に出しつつ、目の前の矢印タイルへと踏み出して。矢印に沿って身体からだが動き出したとたん、副店長はわざとらしく肩をすくめてみせる。

「っと、あー、なんて偶然だろうー。このままじゃ、おれまで店長にぶつかっちまうー」

「あらあら」

　……明らかに故意に接近してくる副店長の姿に、目を丸くするセアラ店長。

　しかし、矢印タイルをすべる副店長の身体は、店長やラウルたちがたたずむ生活用品コーナー前をかすめるようにして、そのすぐ横を素す通どおりし……

「へっ？」

　……一瞬後、なぜか矢印の終点に放置されていたマジカル漬つけ物もの石に思いきりつまずき、目の前の陳ちん列れつ棚だなへと突つっ込んでいく副店長。

　ずるずると床に崩れ落ちた副店長が、息も絶え絶えに呟つぶやいた。

「くっ……一マス、読み間ま違ちがえたっ……」

「って、おいっ、フィノっ！　なんで矢印の先にトラップが仕込んであるんだよっ!?」

　思わずラウルが声をあげると、フィノはなんだかきまりの悪そうな顔をして、

「そ、そのっ……なんか、深夜でテンション上がっちゃって、血が騒いだっていうか、せっかくだからちょっとスリリングな要素も取りいれてみようかとっ……他ほかにも、上に乗った者の平へい衡こう感かん覚かくを完かん膚ぷなきまでにたたきのめす三半規管殺しのジグザグルートとか、一度足を踏み入れたら最後、永遠に同じ場所をまわり続ける恐きよう怖ふの《無限回廊ネバーエンデイングタイル》とか、様々な罠わなが潜ひそんで……」

「って、深夜ノリで職場にトラップ仕し掛かけんじゃねえよっっっ！！！！！」

「で、でもっ、代わりに宝箱に行き着くルートもあるんだぞっ!?」

「いやそれなんの解決にもなってねえから！　訴うつたえられたら確実に負けるから！！！」

「そ、それに、もしものときのためにセーブポイントだって用意してあるっ!!」

「人生はリセット出来ないんだよおおおおお！！！！！」




「くっ……こ、今度こそっ……」

　……と、思わず声を荒あらげるラウルの視界の端はし。ようやくダメージから立ち直ったらしいバイザー副店長がふらふらと立ち上がるやいなや、ふたたび、目の前の矢印タイルへとよろめく足を踏み下ろす。

　矢印タイルに乗ったとたん、風を切って移動しはじめる副店長の身体。

　矢印に運ばれた身体は今度こそ、まっすぐ、セアラ店長がいる床へと向かって──




「っっっっっ！！！！？」




　──念願の店長に触ふれた瞬間、そう広くない店内に響ひびき渡わたる高らかな破は裂れつ音。

　同時に、ぶすぶすと白い煙けむりをあげながら、副店長の身体が床に落ち……。

「まあ、大変」

　……どこかのんびりした口調で、セアラ店長が呟いた。

「いきなり死角からぶつかってくるから、わたしがいつも肌はだ身み離はなさず携けい帯たいしてる痴ち漢かん撃げき退たい用アイテム『卑ひ劣れつな性犯罪者に容よう赦しやないおしおきを食らわせて一生消えないトラウマを刻みつけるくん』が作動しちゃったみたい。……バイザーくん、生きてますー？」

「……瞳どう孔こう、開いてますね」

「あらあら」

　ラウルの言葉に、大きな目をぱちぱち瞬またたかせるセアラ店長。

「でも、バイザーくんのお陰かげで具体的な威い力りよくも分かったし、これで『刻みつけるくん』の新しい販はん促そくＰＯＰが作れそう。せっかくだし、少し多めに発注かけておこうかしら……」

　足あし下もとで痙けい攣れんするバイザー副店長をよそに、しれっとした口調で独りごち……

　やがて、矢印タイルに目をやって。店長は困ったように呟いた。

「でも、トラップがあるんじゃ、うかつには試ためせませんね……どうしましょう？」

「ねえっ、店長っ！」

　と、眉まゆをひそめてため息をつく店長の服を、かたわらのフィノが引っぱって、

「オレ様考えたんだけど、タイルの魔法構文マジツクプログラムを書き換かえて無効化するのはダメなのっ？」

「それができればいいんですけど……作動中で魔ま力りよくが通ってる状態のアイテムの構文は、書き換えることができないの。構文に魔法理プロテクトが掛かっちゃうから……」

「……やっぱり、バックヤードに戻るしかないみたいね」

　店長の言葉に、額に手を押し当てたアイリがため息をつく。

「でも、見える範はん囲いの矢印は追えるけど、棚たなや柱に隠かくれた部分がいったいどうなってるかは分からないから、どのルートが正しいかは判断できないし……」

「棚と棚の間、かなり離はなれてるからつたうの難しいし、オレ様がジャンプすると、天てん井じように頭ぶつけちゃうしっ……」

「わたしの魔法計算器マジツクカルクなら矢印タイルを物理破は壊かいできますけど、もれなく床まで壊かい滅めつさせちゃうから、あとで本部に怒おこられちゃいますねえ……」

　すっかり弱り切ったように顔を見合わせるスタッフたち。……と。

「これっ、使えませんかっ!?」

　ふと、かたわらの棚に目をやって。思わず、ラウルが大きな声をあげた。







「ら、ラウルっ、ほんとに行くのっ……？」

「……ま、しかたねえだろ？」

　かたわらで言い募つのるフィノの、なんだか心配そうな声こわ色いろ。

　長いロープをたぐりよせながら、ちらりと視線を向けたラウルは軽く頷うなずいてみせた。




　──すぐそばの生活用品の棚に並んでいた、鋼索麻マグニカの繊せん維いで作られた軽くて丈じよう夫ぶなロープと、テントの固定なんかに使われる金属製の魔法杭くい。そして、フィノのポケットに入っていた、一度貼はりつけたらグレートドラゴンでも剥はがせないという例の超ちよう強力接せつ着ちやく剤ざい。

　ロープを結びつけた魔法杭の先せん端たんにたっぷりと接着剤を塗ぬりつけたうえで、アイリの魔法《時限回路タイム・サーキツト》で強化し、バックヤードへ続く扉とびらの真上の壁かべ目掛けて投げ……三度目の挑ちよう戦せんでようやく魔法杭が壁に刺ささり、彼らが立つ位置からバックヤードまでの間に、およそ二十メートルほどのロープが張られた形となる。

　ぴんと張ったロープにぐいぐいと体重を掛けて強度を確かめるなり、ラウルは背後の床ゆかに立つ少女たちを見やった。

「……すみません、こっち側はロープを結べるような場所がないんで、ロープの端、みんなでしっかり持っててください」

「ええ、了りよう解かいです」

「……分かってるわ」

「まかせろ、ラウルっ！！！」

　投げ渡されたロープを両手でしっかりと握にぎりしめ、神しん妙みような面おも持もちで応こたえる少女たち。

　セアラ店長が、気き遣づかうように口を開いた。

「ラウルくん、気をつけてくださいね？」

「はいっ……」

　その言葉に、小さく頷いて。

　軽く息を吸ったラウルは思い切ったように、目の前のロープにぶら下がった。

　──その瞬しゆん間かん、両りよう腕うでに掛かる体重と、大きくたわむロープ。

　背中がぞくりとするのを感じつつ、ラウルはゆっくりとロープをつたっていく。

　……緊きん張ちようのあまり、手のひらにとめどなく滲にじむぬるい汗あせ。

　ロープを握る手がすべってバランスを崩くずしたとたん、背後でロープを握るフィノのあわてたような声が聞こえた。

「ラウルっっっ！！！」

「……っ、大丈夫っ！」

　思わず、ラウルは叫さけび返す。

「俺は大丈夫だから、ロープの方っ、頼たのむっっっ！！！！」

「うんっ……っっっっっっ！！！！？」

　……と。

　ラウルの言葉に頷いたフィノが不意に、声にならない悲鳴をあげ……

　……同時に、ロープに掴つかまるラウルの身体ががくりと下がった。……って!?




「ちょっ、ど、どうしたっっっ!?　フィノっっっ!?」

「ら、らうるっっっ！　ご、ゴキブリアが出たあああああっっっ！！！！！」

「って、ふ、フィノさんっ！　手を離さないでっっっ！！！！！」

「あらあら、ずいぶん大きいですねえ……」

「って、ちょっ、おいっ、フィノっ！　頑がん張ばれっっっ！！！！！」




　……ラウルをぶら下げたまま、じわじわ高度を下げていくロープ。

　たちまち目と鼻の先までせまる矢印タイルに、ラウルはたまらず声をあげ……そのとたん、ロープの下降がぴたりと止まった。

「う、うんっ、が、頑張るっ……」

　……背後から、どうにか持ち直したらしいフィノの声。

　緊張のあまり後ろを振ふり返る余よ裕ゆうもないラウルは、とりあえず、ほっと息をつき……

　……次の、瞬間。




「っっっあああああっ、ら、らうるっ！！！　こ、こっち来たっ！！！！　こっちに近づいてくるうううううううっっっ！！！！！」

「って、おまっ、ゴキブリア空気読めよおおおおおおっっっ！！！！！」

　店内に響き渡るフィノの悲鳴に、ラウルもつい叫んでしまう。

「た、耐たえろフィノっ！！！　頼むっ、耐えてくれっっっ！！！！！」

「うっ、あっ、ああっ……」

　……けれども。

「っ、あ、足の上にっ……も、もうっ、だめぇっ……」

　……ラウルの必死の祈いのりも虚むなしく、なんだか悲痛な呟きとともに、フィノの手からするりとロープが抜ぬけ落ちて。

　落下しかけたラウルがとっさに矢印タイルに足をついたとたん、少年の身体からだは、そこに描えがかれた矢印の方向にぐんと加速した。




　く、くそうっ……なすすべもなく矢印タイルに運ばれつつ、目の前に勢いよく迫せまり来る店の柱を視し認にんしたラウルは胸中でヴァルディア十字を切る。

　ああ、よりによって柱に激げき突とつするトラップルートの上に落ちるなんてっ……先に散った副店長っ、俺もいま、そっちの世界に行きますっ……！

　すっかり覚かく悟ごを決めたラウルはきつく目をつぶり、ほんの一瞬後に我が身を襲おそうだろう衝しよう撃げきへと備え……。

　…………って、あれっ？




　柱の直前で、不意にかくっと直角に折れる矢印タイルのルート。

　ラウルの身体は柱にぶつかることなく、そのまま、タイルの上を運ばれ続け……って！

「……こ、このルート、まさか《無限回廊ネバーエンデイングタイル》っ！！！！？」

　閉じられた矢印の輪に導かれるまま、猛もうスピードで魔法洗濯器マジツクランドリー売り場の周囲を回らされ、ラウルは思わず悲鳴をあげた。

　ちょっ、これっ、まじで酔ようってっっっ！！！

　……三半規管をかき乱す終わりのない回転運動。

　延々と続く拷ごう問もんのような責め苦に、ラウルの脳が狂くるったように緊きん急きゆうアラートを鳴らす。

　し、死ぬっ！　……これは本気で死ぬっっっ！！！！！

　……と。

　尾おを引くように流れるラウルの視界に映る、目指すバックヤードの入り口。

　そこに、ふと、小さな人ひと影かげが見えた気がして……

　思わず、ラウルははっと顔を上げた。

「お兄……ちゃん……？」

　──背中まで伸のびた長い黒くろ髪かみと、戸と惑まどうような黒い瞳ひとみ。

　バックヤードの扉に半身を隠すようにしておずおずとこちらを見やっているのは、先ほどアパートに置いてきたばかりの妹で……。

　って、どうして、あミいユつリが、うちの店にっ！！？

　……一瞬、そんな疑問が過よぎったものの。

　気づけば、ラウルは全力で叫んでいた。

「ミュリっっっ！！！　頼むっっっ！！！　その部屋の壁にある制せい御ぎよ盤ばんのスイッチっ、いますぐ切ってくれっっっ！！！！！」




　　　　＊　＊　＊




「「「「ラウルの妹っっっ!?」」」」

「……は、はじめましてっ……ミュリ・チェイサー……です……」

　ラウルの制服の袖そでをぎゅっと握りながらおずおずと名乗る、フィノより少しだけ背の低い黒髪の少女。

　そんな少女と目線を合わせるように腰こしをかがめた店長が、にっこりと微笑ほほえんだ。

「はじめまして。わたしが、ここの責任者のセアラです」

「私はアイリ。……へえ、ラウル・チェイサーの妹なのに、かわいいじゃない」

「おれはバイザー・クロスロード。ここのふくて……っ」

「オレ様はフィノっ！　わあっ、ラウルと同じ髪と目の色だっ！」

「っ……!?」

　セアラ店長にフィノとアイリ、そして、どうにか意識を取り戻もどしたバイザー副店長。ようやく矢印タイルの迷めい路ろから解放されたスタッフたちは、バックヤードの扉の前でぐるりとミュリを取り囲む。

　知らない大人たちの視線にびくびくしていたミュリは、歓かん声せいをあげたフィノが髪に触さわろうとしたとたん、さっとラウルの後ろに隠れてしまい……ったく、こいつ、相変わらずめちゃめちゃ人見知りなんだな。

　緊張でかちこちになっているミュリを見下ろしながら、ラウルは思わず口を開いた。

「ていうか、お前、どうしてここに？」

「……ごめんなさい……お兄ちゃんのあと、つけてきちゃったのっ……その、お兄ちゃんのお仕事、どうしても見たかった、から……」

　言いながら、おどおどと目を伏ふせ……やがて、ミュリはぽつりと呟つぶやく。




「……でも、まさか、お兄ちゃんが、こんなお仕事をしてたなんて」




　なんだかがっかりしたような、ミュリの声。

　──その瞬間、ラウルの心臓が冷たく縮こまった。




　ああ、ついにバレちまったのか。……俺が、勇者じゃないってこと。

　ほんとは、ちゃんと時間をとって、俺の口からきちんと説明したかったんだけど……。

　ラウルの胸にこみ上げる罪悪感と、そして、同時に、どこか肩かたの荷が下りたみたいな、ほっとしたような気持ち。

　……許して貰もらえるかどうかは、分からないけど。うつむく妹の横顔を眺ながめつつ、ラウルは胸中で呟く。

　俺のせいで傷つけちまった分、ちゃんと埋うめ合わせ、しないとな……。




「それにしても、照明がないと店内、暗いですね……」

「……あー、矢印タイルが動いちまうから、制御盤のスイッチ、このまま落としとかなきゃいけねーんだよな」

　と。辺りを見み渡わたし独りごちるアイリの言葉に、副店長が困ったように頭を搔かく。

「ま、コントロール・パネルコンパネ探すにしても、一枚ずつタイルの構文いじって機能停止してくにしても、どーにかして引っ剥ぺがすにしても、どのみち開店には間に合わなさそーだしな……。タイルが動かねーように、制御盤落としたまま営業するしか……」

「……ご、ごめんなさいっ……オレ様のせいでっ……」

「って、い、いやっ、べつにフィノ君を責めたわけじゃなくってだねーっ？　そのっ、フィノ君も、フィノ君なりに、いろいろと考えてやってくれたんだろーしっ……」

　にわかに顔を曇くもらせ、しょんぼりと謝ってくるフィノをあわててフォローする副店長。

　そのとなりで、ふと、なにか思いついたみたいにセアラ店長が声をあげた。

「あ、そうだ……ちょっと、待っててください」

　言いながら、栗くり色いろの髪をふわりと揺ゆらしてきびすを返した店長は、店てん舗ぽの入り口付近に展開された夏休みの自由研究アイテム特設コーナーへと向かい……ややあって、お弁当箱くらいの大きさをした緑の紙箱を手に戻ってくる。

「……って、なんですか、それ？」

「ふふっ、見ててね……？」

　ラウルの問いにイタズラっぽく微笑み返しながら、すぐそばにある商談コーナーのテーブルに箱の中身を並べ始めるセアラ店長。

「ええと、『まほうのこなＡ』と『まほうのこなＢ』をよく混ぜて、そこに、『いのちの水Ａ』を……」

　箱裏の説明書きを読みながら、店長は『まほうのこな』や『いのちのみず』なんて大きく書かれたビニール袋ぶくろの封ふうを切っては、付属のプラスチックトレイに入れ……やがて。

　──ラウルたちの、目の前で。

　プラスチックトレイの中身が、にわかに明るく輝かがやき出した。




「うわあっ……！」

「っ……！」

　びっくりしたように声をあげるフィノと、驚おどろいたようにラウルの服の裾すそを握にぎって目を丸くするミュリ。

　テーブルに置かれたトレイから次々と浮うかびあがったオレンジ色の光は、風船くらいの大きさにまあるく膨ふくらみながら、ゆらゆらと天てん井じようへ上のぼっていく。

　あっという間に、薄うす暗ぐらかった店内はあたたかな光で満たされ……頭上を見上げた副店長があごに指を掛かけつつ、感心したように呟いた。

「なるほど、この手があったか……さっすが、店長だわー……」

「ねえっ、これっ、なんなんだっ!?」

「ふふっ、これはね、『ヒトダマ』っていう生き物なの」

　興奮したように問いかけてくるフィノに、片目をつぶってみせるセアラ店長。

「『ヒトダマ』……この間ファミレスの外にいた浮遊群体藻類エア・ポルボツクスの近きん縁えん種で、天敵から身を守るため、炎ほのおによく似た色の強い光を帯びるんです。野生の生き物って、火を嫌きらう子がわりと多いから……なんでも、燐りんを好んで墓地に集まったりするから、昔の人が人間の魂たましいだって勘かん違ちがいして、こんな名前がつけられたそうですよー？」

『ヒトダマ観察キット（対象年ねん齢れい十歳以上）』と書かれた緑色のパッケージを指先でとんと叩たたきつつ、顔を上げた店長が目を細める。

「この子たちね、成長がとっても早いから、夏休みの自由研究とか、非常灯とか、イベント時のライトアップなんかに使われたりするの。あと、光と一いつ緒しよにヒーリング効果があるアルゴ線をたくさん出すから、疲つかれも取れるし、お肌はだもキレイになって……」

「アルゴ線って、最近話題の魔ま法ほう岩がん盤ばん浴よくとかのっ……」

　覚えのある単語にぴくりと反応するアイリ。……と、なんだかうずうずした様子のフィノに気づいたように、セアラ店長がにっこりと笑った。

「フィノちゃん、さわってみても、大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「っ……！　わっ、ほんとだっ、熱くないっ……！」

　……たぶん、目の前の光る生き物に触ふれてみたかったんだろう。さっきからずうっとそわそわしていたフィノは、店長の言葉を聞くなりヒトダマへと指を伸ばし……おそるおそるといった様子でそれをつついたとたん、驚いたような声をあげる。

　そんな魔人の少女を微笑ましげに見やりながら、セアラ店長がぽんと小さく手を打った。

「とりあえず、これで明かりの方は大丈夫。ええと、あとは……」

「ね、ねえっ、店長っ……」

　と、ヒトダマと戯たわむれていたフィノが手を引っ込めながら、おずおずと口を開いて、

「そのっ……え、エアコンはどうなるのっ……？」

「って、ああ、そういやお前、暑いの苦手だったっけな……」

　遠えん慮りよがちなフィノの問いに、ラウルはつい、呟いてしまう。

　……北国生まれの魔人のフィノはとにかく暑さに弱く、先日お店のエアコンが故障した際など、自律神経が狂くるって魔力がだだ漏もれになってしまうくらいに弱って……。

「心配しなくて大丈夫ですよ、フィノちゃん」

　不安げなフィノを安心させるように、店長はやさしく微笑んだ。

「マジックエアコンは季節によって消費魔力が大きく変わるから《魔力草プランツ》だけじゃ対応出来なくて、別系統になってるんです」

「べ、べつけいとうっ？」

「……レジカウンタ床ゆかの魔法構文マジツクプログラムを通して、《魔ま導どう靴ぐつ》履はいてるスタッフから魔力を供給するんだよ。ほら、俺の靴底、魔力を通すように鋲びようが打ってあるだろ？」

「あっ、ほんとだっ……！」

　ラウルの説明に、納なつ得とくしたように頷うなずいて……けれども、フィノはすぐに首を傾かしげる。

「でも、なんでレジカウンタの床だけなの？」

「……売り場の床に広げたら、お客さんの魔力が使われちゃうじゃない」

　……そんなフィノの呟きに、あきれ顔で答えるアイリ。

「公共機関や遊ゆう戯ぎ施し設せつ以外で他人の魔力を勝手に使うことは禁止されてるの。魔力には限りがあるのに、知らない間に他人に使われちゃったら困るでしょう？　うちのお店みたいに仕事の都合で魔導靴を履いてる人って、わりと多いから……」

「ま、レジカウンタの中なら、基本的にスタッフしか入らないからな」

「フィノちゃん、そういうことなの。だから、エアコンの方も、問題ないとして……」

　言いながら、かたわらの魔法受像器マジヴイコーナーの展示台へと視線を向け……セアラ店長は困ったように眉まゆをひそめた。

「あとは、展示のマジヴィなんですけど。……スイッチを切ったままじゃ売り場が寂さびしいし、売上げにも響ひびいちゃいますから、非常用の人力魔力供給システムを使うしかありませんね」

「人力魔力供給システム？」

　思わずオウム返しするラウルに、店長は「ええ」、と頷いて、

「マジヴィコーナーから伸のばした魔力供給ケーブルを、わたしの身体からだに接続するの。ケーブルが絡からまっちゃうから、あんまり自由には動けなくなっちゃうんだけど……」

「店長っっっ！！！！！」

　その言葉を聞くなり、ぱっと顔を上げたフィノが口を開いた。

「それっ、オレ様がやるっ！　こんなことになっちゃったのはオレ様のせいだしっ、店長が自由に動けないと、なにかあったとき困るだろっ!?」

　言い募つのるフィノの、思いつめたように真しん剣けんな表情。

「フィノちゃん……」

　……そんなフィノの肩にやさしく触れながら、やがて、店長はそっと首を振ふった。

「ありがとう、フィノちゃん。……でも、フィノちゃんの魔力だと、規格外すぎてケーブルの中の線が焼き切れちゃうかもしれないの。フィノちゃんを除くと、ここでいちばん魔力があるのは《持ちしものホルダー》のわたしだから……」




「……あ、あのぅっ……」




　……不意に聞こえてくる、か細く小さな声。

　スタッフたちが思わず顔を向けると、ラウルの後ろからことのなりゆきをうかがっていた声の主ぬし……ミュリが小動物みたいに身体を竦すくませて。

　……はにかむように口ごもっていた少女は、やがて、思い切ったみたいに口を開いた。

「……も、もし、よければ、ミュリがっ……ミュリも《持ちしものホルダー》、なのでっ……」

「「「「っっっ!?」」」」

　そのとたん、目を丸くするラウル以外のスタッフたち。

　……そんな彼らの反応に驚いたように、びくっと震ふるえたミュリが、ラウルのエプロンの端はしをぎゅうっと強く握った。

　って、こいつ、どういうつもりなんだよっ？

　とつぜんの発言に戸と惑まどいつつ。泣きそうな顔で黙だまり込んでしまったミュリをおろおろと見下ろしたラウルはしかたなく、彼女に代わって口を開く。

「あ、はい……前に学校の身体測定んとき言われたんですけど、こいつ、けっこうな魔力持ちなんですよ。うちの母方の家系、代々《細胞内魔力小器官マジコンドリア》がわりと多いらしくって……って言っても、マジックアイテムもロクに普ふ及きゆうしてない田舎いなか村だし、宝の持ち腐ぐされっていうか、魔力があってもほとんど意味ないんですけどね……」

　──《持ちしものホルダー》。平均の十倍、50キロバイル以上の魔力量を持つ人間を指す言葉で、人口の[image: ]パーセント……およそ一万人にひとりくらいしかいない貴重な存在。

　……ちなみに、ラウルの母も１００キロバイル近い魔力を誇ほこる《持ちしものホルダー》だったりするものの、魔法ともマジックアイテムともまったく無む縁えんなごくごく普ふ通つうの専業主婦だったりして、15キロバイルそこそこの魔力量しか持たない勇者志望のラウルはずっと微び妙みように悔くやしい気持ちを抱かかえていた。もっとも、ラウルの魔力量だって、平均の三倍というそれほど悪くない数値ではあるのだけれど。

「でも、悪いわ……」

　ミュリの申し出に、驚いたように目を瞬しばたたかせるセアラ店長。

「いくら《持ちしものホルダー》でも、展示のマジヴィ全部あわせると10キロＷワルトくらいになっちゃうし、営業時間中はずっと魔力を出力してないといけないから、慣れてないとかなり消しよう耗もうしちゃうはずよ……？」

「っ……へ、平気……ですっ……」

　けれども、ラウルの後ろに半分隠かくれたまま、ミュリはぶんぶんと頭を振る。

「ミュリ、お兄ちゃんのお仕事近くで見たいし、お手伝いしたいし……だからっ……」

　……ラウルのエプロンをぎゅっと掴つかんだまま、途と切ぎれ途切れに呟つぶやくミュリ。

　そんな少女のどこか必死な様子に、セアラ店長がやがて、ふっと表情をゆるめた。

「……じゃあ、お言葉に甘えちゃおうかしら？」

「って、店長っっっ!?」

「せっかく、わざわざ遠いところからラウルくんを訪たずねてきてくれたんだし、お兄ちゃんのお仕事のお手伝いをしたいだなんて、しっかりした子じゃないですか。それに……」

　あたふたしてしまうラウルの前で、慈いつくしむように目を細めた店長がぽつりと洩もらす。

「……それに、《持ちしものホルダー》の子を、ひとりにしておくわけにも、いかないし……」

「えっ……な、なにかあるんですかっ？」

「……なんだなんだ、ラウル君、ニュース見てないのかー？」

　と、つい聞き返したラウルの言葉に、バイザー副店長があきれたように肩かたをすくめ、

「最近、《持ちしものホルダー》とか、そこまでいかないにしても、そこそこの魔力持ってる子どもが立て続けに行方ゆくえ不明になってんだよ。それに、ウワサによるとどうも、犯人は……」

「……バイザーくん」

　……言いかけた言葉をさえぎって、副店長に抗こう議ぎするような視線を向けるセアラ店長。

　いつも柔にゆう和わな店長に睨にらまれた副店長は、ばつの悪そうな顔をして黙り込み……って。

「ちょっ、な、なんなんですかっ？」

「……い、いやっ、なんでもない、なんでもっ！」

　ラウルの問いに、ぶんぶんと首を振るバイザー副店長……。

　そんな副店長のかたわらで、眉をひそめた店長が小さなため息をついた。

「まあ、そういう事件を抜ぬきにしても、王都はあんまり治安がよくないですし……ミュリちゃん、とってもかわいいから、ラウルくんの目の届くところに置いておいたほうがいいと思いますよー？」

「……まあ、確かに、セキュリティ的にはここに置いとくのが一番安心よね」

　店長の言葉に、納得したように頷くアイリ。

　……そりゃ、先代魔ま王おうを倒たおした魔法計算器マジツクカルク使いのセアラ店長を筆頭に、将来を期待されていた元勇者予備校のナンバー１、２の俺やアイリに、ギガバイル級の魔力を持つ元魔王の世よ継つぎフィノ……まあ、あと元ＭＥマジツクエンジニアのバイザー副店長まで揃そろったうちの店のスタッフの布ふ陣じんは、わりと最強のパーティーなんだろうけど……胸中で呟きつつ、しかし、ラウルはすっかり焦あせってしまう。

　今日の今日まで俺のことを勇者だと信じてたミュリに、いきなり、俺が勇者とはまるでかけ離はなれた仕事してるとこを、見せなきゃいけないだなんてっ……。

「で、でもっ……！」

　これ以上、ミュリを傷つけたくない。……それに、勇者になれなかった俺を見せたくない。そんな想おもいに突つき動かされるようにして、ラウルはうわずった声をあげた。

「こいつを売り場に出しといたら、店員と間ま違ちがえられてお客さんに声掛けられたりするかもしれないじゃないですかっ!?　こいつ、まだ子どもだしっ、すげえ内気だしっ、人見知りだしっ、そんなのぜったい無理っていうかっ……そ、それに俺っ、今日は棚たなメンテとか書類書いたりとかやることがいろいろ溜たまっててっ、とてもこいつのこと構ってやれる余よ裕ゆうもないしっ……そ、そうだっ、ミュリっっっ！」

　名案を思いついたとでも言わんばかりに頷いたラウルは、かたわらのミュリの肩をぽんぽんと気安く叩たたきながら言葉を続ける。

「お前、ケーブルだけ持って、バックヤードか二階の休きゆう憩けい室で大人しく本でも読んでろよ？　そうすれば、お前も気き疲づかれしないし、展示のマジヴィを点つけててくれるだけでも、お兄ちゃんは充じゆう分ぶん助かるし……なあ、ミュリ、そうしとけってっ!?」

「っ……！」

　けれども、そんなラウルの提案に、ミュリは抗議するみたいにラウルのエプロンを引っ張りながら、ふるふると小さく首を振った。

「……ミュリ……お兄ちゃんと一いつ緒しよがいい……お兄ちゃんと一緒にお仕事、したい……」

　いまにも消え入りそうな声で、必死に主張するミュリ。

　……と、なにか考えるみたいに首をひねっていたセアラ店長が、ふっと口を開いた。

「そうですね……ラウルくんが忙いそがしいなら、代わりに、フィノちゃんにミュリちゃんのこと、見ててもらうのはどうかしら？」




「ぇっ……」

「それってっ、オレ様が、ミュリの先せん輩ぱいやるってことっっっ！！！！？」




　そのとたん、あわてたように小さな声をあげたミュリの前で、思いきり身を乗り出したフィノが興奮したように叫さけぶ。

「わあっ……！　アイリはオレ様よりあとから入ったけど、オレ様よりいろんなこと知ってるから後輩って感じじゃなかったしっ、逆にいろいろ教えてもらって……くくっ、そんなオレ様にもついに、先輩として人の上に立つ日が来たというわけかっ……！」

「まあ、今日だけの話ですけどね」

「ふははははっ、任せてくれっっっ！！！！！」

　……さりげない店長の補足を華か麗れいにスルーして。

　自信たっぷりに頷うなずいたフィノは勢いよくミュリに向き直るなり、ぱっと手を差し出した。

「よろしくなっ、ミュリっ！」

「っ……！」

　……けれども。

　……まるで、そんなフィノの威い勢せいに怯おびえてしまったみたいに。

　ラウルと同じ黒くろ髪かみと黒い瞳ひとみをした少女は、なんだかいまにも泣きそうな顔をして、ラウルの後ろにさっと隠れてしまった。




　　　　＊　＊　＊




　──って、どうして、こういうことになるんだよっ……。




「ほら、ミュリ、これっ……」

「……ありがとう、お兄ちゃん……」

　おずおずと礼を口にしつつ、ラウルが差し出したエプロンを受け取るミュリ。

　いつも通り振る舞まおうとする健けな気げな妹の姿に、ラウルの胃がきりきりと痛んだ。

『ラウルくん、ミュリちゃんにお店のエプロン、出してあげて？』

　店長の指示でミュリと二階の休憩室に上がって……ふたりきりになったとたん、ラウルはいたたまれない気持ちでいっぱいになってしまう。

　──こいつ、俺が勇者になれなかったのを隠してたこと、どう考えてるんだろ……。

　そう考えたとたん、息苦しいくらいに締しめつけられる心臓。

　なにか言わなきゃと思うものの、言葉はなんにも出てこなくて。

　ただ、気まずい沈ちん黙もくが辺りに落ち……

　……と。後ろ手にエプロンのリボンを結んでいたミュリが、ふと、口を開いた。

「……ミュリね、勇者のお仕事って、もっと、派手だと思ってた」

「へっ？」

　不意に、妹がぽつりと口にした言葉。

　その瞬しゆん間かん、思わずマヌケな声を出してしまったラウルはややあって、あわてたように声をあげた。

「って、勇者のお仕事って、いったいっ……」

「えっ」

　けれども、そんなラウルの言葉に、ミュリはなんだかきょとんとした顔をして、




「だって、お兄ちゃんは勇者なんだから、これが、勇者のお仕事なんでしょ？」




　なんの迷いも疑いもなく、さらりと口にするミュリ。

　思わず声を失ってしまうラウルの前で、ミュリははにかむように目を伏ふせた。

「なんだか思ってたのと違ちがったけど、勇者って、ただ、戦うだけじゃないんだね……。お兄ちゃんに面めん倒どうみてもらえないのは残念だけど、でも、お兄ちゃんのお手伝いできるし、お兄ちゃんが働いてるとこ見れるの、うれしいな……」

　って、こいつ、まさか、まだ気づいてないっていうか……もしかして、この期ごに及およんでまだ、俺のことを勇者だって思い込んでるのかよっっっ！！！！？

　……驚おどろきとともに、ラウルはつい、目をすがめてしまう。

　ていうか、こいつ、ほんと、どんだけ素す直なおに俺のこと、信じてくれてるんだっ……!?




『お兄ちゃんはウソなんて、つかないもんっ……』

『信じて待ってるって、お兄ちゃんとの約束、だもんね……』




　……脳のう裏りに蘇よみがえる少女の言葉に、ぎりぎりと胸を苛さいなむ罪悪感。

　妹が自分に寄せる無条件の信しん頼らいに耐たえかね、思わず、ラウルは声をあげた。

「み、ミュリっ！　ち、違うんだっ！　そのっ……」

　今度こそっ……今度こそっ、ちゃんと言うんだっ……！

　……プレッシャーに、ぐっと詰つまる喉のど。

　なんだか不思議そうな顔で見上げてくるミュリの視線を受け止めながら、ラウルは意を決したように口を開く。

「お、俺っ、ほんとはっ……」




　……と。

「ラウルっ、ミュリっ、そろそろ開店時間だぞっ？」

　不意に、ばたんと勢いよく開く休憩室のドア。

　ほぼ同時に、銀色の髪を揺ゆらして部屋の中を覗のぞき込んできた少女の声に、ラウルはつい、言いかけた言葉を飲み込んでしまう。

「あ、ああっ、フィノっ、いま行くっ！　そのっ、ミュリっ、準備出来たかっ!?」

「う、うんっ……」

　ラウルの言葉に、おずおずと頷くミュリ。

　──って、ああもうっ、俺の馬ば鹿かっっっ！




　……けっきょく、ふたりを呼びに来たフィノにうながされるまま。

　ミュリの手を握にぎったラウルは、ばたばたと階下へと向かった。








　第二章「妹の職場参観にますます追い詰められる俺」




「……遅おそいわよ、ラウル・チェイサー」

「あ、ああ、ゴメンっ……」

「ふふっ、ミュリちゃん、とってもよく似合ってますよー？」

「……あ、ありがとう……ございますっ……」




　──スタッフたちが集まるマジヴィコーナーの前。

　顔を見るなり微笑ほほえみかけてきたセアラ店長の言葉に赤面し、エプロン姿のミュリはラウルの後ろに隠かくれるようにしておそるおそる礼を言う。

　……と、先ほどから展示器周辺の床ゆかにひざまずいてなにやらごそごそやっていたバイザー副店長が、両手をぱんと叩きながら顔を上げた。

「よーしっ……店長ー、ケーブルの接続できたぞー」

「ありがとう、バイザーくん……ミュリちゃん、これ、持ってみてくれるかしら？」

「……は、はい……」

　こくりと頷いたミュリはおそるおそる、店長が差し出してきたケーブルへと手を伸のばし……先せん端たんに設しつらえられた金属端たん子しに指先が触ふれたとたん、周囲の光量がぱっと上がった。

「っっっ！！！！？」

「おー、点ついた点いたー」

　ぷつんという小さな音とともにいっせいに起動する、十台近いマジックヴィジョンマジヴイ。

　まるで自分の手て柄がらみたいに得意げな顔をする副店長の前で、空中に投とう影えいされたマジックディスプレイの群れを目にしたミュリが、びっくりしたようにラウルのエプロンを握った。

　……そっか、こいつ、マジヴィ見るの初めてなのか。

　セアラ店長の手で腰こしにケーブルを結ばれつつ、怯えたようにマジヴィを見つめるミュリ……その横顔に、ラウルはつい、胸中で独りごちてしまう。

　──マジヴィの放送が開始されてからもう十年以上経たつものの、映像や音声を乗せた魔ま力りよく波ははいまだ、王都や大陸に点在するいくつかの大都市にしか発信されていない。

　とくに、ラウルの故郷レクサ村がある大陸中央部、ヴィエラ盆ぼん地ちの周辺は、同地域に群ぐん棲せいするヴィエラオオコウモリが発する魔力波の干かん渉しようを受け、大陸全土で受信可能なマジオ放送すら聞くことができず……ラウルが村を出てから三年が経つものの、マジックアイテム文明の恩おん恵けいや情報化から取り残された村の状じよう況きようは、いまだ変わってないらしい。

　……と。浮うかびあがる光のディスプレイをおそるおそる見つめていたミュリが、やがて、なんだか感動したみたいに呟いた。

「こんなアイテムを扱あつかえるなんて、やっぱり、勇者ってすごい……」

「……勇者？」

「い、いやっ……っていうかミュリっ！　べつにこれはそういうわけじゃっ……！」

　ミュリが洩もらした言葉に、なんだか怪け訝げんそうな顔をするアイリ……元勇者志望ゆえか、勇者という単語にやたらと耳ざとい同どう僚りようの少女をあわてて誤ご魔ま化かしつつ、兄のことを勇者だと信じ切っているミュリのハードルがまた一段階跳はね上がったことを感じとったラウルは弁解の声をあげ……と。

　あたふたするラウルの目の前で、不意に、マジヴィの映像が切り替かわった。




『ハァイ！　とゆーワケで、本日はリニューアルオープンしたばかりの夢と希望の国っ！　王都ブレイブ・アイランドに来ておりまスー！』

　ハイテンションな声とともにディスプレイ中央に現れたのは、キャミソールに包まれた魅み惑わくのナイスバディ。マイク片手にポーズを決める売れっ子女子アナの胸の谷間に、ラウルと副店長の目はつい、吸い寄せられてしまう。

『エヴァレッド港の目と鼻の先に浮かぶ島に作られたここ、ブレイブ・アイランドは、魔王に挑いどむ勇者をモチーフにした、大陸初のマジカルテーマパークでっ……』

「勇者っ……!?」

「魔王っ……!?」

　その、瞬間。

　同時に声をあげたミュリとフィノの目が、思いきり画面に釘くぎ付づけになった。

『中でも一番人気のアトラクションが、勇者になりきって魔王に挑む《魔王城ミステリーツアー》っ！　ワタクシもさっそくチャレンジしたんですけどっ、リアル勇者の証言や資料を基もとに作られた魔王城はまーさーに圧巻のクオリティで、気分は合格率コンマゼロイチの勇者試験に合格した勇者そのものっ！　ほんと、メッチャメチャ楽しかったでスー！』

「ゆ、勇者になりきってっ……」

「魔王城うちの実家ツアーっ……」

　画面に見入りつつ、ごくりと唾つばを飲む少女たち。

　食い入るようにふたりが見つめるその先で、なんだか禍まが々まがしい城の入り口に立った女子アナが、二体の着ぐるみと一いつ緒しよに手を振ふりながらおおはしゃぎで解説する。

『ちなみにブレイブ・アイランド園内では、こちらの大人気マスコットキャラ、ユーシャくんとマオーくんがこのよーにお出で迎むかえしてくれまスー！　王都で大流行中のこちらのグッズ、みんなはもう、持ってるかナー？』

「い、いいなっ……」

「…………っ」

　女子アナが自じ慢まんするように掲かかげてみせたユーシャくんとマオーくんのストラップを羨うらやましげに見やるフィノと、なんだか物言いたげにラウルのエプロンを握りしめるミュリ。

　そんなふたりの目の前で、画面の中の女子アナが、ぱちんとウインクした。

『ではではっ、王都ブレイブ・アイランドから中ちゆう継けいでお送りしましたーっ！　さてっ、次は王都ワイドショーのコーナーっ！　現在王都を震しん撼かんさせてる連続魔力持ち児童誘ゆう拐かい事件について、専門家が様々な角度から徹てつ底てい検証しちゃいまスー！』

　と、女子アナが手を上げた瞬しゆん間かん、画面はスタジオへと切り替わり……

　……一転して真ま面じ目めな空気の中、円えん卓たくを囲む数人が神しん妙みような顔で一礼したあと、司会者らしき男性が口を開く。

『最近、王都では、平均より優すぐれた魔力を持つ児童の誘拐事件が連続しており……』

「あ、これ、さっき店長が言ってた……」

　思わず声をあげたラウルの前で、

　マジヴィの中の司会者が、淡たん々たんと言葉を続けた。




『さて、犯人は銀の髪かみに赤い目をした、いわゆる魔人であるとのことですが……』




「ま、魔人っっっ！！！！？」

　……そのとたん、思いきり跳はね上がるラウルの心臓。

『なんでも、手から高圧魔力の光球を放つ魔人の魔法が目もく撃げきされているようで……』

『最初の事件はたしか、六の月の初めと聞いていますが……』

『そういえば、五の月半ば頃ごろ、アマダ王都本店に現れた例の魔人との関連性が……』

『やはり、魔人が王都に紛まぎれ込んでいるというのが……』

「ね、ねえ、これってっ……」

　……どくどくと早はや鐘がねを打つ鼓こ動どう。

　おずおずと呟つぶやくアイリの声を聞きながら、ラウルも先日の事件を思い出す。

　──魔人を拘こう束そくし、非人道的に魔力を搾しぼり取っていたアマダ・マジックの《魔力球》工場。囚とらわれの魔人を助けるため、ラウルとフィノのふたりはアイリの助けを借りて工場へ乗り込んだものの、フィノの巨きよ大だいな魔力で機械が暴走する中、ケーブルに繋つながれていた十数人の魔人たちはいつの間にか、姿を消していて……。

　まさか、あのとき消えた魔人たちが……ふと脳のう裏りを過よぎった考えに、ラウルの背筋に冷たいものが走った。

　……事件が六の月の頭に起こり始めたなら、タイミング的にも一いつ致ちする。

　まさか、俺たち、とんでもないことをしちまったんじゃっ……。

「ら、ラウルっ……」

　……おそらく、ラウルと同じ結論に達したか。視界の中で、すっかり蒼あおざめた顔をしたフィノが、脣くちびるを噛かんで……

　その瞬間。マジヴィの画面が、ぱっと切り替わった。




「……わたしは、ただのウワサだと思います」




　思わず顔を上げたラウルの前で、たったいまチャンネルを切り替えたセアラ店長がリモコン片手に、いつも通りの落ち着いた声で言い放つ。

「こういう大きな事件のときはたいてい、犯人は魔人だなんて話が出るものですし、この間のアマダの魔人騒さわぎできっと、みんな過か敏びんになってるんです。だいいち、いくら魔力が平均より多くても、魔人さんたちに比べればとるに足らない力だし、魔人さんたちが魔力持ちの子どもをさらって得することがあるなんて、思えないもの」

　静かな、けれども、説得力のある店長の言葉。

　……それを聞いて、フィノがほっとしたように頷うなずいた。

「そ、そうだよねっ……」

「ええ。……さあ、もう、だいぶ時間押してますし、早くお店、開けないとね？」

　ふふっと息を洩らすようにして微笑みながら。いつもよりひとり多いスタッフを穏おだやかなまなざしで見み渡わたしたセアラ店長が、やさしく口を開く、

「みなさん、今日も一日、よろしくお願いします」




「「「「「よろしくお願いしますっ！」」」」」




　まるで気持ちのスイッチを切り替えるように、セアラ店長の言葉を受けていっせいに唱和するスタッフたち。

　……と、あいさつを終えるなり、フィノがミュリの手をぐっと掴つかんだ。

「さ、ミュリっ！　お店の中案内するからっ、オレ様についてこいっ！」

「……えっ……あっ、お、お兄ちゃぁん……っ……」

　ぐいぐい腕うでを引っぱられ、助けを求めるように視線を送ってくるミュリ。しかし、なんだか張り切った様子の魔人の少女は容よう赦しやない。

「おいっ、フィノっ！　ミュリは子どもなんだから手加減しろよっ……ったく」

　腰に巻き付けられたマジックコードを引きずりながら涙なみだ目めで連れ去られていく妹を眺ながめつつ、なんとなく嘆たん息そくしたラウルは、かたわらのアイリに声を掛かけた。

「……ええと、『オールＡ』。俺、カウンタにこもってレジとあいつら見ながら書類を片付けるから、今日は代わりに売り場、出て貰もらってもいいか？」

「……了りよう解かい」

　あきれたように目をすがめたアイリが、ラウルの言葉に肩かたをすくめてみせた。




　　　　＊　＊　＊




「いいか、ミュリ！」

　──赤みをおびた『ヒトダマ』の光に照らされたレジカウンタ。

　お客さんに送る見積書を黙もく々もくと清書するラウルから少し離はなれた場所で、ぶらり店内一周ツアーからミュリを連れて戻もどってきたばかりのフィノが自信満々に声をあげる。

「これからオレ様が、初心者がうっかりやりがちなミスや気をつけるべきポイントを伝授するから、参考にするんだぞっ!?」

　……その言葉に、手を止めて。

　ちらりと視線を向けたラウルは、ミュリの前で使い込まれたノートを開きながら演説するフィノの姿につい、感心してしまう。

　最初にうちの店に来たときからずっと、フィノが肌はだ身み離はなさず持ち歩いては、こまめにメモを取っていた小さなノート。……確かに、こういう仕事には、初心者の誰だれもが一度はやらかしちまうようなミスがある。自分の失敗や経験を元に、そういった注意ポイントをあらかじめ教えておくのは、新人教育には有効な方法で……。

　……へえ、あいつ、なかなかやるじゃねえか。

　思わず、心の中で呟いて。

　すっかり安心したように書類に目を落としたラウルの耳に、堂々としたフィノの声が聞こえてきた。




「まずはひとつ目！　お客さんは、倒たおしちゃダメなんだっっっ！」




　……その瞬間、見積書を引き裂さくようにすべるラウルのペン先。

「いくらお客さんの背中ががら空きでも、楽ラク勝シヨーそうでも、めちゃめちゃゴールド持ってそうでも、不意をついて一撃で仕留めたりしちゃいけないんだぞっ！」

「えっ……は、はいっ……」

　……ラウルの耳に、戸と惑まどったような、しかし、素す直なおに頷くミュリの声が聞こえて。

　不幸な事件によりあえなくゴミと化した見積書を前に肩を震ふるわせるラウルの向こうで、ノートを手にしたフィノが得意げに言葉を続けた。

「あと、休きゆう憩けい室の流しで髪かみを洗っちゃいけないし、レジのお金でお菓か子しを買うのもよくないし、売り場に豚ぶたの臓ぞう物もつや頭なんかを飾かざるのもラウルにめちゃめちゃ怒おこられるからやめた方がいいぞっ！　そうそうっ、早出してお店の前に毒の沼ぬま地ちを作るのもＮＧだっ！！！」

「ど、どくのぬまち……っ？」

「ああっ！　どれも初心者がうっかりやりがちなミスだから、ミュリも気をつけて……」

「やらねえよっっっ！！！！！」

　とうとう我が慢まんしきれず、つい、叫さけんでしまうラウル。

「お前なっっっ！　ミュリにあんまり変なことを教えんっ……」




「あとは、笑え顔がおが大事なんだっ！」




　……けれども。

　次の瞬間フィノが口にした台詞せりふに、ラウルは言葉を飲み込んでしまう。




「え……がお……？」

　それまでさんざんよく分からないことをまくしたてられていたせいか、すっかり困ったような顔をするミュリ。

　そんな少女の前で、フィノが大きく頷いて、

「そう、笑顔だっ！　笑顔はなっ、ラウルがいちばん最初の日に教えてくれた、いちばん大事なことなんだぞっ!?」

　自信たっぷりに言いながら、にっこりと笑ってみせる。

「ほら、ミュリもっ……こうやって笑うと、なんだかすっごく楽しい気分になるんだ！　それで、お客さんにもこういう顔をしてもらいたいって思うようになるんだぞっ!?」

　──誇ほこらしげに言い放つフィノの、見ているこちらまで自然と頬ほおがほころんでしまうような、とびきり明るい笑顔。








[image: ]








　……そんなフィノの表情に、誘さそわれたみたいに。

　それまでおどおどしていたミュリが、やがて、そっとくちびるの端はしを持ちあげ……。

「っ……」

　思わず、ラウルは目を丸くしてしまう。

　知らない人の前ではいつだって泣きそうな顔をしてる、内気で人見知りなミュリ。

　そんな少女がいま、フィノに言われるまま、おずおずと、ぎこちない笑みを浮うかべ……。

「……やっぱりだ」

　そんなミュリを見やりながら、フィノがうれしそうに頷いた。

「ミュリっ、笑うと、すっごくカッコいいぞっ！」

「っ…………」

　明るい声をあげるフィノに、ぽんと肩を叩たたかれて。

　我に返ったように面おもてを強こわ張ばらせたミュリが、なんだか恥はずかしそうに目を伏ふせた。







「ありがとうございましたっ！」

　お客さんにお釣つりを返しながらはきはきと声をかけるフィノの横から、エプロンを着けたミュリがおそるおそる、商品を詰つめたばかりの袋ふくろを差し出す。

「また、ご来店下さいっ！」

　言いながら、お客さんに向かって頭を下げるフィノ。

　そのかたわらで、ミュリもあわてたみたいに、ぺこっとお辞じ儀ぎした。




　──相変わらず書類仕事を進めるラウルの隣となりのレジで、次にフィノがミュリに教え始めたのは、商品の袋詰づめ作業だった。

　フィノが魔ま法ほうタグリーダーで商品についた魔法タグを読み取っては会計している間に、ミュリはスキャンの終わった商品をせっせと袋に詰めていく。

　確かに、これならまだ子どものミュリにだってすぐ覚えられるし、レジが混こんだ時には新人でも、貴重な戦力になる。……それに。

「ありがとうございましたっ！」

「ありがとう……ございましたっ……」

　……目を伏せたまま、フィノの隣で蚊かの鳴くような声で呟つぶやくミュリ。

　知らない人とはロクに口もきけないくらい恥ずかしがり屋な妹の奮ふん闘とうに、ラウルは内心舌を巻いてしまう。

　なんか、今回の職場訪問、いい勉強になってるっていうか……。

「ミュリっ、ちゃんとあいさつ、できるようになってきたなっ！　袋詰めもすっごく上手だし、カッコいいぞっ！」

「っ……」

　にこにこしながら褒ほめるフィノと、真っ赤になってうつむくミュリ。……そんなふたりの微笑ほほえましい姿に、ラウルは思わず目を細めてしまう。

　なんだかんだで、フィノ、けっこううまく先せん輩ぱい、やってるよな……胸中で、ラウルは密ひそかに独りごちた。さすが魔王の血を引くだけあって、人を惹ひきつけるカリスマ性があるっていうか……あいつ、バイトのくせに社員の俺より先に店長になるだなんて豪ごう語ごしてたけど、うかうかしてると案外、ほんとに先を越こされちまうかも。

　……と。

「なあ、ラウルっ」

　……不意に、声を掛かけられて。

　考えごとをしていたラウルがはっと我に返ると、すぐ目の前にフィノの顔がある。

「ミュリに商品の前出し教えてくるから、ちょっとレジ、離れていい？」

　上うわ目め遣づかいにラウルの顔を覗のぞき込みながら許可を求めてくる。銀ぎん髪ぱつの少女。

　あわてたように書類の残りに目をやったラウルは、やがて、頭を搔かきながら頷うなずいた。

「あ、ああっ、了りよう解かいっ……ていうか、あんまり変なこと教えんなよ」

「ふはははっ、任せとけっっっ！　ほらっ、ミュリっ、こっちだっ！」

「っ……！」

　歓かん声せいをあげたフィノに、ぐいぐいと引っぱられていくミュリ……

　レジカウンタのすぐ近く。店てん舗ぽ入り口付近に展開された夏休みの自由研究アイテム特設コーナーの前で立ち止まったフィノは、腰こしに手を当てて目の前の棚たなを指した。

「いいかミュリっ！　商品は前から売れるから、売れたあとはこんな感じで、売り場に穴が空あくんだぞっ!?」

　なんだか既き視し感かんのあるフレーズで解説しながら、フィノは陳ちん列れつの乱れた棚の商品へと手を伸のばす。

「そのままにしとくと見み栄ばえが悪いから、こうやって、後ろの商品を手前に出して……」




　──と。

　……次の瞬しゆん間かん。「あっ」というなんだか気まずげな声とともに、ラウルの耳に届くぱりんという小さな音。

「って、おいっ、フィノっ！　お前、いったいなに壊こわしてっ……」

　思わずレジカウンタを飛び出したラウルの前で、あたふたとその場にかがみ込んだフィノが、辺りの床ゆかに散らばったガラス片へんへと手を伸ばし──。




　──不意にフィノの指先を這はい上がる、ふわふわした真っ白なかたまり。

　まるで綿毛に幾いく本もの足が生えたようなそれは、フィノの襟えり元もとにするりともぐり込み……その瞬間、フィノがびくんと身体からだを強張らせた。




「やっ……やあああああっっっ！！！！！」




　叫び声とともに身体をかき抱いだくフィノの服の下、胸の辺りの布地を傍はた目めにもはっきりわかるくらい持ちあげ、少女の素す肌はだをもぞもぞと這い回る得体の知れない生き物。

　怯おびえたような顔をするミュリの前で、すっかりパニックに陥おちいったフィノが半泣きで叫んだ。

「ら、ラウルっ、な、なんか入ったっ！　ふ、服になんか入ってきたっっっ！　と、取ってえええええええええっっっっっ！！！！！」

「ちょっ、ふぃっ、フィノっ、は、離はなれろっっっ！！！！！」

「～っっっ！！！！！」

　助けを求めるようにラウルにすがりつき、フィノが小さな悲鳴をあげる。

「っ、せ、背中っ！　いま背中にいったからっ、ははは早く取ってえええっ！！！！！」

「って、んなっ、お、女のコの服に手を突つっ込んだりとかできるかよっっっ！！？」

「で、でもっ……やっ、やだあっ、らっ、らうるぅっ、た、助けてえっ……！」

「っておおおおおお前っ、こっ、こんなとこで脱ぬぐなってっっっ！！！！！」

「だ、だってっ、ふ、服の中でヘンなのが動き回って、身体がぞくぞくってなって……っ!?　や、やだっ、そこっ、だめっ！　やっ、やああああっっっ！！！！！」

　くすぐったさに悶もだえつつ、泣きながら制服のブラウスを脱ごうとするフィノ。

　ラウルはあわてて、それを押しとどめようとし……。

「ど、どうしたのっ!?」

　……騒さわぎを聞きつけ、売り場から駆かけつけてくるアイリの姿。

　すっかりテンパっていたラウルは、天の助けとばかりに声をあげた。

「『オールＡ』っっっ！　なんかっ、こいつの服の中にヘンなもんが入っちまったみたいでっ……と、取ってやってくれっっっ！！！！！」




　　　　＊　＊　＊




「……こいつが、元げん凶きようか」

　……握にぎり拳こぶしくらいの大きさの、ふわふわした白いかたまり。

　泣き叫ぶフィノを棚の裏に引っ張り込み、悪あく戦せん苦く闘とうの末にアイリが少女の服から追い出したその生き物は、ラウルがつまみ上げたとたんに無数の足を動かして逃にげようとする。

「これね。『ふしぎないきもの《エンゼル・フラッフ》』……」

　フィノが床に落として壊したものと同じ商品……小さなガラス瓶びんのテラリウムを手に取って、アイリがパッケージ裏の説明文を読み上げた。

「『南の国からやってきた《エンゼル・フラッフ》は、エサをあたえなくても、光をあてるだけで成育します。口から出す糸で幾き何か学がく模様の巣を作るので、お子さまの自由研究やインテリアにピッタリ。対象年ねん齢れい十歳から』、ですって……」

「……でも、それ、なんか、この瓶のやつとはぜんぜんサイズが違ちがわないか？」

　……どうやらエンゼルなんとかというらしい、丸めた綿みたいな生き物。
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　小さな瓶の中、一いつ緒しよに封ふう入にゆうされた木の枝の上で緩かん慢まんにうごめく豆まめ粒つぶ大だいの毛玉と、自分の片手にあるボール大の毛玉を見比べたラウルは思わず、首を捻ひねってしまい……と。

「ね、ねえっ、それっ、なんかっ、さっきより大っきくなってないかっ……!?」

「へっ？」

　……ほどけたエプロンの紐ひもに、ボタンの外れたブラウス。

　まだ着衣が乱れたままのフィノがあげた声に、ラウルがいまいちどエンゼルなんとかを見やった、その瞬間。

　──ラウルの手の中の毛玉がとつぜん、ぷくっと倍以上にふくれあがり、

　その一いつ端たんから白いかたまりを勢いよく吐はき出した。




「きゃっ！！！！！！」

「っっって！！！！？」




　アイリの腕うでにべったりと貼はりつく、ねばねばしたかたまり。

　思わずラウルが叫さけんだとたん、ラウルの手をすり抜ぬけ……床に落ちたエンゼルなんとかは短い足を動かし、ものすごいスピードで売り場へと逃げていく。

「アイリっ！！！！！」

「おいっ、大だい丈じよう夫ぶか『オールＡ』っ！！！！？」

「ちょっ、なっ、なんなのっ、これっっっ……!?」

「って、この糸っ……おいっ、『オールＡ』っ、そのパッケージ見せろっっっ!!」

　……アイリの左ひだり腕うでを封ふうじるように絡からみつく、弾だん力りよく性のある白い糸のかたまり。

　ふと、イヤな予感を覚えて。アイリの手からエンゼルなんとかのパッケージを取りあげるなり、注意書きに目を通したラウルが額を押さえた。

「『注意：太陽の光などに含ふくまれるアルゴ線を大量に浴びせると大きくなりすぎますので、絶対に瓶から出さないで下さい』……って、やっぱこれっ、ウーラの幼生体じゃねえかっっっ！！！！？」

「う、うーらっ!?」

「ちょ、そ、それってっ……！」

「予備校で習ったろっっっ！！！！？」

　不思議そうにオウム返しするフィノと、あわてたように声をあげるアイリ。掃そう除じ用具入れに駆け寄ったラウルが、もはや定番となった防犯用具こと店の備品のなまくら剣けんを取り出しつつ、全力で叫んだ。

「半分動物で半分植物みたいな魔ま物もので、アルゴ線で活性化してっ……太陽の光だけならせいぜい五十センチメートルってとこだけど、火山地帯とかアルゴ線出す魔物が周囲にいるような環かん境きようだと、ヘタすりゃ数メートルの大きさに育って人を襲おそうようになるんだよっ！　やたら生命力高いうえに、口から射出する糸束がすげえ強度で、大型ドラゴンすらやられちまうくらいやっかいなんだっ！！！」

「って、なんで魔物の幼生体そんなもの売ってるのよっっっ!?」

「知らねえよっ！　だからエンゼルなんとかなんてかわいらしい商品名つけて誤ご魔ま化かしてんだろっっっ！！？」

　言いながら、ラウルは天てん井じよう近くにふわふわと浮うかぶ照明代わりの『ヒトダマ』を見上げて舌打ちする。

「たしかさっき店長が、あいつらが多量のアルゴ線出してるってっ……逃げたウーラ、とっとと倒たおさないとヤバいぞっ！　フィノっ、ミュリとお客さんの避ひ難なんを頼たのむっっっ！！！」

「う、うんっっっ！！！」

　剣を手にしたラウルの言葉に、ミュリの手を握ったフィノが大きく頷うなずき……と。

「────っ!!」

　ふと、気配を感じて。

　背後を振ふり返るなり目に飛び込んできた光景に、ラウルは顔色を失った。




　……スタッフのいない、空っぽのレジの前。

　商品を手になんだか困ったような顔をしてたたずむ、お客さんの姿が見え……って、やべっ！　そういや俺っ、さっきからずっとレジ空からにしてたんだっけっ！！！！

「し、少々お待ち下さいっっっ！！！！！」

『いつ、いかなるときでもお客さまを優先せよ』という、店てん舗ぽスタッフの大原則。

　よく訓練された店員であるところのラウルは剣を手にしたまま、条件反射的にレジに入ろうとし……

　そんなラウルの肩かたを、左腕を封じられたアイリが片手で押しのけた。

「レジには私が入るからっ！　あなたはウーラの方をなんとかしてっっっ！！！」

「っ……サンキュっ、『オールＡ』っ！」

　アイリと視線を交かわすなり、きびすを返したラウルはウーラが消えていった売り場に走りつつ、マジックインカムのスイッチへと手を伸のばす。

『て、店長っ！　非常事態ですっ！　店内に魔物がっ……っ!?』

　──と。

　マイクに向かってまくしたてるラウルの耳に不意に飛び込んできた、悲痛な叫び声。

　即そく座ざに方向転てん換かんしたラウルは棚たなの間にすべり込むなり、目を丸くした。




「って、副店長っっっ！！！！？」

「っ……ら、ラウル君っ……」

　……無効化された矢印タイルの上に転がる、顔を除く全身をぐるぐると白い糸で包まれ、まるでなにかの繭まゆみたいになったバイザー副店長。

　助けを求めるようにラウルを見上げながら、副店長がうわずった声をあげた。

「せ、接客の合間に床ゆかの矢印タイルの構文触さわって機能止めるのに夢中になってたら、いきなり背中になんかぶつかってきてっ……てっきりお客さんかと思って振り返りゃ、真っ白い毛玉の化けモンがぱっくり口開けて、おれに糸をっ……」

「副店長っ、じっとしててくださいっ！！！」

　言い募つのる副店長の言葉を強い口調でさえぎって、手にした剣を構えるラウル。

　剣の上に魔法を走らせたラウルは「《起動ブート》っ……！」と唱えるなり、輝かがやきはじめたその刃は先さきを、副店長を覆おおう白い糸のかたまりへと向ける。

　……しかし。

「くそっ、切れないぞっ、これっっっ！！！！？」

　一度捕とらわれたらドラゴンでも逃げられないというウーラの糸は、どうやら熱にも強いらしく、魔法で高温を帯びた剣をいくら当てても、ぶにぶにと刃先を押し返すだけで……

　魔法の出力を落としつつ、焦あせったようにラウルは叫んだ。

「副店長っ！　そいつっ、どっちに逃げましたっっっ!?」

「いやっ、そのっ、一いつ瞬しゆんのことだったから見てなかったっていうか……って、ラウル君っ！　後ろ後ろ後ろっっっ！！！」

「へっ!?」

　──とっさに振り返ったとたん、ふくらはぎに走る衝しよう撃げき。

　思わずその場に膝ひざをつくラウルの目の前には、いつの間にか犬ほどの大きさまで成長した毛玉の魔物……ウーラの姿があった。







「っ……くそっ！」

　目（？）が合ったとたん、すごい勢いで走り去るもふもふした化け物。

　あわてて身体からだを起こしたラウルは、しかし、自らの足を見下ろして舌打ちする。

　……ウーラの糸の直撃を食くらい、がちがちに固められた両足。

　苦労してどうにか立ち上がったものの、この足じゃウーラを捕らえるどころか、歩くことさえっ……と。




『ごめんなさい、ラウルくん』




　──不意にインカムイヤホンから流れ出る、穏おだやかな声。

『ちょっと魔法通話器マジツクフオンの対応中でインカム聞いてなかったんだけど、もしかして、なにか、あったんですか？』

『て、店長っっっ！』

　その言葉に、ラウルはあわててインカムマイクのスイッチを押さえた。

『緊きん急きゆう事態ですっ！　店内に魔物が現れて、副店長がやられてっ……』




「……あらあら、大変」




　……すぐそばから聞こえてくる、どこかのんびりした口調の台詞せりふ。

　思わず顔を向けたラウルの隣となりで、いつの間にかそこに立っていたセアラ店長がふわふわした栗くり色いろの髪かみを揺ゆらし……周囲の惨さん状じようを見み渡わたしていた少女はやがて悠ゆう然ぜんと、襟えり元もとのインカムマイクのスイッチに触ふれた。

『ええと、すみません、いま知ったばかりで状じよう況きようを把は握あくしてないんですけど……お客さんの避難はもう、済んでるの？』

『はいっ！』

『うんっ！』

　店長のインカムを受け、即座に返ってくるアイリとフィノの声。

『会計待ちのお客さんは、ぜんぶ私が捌さばきましたっ！』

『まだ店内見てたお客さんが何人かいたけど、声かけして外に避難してもらったぞっ！』

『ご苦労さま、アイリさん、フィノちゃん。……そうそう、魔物さんが逃にげないように、入り口の扉とびら、しっかり閉めて下さいね？』

　手早く指示するなり、インカムを切って……エプロンのポケットからオレンジ色の魔法計算器マジツクカルクを取りだした店長が、落ち着いた様子でラウルを見やった。

「……それじゃあ、ささっと片付けちゃいましょうか？」

「店長っ！！！」

　セアラ店長の勇姿に、足を封じられたラウルはほっと胸を撫なで下おろす。

　魔法計算器マジツクカルクを手にした店長は無敵だ。なんたって、魔王を倒したほどの実力者だし、いくらアルゴ線で活性化してるといっても、ウーラの一いつ匹ぴきや二匹、簡単に倒してっ……。




　……と。

　そんなラウルの視界を、不意に、なにかが過よぎった。




「っっっ！！！！！？」




　ラウルの頬ほおをかすめるように死角から飛んできたウーラの糸玉。

　粘ねばつく糸のかたまりは一直線にセアラ店長に向かい、図はかったように魔法計算器マジツクカルクを握にぎりしめた細い手首を捉とらえる。

　衝撃によろめいた店長がかたわらの引っ掛かけ什じゆう器きにもたれた瞬間を狙ねらって、ウーラはさらに、重ねて糸を吐はき……




　……たちまちのうちに、べたべたした糸束で什器にはりつけにされて。

　幾いく重えにも糸を巻き付けられ、すっかり身動き出来なくなった自分の身体を見下ろしつつ、セアラ店長はなんだか困ったように呟つぶやいた。

「あらあら……捕つかまっちゃいました」

「店長っ！！！　……っ！！！！？」

　あわてて近くに寄ろうとしたラウル目掛け、今度はお前の番だとでも言わんばかりに糸玉を吐き出してくるウーラ。

　両足を固められたラウルは上半身だけでかろうじて避よけ、きっとウーラを睨にらみつける。

　──『ヒトダマ』が放つアルゴ線をたっぷり吸収して、一メートルくらいにまでふくれあがったウーラ。

　無数の足を動かし、ウーラの身体がまた、動きはじめた。







　くそっ……思わず、ラウルは心の中で呟く。

　アイリは利きき腕うでを、俺は足を封ふうじられちまってるし、頼みの綱つなの店長もっ……このままじゃ、俺たちっ……！




「ラウルっ！」

「……お兄ちゃんっ！」




　──不意に耳へと飛び込んでくる、聞きなれたふたつの声。

　反射的に顔を上げたラウルは、思わず息を呑のんだ。




「って、ミュリっ!?　フィノっっっ!?　お前らっ、外に避ひ難なんしたんじゃっ……」

「お兄ちゃんっ……！」

　そんなラウルの言葉をさえぎるように、ミュリがどこか必死な口調で叫さけぶ。

「お兄ちゃんっ、剣けんっ、構えてっ……！」

「へっ!?」

　……あまりにとうとつすぎるミュリの言葉に、つい、マヌケな声をあげてしまうラウル。

　そんなラウルの視界の端はしで、ぱたぱたとウーラに駆かけ寄った銀ぎん髪ぱつの少女が、目の前の白い毛玉に思いきり体当たりし……って!?

「……おいっ、フィノっっっ！！！！！」

　……たちまち、ウーラが吐き出した糸にからめとられてしまうフィノ。

　思わず叫んだラウルの視界の中、フィノに突つき飛ばされたウーラがバランスを崩くずし、転がって……。




　……その、瞬間。

　──足を封じられてたたずんでいたラウルの身体が、ぐんと加速した。




「……っ!?」

　……店中に敷しき詰つめられた、様々な方向を向く矢印が描えがかれたタイル。

　お店の入り口にしゃがみ込んでタイルに手を押し当てるミュリの姿を見たとたん、ラウルはふたりの意図を理解する。……なるほど、そういうことかっ！




　──フィノが昨晩徹夜で敷き詰め、ミュリがたったいま起動させた矢印タイル。

　ミュリの魔ま力りよくで効力を取り戻もどしたタイルの上を運ばれつつ、両足を封じられたラウルは手にした剣へ、ふたたび、魔法を走らせた。




「《起動ブート》っ──！！！！！」




　みるみるうちに眼前に迫せまりくる、フィノに突き飛ばされて《無限回廊ネバーエンデイングタイル》に閉じ込められた白い毛玉の魔物ウーラ。

　矢印タイルの力で勢いよく加速したラウルが、振ふりかざした魔法剣で、その身体を思いきり貫つらぬいた。




　　　　＊　＊　＊




「今日も一日、お疲つかれさまでした」

「っ……今日は、ほんと、疲れたわ……」

　──『ヒトダマ』に照らされた、なんだかレトロな雰ふん囲い気きただよう店内。

　バインダーを抱かかえたセアラ店長のいつも通りのあいさつに、バイザー副店長が心の底から疲れ切った顔で嘆たん息そくする。

「……本部のやつら、また性しよう懲こりもなくあんなヘンなメーカーのアイテム仕入れやがって……魔物の幼生とか、危険すぎんだろっ……っていうか、うっかり逃がしたら危険な生き物を割れやすいガラス瓶びんに入れて売るとかありえねーしっ……どうしても売りたきゃドラゴンに踏ふまれても壊こわれねーオリハルコンの瓶にでも入れて売れよおおおおおっ……」

「……副店長、ウーラの糸、無事外せて良かったですね」

「商品課爆ばく発はつしろ」なんてぶっそうなことをぼやく副店長をなだめるように、ラウルが口を開いた。




　──刃は物ものも高熱も通じなかったウーラの糸は、意外なことに低温にはからきし弱く、この時期の季節商品コーナーで好評販はん売ばい中のマジカル瞬しゆん間かん冷れい凍とうスプレーのひと吹ふきで粉々に砕くだくことができた。

　……ただし、全身くまなくびっしり分厚い糸で覆おおわれた副店長の場合はそう簡単にはいかず、悪あく戦せん苦く闘とうののち、店長の魔法計算器マジツクカルクの『－マイナス』キーを使った冷凍魔法を容よう赦しやなく浴びせかけられることとなり……。

　……鼻の頭や指先にしもやけによるダメージを負ったままの副店長をチラ見し、ラウルはつい、心の中で独りごちてしまう。……ま、恨うらみ言ごとを言いたくなるのも無理ないよな。




　……と、スタッフを眺ながめ渡わたすセアラ店長の視線がふと、ラウルの隣で止まった。

「……ミュリちゃん、今日はありがとう」

　腰こしを折るようにしてかがみ込み、ミュリと目線を合わせた店長が微笑ほほえんで、

「朝の件はもちろん、ミュリちゃんが展示器を点つけてくれてたお陰かげでマジヴィの成約もとれたし、本当に、助かったわ」

「今日のミュリ、大活かつ躍やくだったぞっ！」

　にこにこしながらお礼を言う店長と、ミュリの背中を叩たたきながら称しよう賛さんするフィノ。

　手放しで褒ほめられたミュリは思いきり赤面し、うつむいてしまう。

「っ……あ、ありがとうっ、ございますっ……」

「ふふっ……」

　そんなミュリを見下ろしながら、不意に、店長がにっこりと笑った。

「……ミュリちゃん、フィノちゃん、はい、これ」

　店長がバインダーから取り出したのは、二枚の細長い紙。

　なんだか不思議そうな顔をしてそれを受け取ったとたん、ふたりの少女はいっせいに目を丸くした。

「っ……！」

「これっ、朝、マジヴィでやってたっ……！」

　──大きな城とマスコットキャラのイラストが印刷された、王都ブレイブ・アイランドのペア・チケット。

　思わず息を呑む少女たちを見下ろしながら、店長がやさしく目を細めた。

「ここの運営会社さんと取引があるお得意さんに先日、戴いただいたんです。……ミュリちゃんには本当にお世話になったし、せっかく王都に来たんだから、いい想おもい出を作っていってくださいね？」

「店長っ、ありがとうございますっ」

「っ…………」

　うれしさのあまりお礼を言うのも忘れてチケットに見入るミュリと、妹に代わって頭を下げるラウル。

　……と。

「で、でもっ……！」

　……なんだか困ったように、手の中のチケットを見下ろしながら。

　すっかりおろおろしていたフィノがやがて、思いつめたように顔を上げた。

「ミュリはいいけど、オレ様はっ……オレ様、勝手に床ゆかに矢印タイル貼はっちゃったり、うっかり商品を壊しちゃったりして、今日はみんなにさんざん迷めい惑わく掛かけちゃったしっ、だからっ、こんなの、もらえないっ……」

「……フィノちゃん」

　そんなフィノの頭に、そっと手を置いて……

　セアラ店長が、そっと微笑んだ。

「魔物の件は、お店の中にああいう危険なものがあるのも知らずに『ヒトダマ』を使ったわたしの判断ミスですし、タイルの件も、次からちゃんと事前に相談してくれるなら、問題ありません」

「店長っ……」

「……これはね、フィノちゃんが、ミュリちゃんの先せん輩ぱいとして一日頑がん張ばってくれたことの評価なの。今日のフィノちゃん、とってもカッコよかったですよ？」

「っ……」

　おずおずと見上げてくるフィノの頭を撫なでながら、ウインクしてみせる店長。

　その言葉に、しょんぼりしていたフィノの表情が、ぱあっと輝かがやいた。




　　　　＊　＊　＊




　と、そんなことがあって──。




「ふふっ、明日あした、楽しみだなっ……！」

　──魔法灯の明かりに照らされた、夜の王都の裏通り。

　踊おどるような足取りで隣となりを歩きながら、フィノはうれしくてたまらないといった顔でラウルの顔を見上げてくる。

「ラウルっ、鎧よろい着てっていいっ!?　ほら、こないだ匿とく名めいでうちに届いた魔王の鎧っ！」

「って、駄だ目めに決まってんだろっっっ！！？」

「えーっ、せっかくの機会なのにーっ……」

　ラウルの言葉に、ぷくっと不満げに頬ほおを膨ふくらませるフィノ。

　けれども、少女はまたすぐ、気を取り直したようににこにこして……思わず、ラウルは嘆息した。

『ラウルっ、ミュリっ、一いつ緒しよに帰ろっっっ！！！』

　けっきょく、ラウルはレオンの定休日の明日、フィノとミュリを連れてブレイブ・アイランドに行くことになって……終礼が終わるなり声を掛けてきたときから、フィノのテンションはずっとこんな調子。

　……ったく、そんなに行きたかったのかよ、マジカルテーマパーク。

「……あんまり期待しすぎると、がっかりするぞ」

「ううん、そんなこと、あるわけないっ！」

　思わずラウルが呟つぶやくと、フィノは驚おどろいたみたいにふるふると首を振って、




「……だって、ラウルと一緒なら、どこに行ったって楽しいに決まってるからなっ！」




　当然みたいな顔で言いながら、甘えるようにラウルの腕うでに抱だきついてくるフィノ。

　二の腕うでにすり寄せられた少女の頬のふにふにした感かん触しよくに、ラウルはつい、どきりとしてしまう。

「っ……」

　……と、顔を赤らめたラウルを見てか、それまで大人しく隣を歩いていたミュリがふっと目をすがめるなり、対たい抗こうするみたいに、ラウルの手首を両手で握にぎりしめ……。

　……ふたりの少女に腕を取られ、気き恥はずかしい気持ちになってしまうラウル。

　なんだか落ち着かない空気を変えようと、ラウルは思わず声をあげた。

「そ、それにしてもっ、フィノ、今日はミュリの面めん倒どう見てくれて、ほんと、ありがとな。その、店長も言ってたけど、上う手まくやってたっていうか、見直したっていうか……」

「～っっっ！！！！！」

　ラウルに褒められたとたん、ただでさえうれしそうだったフィノの表情が、それまで以上に幸せそうなものになる。

「ふははっ、当たり前だろっ!?　なんたって、オレ様はミュリの先輩なんだからなっ！」

　すっかり調子に乗りまくり、うれしそうに頬をゆるめる魔人の少女。

　……そんなフィノをなんだか羨うらやましげに見ていたミュリはふと、うつむくなり、独り言みたいにぽつりと洩もらした。

「……で、でも……お兄ちゃんのことなら、ミュリの方が先輩だもん……ミュリの方がお兄ちゃんのこと、ずっとよく、知ってるもん……」

「っ？」

　そんなミュリの言葉を聞きつけるなり、フィノは蒼あおい目を丸くする。

「オレ様だって、ラウルのことはよく知ってるぞ？　昨日の夕飯はコンビニ弁当と菓か子しパンだったし、弁当を半分残してラップ掛けてレンジにしまったあと、鼻歌を歌いながら冷蔵庫開けて、飲みかけのコーラを一気に……」

「って、ちょっ、お前っ、なんでそんなこと知ってるんだよっ!?」

「え……だって、隣の部屋じゃないか」

　あわてて訊たずねるラウルの前で、あっけらかんと言い放つフィノ。

「オレ様の聴ちよう覚かくをもってすれば、三つ隣の部屋の人間がティッシュを取る音だって普ふ通つうに聞こえるし、ラウルがなにしてるかくらい、だいたい分かって……」

　……って、そういやこいつ、人間よりずっと五感が鋭するどい魔ま人じんでっ……その事実に気づいたとたん、ラウルは戦せん慄りつしてしまう。

　って、これまでずっと生活音が筒つつ抜ぬけだったとか、俺のプライバシーはいったいどうなってたんだよっっっ！！！！？

　……ショックのあまり、言葉を失うラウル。

　そんな少年の隣で、なんだか悔くやしそうな顔をしたミュリが、おどおどしながら呟いた。

「で、でもっ……ミュリはお兄ちゃんのこと、もっといろいろ知ってるもんっ……お兄ちゃんが五百人近い歴代勇者の名前と第何回の合格者かを全部言えるくらいの勇者オタクだったこととかっ、よく畑仕事サボって鍬くわで必殺技わざの練習とかして、農具で遊ぶなって母さんにげんこつもらって泣いてたこととかっ……」

「ちょっ、み、ミュリっっっ！」

「放課後はいつも段ボールとシーツで作った裏山の秘密の修しゆ行ぎよう場にこもってたこととかっ、そしたら、そこが私有地で、近所のおじさんにゴミ持ち込むなってめちゃめちゃ怒おこられて一週間ぐらい凹へこんでたこととかっ、どこ行っても勇者の話しかしないから『キモオタウル』っていうあだ名つけられてたこととかっ、学校のフォークダンスで女のコ全員に手を繋つないでもらえなかったこととかっ……」

「って、やめろおおおおおっ！　やめてくれえええええっっっ！！！！！」




　っていうかお前っ、お兄ちゃんのことが大好きな健けな気げ系妹キャラじゃなかったのかよっっっ!?　なに大好きなお兄ちゃんの黒歴史をためらいもなく思いっきり暴ばく露ろしてんだよおおおおおおっっっ！！！！！




　……と。

　思わず涙なみだ目めになるラウルの前で、フィノが表情を輝かせた。

「ミュリはすごいなっ……ほんと、ラウルに関する先輩だ……っ！」

「えっ……」

　そのとたん、毒気を抜ぬかれたみたいにきょとんとするミュリの顔を覗のぞき込みながら、フィノはにっこりと、少女に向かって微笑ほほえみかける。

「なあっ、ラウルのことっ、もっと、いろいろ教えてくれないかっ!?」

「っ……」

　そのとたん、はっと我に返ったミュリは、ぶんぶんと首を振ふりながらラウルの後ろに隠かくれ……

　……そんな少女の反応に、フィノはなんだか、ちょっぴり残念そうな顔をした。




　　　　＊　＊　＊




「お疲つかれさま……いま夕飯並べるから、待ってろよ」

「うん……」

　買い置きの冷れい凍とう食品をマジックレンジに突つっこみながら。ラウルが声をかけると、ミュリはなんだかとても眠ねむたそうな声を返してくる。

「……さすがに、疲れただろ」

「うん……」

　居間を覗き込みつつラウルが訊ねると、テーブル前に座ったミュリはこくんと頷うなずき……

　……ややあって、ふふっと微笑んだ。

「……でも、お兄ちゃんのお仕事見れて、よかった……トラップを解除したり、不思議なアイテム使ったりとか、難しそうな書類書いてたり、怖こわい魔物を退治したり……」

「っ……」

「……お仕事してるお兄ちゃん、すごく、カッコよかったよ……？」

　……なんだか感動したみたいに、うれしそうな声で呟くミュリ。

　その言葉に、ラウルはつい、どきりとしてしまう。

　──そういや、いろいろあってすっかり忘れてたけど、こいつ、まだ、俺のこと勇者だと思ってっ……。

「そ、そのことだけどっ……」

　……本当のことを言うのは、いましかない。

　ごくりと唾つばを飲んで渇かわいた舌を湿しめらせ、ラウルは口を開いた。




「そのっ……ミュリっ、じつはさ、俺っ、ほんとはっ、勇者にっ……」




　……けれども。

　……相づちひとつない、まったくの、無反応。

　こわごわと、後ろを振り返って。ミュリの様子をうかがったとたん、ラウルは肩かたを落としてしまう。

「……って、寝ねちまったのかよ」

　……ま、仕方ないよな。

　ローテーブルに突っ伏ぷしてかわいらしい寝息を立てるミュリを見下ろしながら、居間へ戻もどったラウルは思わず頭を搔かいた。

　なんだかんだでこいつ、一日ずっと、魔力使いっぱなしだったんだし、あんなに人見知りのくせに、知らない人にいっぱい会って気疲れしただろうし……それにしても。

　いつの間にか大人びてきたミュリの寝顔に、ラウルはつい、胸中で呟いてしまう。

　……こいつ、ほんと、しばらく見ない間に大きくなったよな。

　ま、内気なとこは、相変わらずみたいだけど。でも──。




　──三年ぶり、か……。




　……なんとなく、目をすがめて。

　起こさないように抱き上げたミュリの身体からだを自分のベッドに寝かせてやったラウルは、ふと、思い立ったように部屋の隅すみへと歩み寄った。

「……まだ、十二万ゴールドか」

　──マジヴィの横に置かれた、古びた小さな宝箱。

　その蓋ふたを開けたとたん、ラウルは嘆たん息そくしてしまう。




　……王都に出る際、村の人々が持たせてくれた五十万ゴールド。

　勇者になれないことが分かってから、故郷にそれを報告することと同じくらい、このお金のことはラウルの中に引っ掛かっていて……。

　溜たまっていた家賃の支し払はらいやなにやらで、就職したての頃ころはさすがにそんな余よ裕ゆうはなかったけど。今年に入ってから、ラウルは毎月少しずつ、村に返すためのお金を積み立てていた。……けれども、まだまだ、ぜんぜん足りない。

　……と。




「…………」

　視界に映ったトロフィーに、ラウルはつい、目を奪うばわれてしまう。

　──勇者予備校の、首席卒業の証あかし。

　希少金属で作られたこのトロフィーはきっと、質しちに入れればある程度まとまった金になるはずだ。もしかしたら、すぐにだって、村に金を返せるかもしれない。……でも。

　……あれは、就活を始めたばかりの頃のこと。

　半年間引きこもっていたせいで手持ちの金が底をついたラウルは、このトロフィーと、実家に代々伝わる剣けんのどちらを質に入れるかの二に択たくに迫せまられ、けっきょく、剣を手放すことを選択した。

　……幼い頃からただひたすら勇者を目指すことでラウルが手に入れたものは、この大きなトロフィーだけで。

　だから、これを売ってしまったら、勇者を目指してきたそれまでの自分のすべてが、否定されてしまうような気がして……。




　──店長に頼たのんでた剣、キャンセルするか……。




　……さんぜんと輝かがやくトロフィーを、半眼で見下ろしつつ。

　ため息とともに、ラウルは胸中で独りごちた。








　第三章「勇者になりきった俺たちは魔ま王おう城を攻こう略りやくすることにしました？」




「わああああっっっ！！！！！」




　麦わら帽ぼう子しの大きなつばと、真っ白なノースリーブのワンピースをはためかせて。

　島へと続く広い橋の遊歩道を渡わたり、その先にある大きな石造りの門をくぐって園内に足を踏ふみ入れたとたん、目の前に現れた黒い城の姿にフィノが歓かん声せいをあげる。

「ねえ見てっ！　ラウルっ！　あれっ、ほんとに魔王城うちの実家にそっくりだっ！　すごいっ！　すごいっっっ！！！」

「じ、じっか……？」

「……ああ、ミュリさんは気にしなくて大だい丈じよう夫ぶだから」

　ラウルの後ろに隠かくれておずおずと呟つぶやくミュリに、あきれ顔のアイリが応こたえた。




　──先日《光こう冠かん祭さい》が行われたシンルリアン海岸の南側。

　王都の物流の要かなめたるエヴァレッド港。その鼻先に浮うかぶ直径五百メートルほどの小島に造園されたマジカルテーマパーク、夢と希望の国こと王都ブレイブ・アイランド。

　緑あふれた園内のあちこちには、勇者や魔王にちなんだ様々なアトラクションが点在し、島の周囲をぐるりと囲む塀へいの向こうには、エヴァレッド港の埠ふ頭とうに係留された何十隻せきもの大きな船が見える。

　そして、園内の中心に堂々とそびえ立つのが、さっきからフィノが騒さわいでる例の大きな城こと、王都ブレイブ・アイランドの象しよう徴ちようたる魔王城で……。

「しかし、人間も真ま似ねをするなんて、魔王城うちの実家もたいしたものだなっ……」

　まぶしげに目を細め、感心したようにひとしきり頷くフィノ。

　しかし、魔王の血を引く少女はやがて、なんだか不思議そうに首をひねる。

「……でも、いったいどうやって、こんなにそっくりに作ったんだ？　親父おやじがいた頃はなんだかんだでまわりに近づく勇者どもは瞬しゆん殺さつだったし、親父が死んだあとはすぐ、崩くずれちゃったはずなのに……」

「えっ……ああ、それは……」

　フィノの問いに、ラウルは入り口で手て渡わたされたパンフレットへと目を落とし、

「……やっぱり。魔王城を撮さつ影えいした、有名な写真を基もとに作ったんだってさ」

「有名な写真っ!?」

　その瞬間、目を丸くしたフィノのかたわらで、アイリが「なるほどね」、と呟いた。

「それって、『勇者年ねん鑑かん』の表紙に使われてたアレでしょう？」

「そうそう。俺たちの世代の勇者志望者ならみんな一度は目にしてる、例の写真で……」

「って、魔王城うちの実家の写真があるのっっっ!?」

　ラウルとアイリの会話を聞きつけ、思わず声をあげるフィノ。そんな少女の質問に、アイリがふっと肩をすくめてみせた。

「ええ。魔人領の景色を写真に収めたいっていう、ちょっと変わった目的で資格を取った勇者がいたの。……まあ、正直、不純な動機だとは思うけど、勇者以外の人間が魔人領に行くのは禁止されてるし、やるべきことはきちんとやってたみたいだから、べつに文句言われる筋合いはないわよね。ええと、たしか、名前は……」

「《フォトグラファー》マイク・フォーサーズ……第１２６回の合格者だぜ？」

　と、一瞬口ごもったアイリを、ラウルが横から補足する。

「勇者マイクは剣と一いつ緒しよにトレードマークの大きなカメラを提さげて魔人領に遠えん征せいしては、魔人を倒たおすかたわらで魔人の建築物や珍めずらしい自然現象、魔人領にしか生息しない貴重な生物なんかを撮影して回ったんだ。写真集も出してて……って、なんだよ『オールＡ』？」

「……あなた、名前はともかく、よく合格した回まで覚えてるわね」

「って、べ、べつにいいじゃねえかっ!?　なんだよその、なんか痛いものでも見るような視線っっっ!?」

　やっ、やめろよそれっ！　なんか昔学校で女子に向けられてたまなざしを思い出して古傷えぐられるからっっっ！！！

　……甦よみがえりかけたトラウマを振ふり払はらうように、城を見上げたラウルが嘆息した。

「……ま、最後は魔人領の最北にある《神しん竜りゆう》のすみかに向かったきり、そのまま、帰ってこなかったんだけどな……」

「へえ、勇者にも、いろんなヤツがいるんだな……」

　ラウルの言葉に、感心したように洩もらすフィノ。

「でも、どうせだったら城だけじゃなく、オレ様たちのことも撮とってくれればよかったのに。オレ様だって、写真集ってヤツに載のりたかったぞっ？」

「……オレ様たちって、魔王も一緒にかよ……」

　……一瞬脳のう裏りに浮かんだダブルピースの魔王と、にこにこしながらフィノを囲む魔王軍四天王や魔物たちの集合写真のイメージ画像を頭から追い出しつつ。周囲をざっと眺ながめ渡したラウルは、仕切り直すように口を開いた。

「ところで、お前ら、まずはどこへ行きたいんだ？」




「「魔王城ミステリーツアーっっっ！！！」」




　そのとたん、示しあわせたみたいなタイミングで顔を上げて合唱するフィノとミュリ。

　……そんなふたりの反応に、つい、ラウルは頭を搔かいてしまう。

「って、それ、ここのメインだろ……？　いきなりそれでいいのかよ。なんかこう、もっとショボいアトラクションから始めて、だんだんクライマックスに持ってった方が……」

「……あなたって、けっこう貧びん乏ぼう性しようよね」

「……お前に言われたくねえよ」

　つんとした口調で呟くアイリに、半眼で返すラウル。

　そんな少年の言葉をスルーしつつ、アイリが手にしたパンフレットを軽くつついた。

「でも、いまなら開園直後だし、まだ空すいてるかもしれないわよ？　午後になると人が増えて、平日でもかなり並ぶみたいだから……早めに遊んじゃった方がいいと思うわ？」

「よしっ、決まりだなっ！」

　と、アイリの言葉に我が意を得たりとばかりに頷うなずくなり、肩かた越ごしに振り返ったフィノがミュリを見やって、

「さあ、行くぞミュリっ！　どっちが先につくか勝負だっ！！！」

「っ……！」

　勝手に宣言するなり、魔王城に向かって駆かけ出すフィノ。

　……一瞬、目をぱちくりさせて。

　やがて、ぱっとラウルから手を放したミュリが、フィノの後を追いかけ始めた。

「って、お前らっ、おいっ！　……ったく」

　魔王城へと走っていく少女たちの、なんだか楽しそうな後ろ姿に嘆息し……ラウルはふと、かたわらに立つアイリへと声を掛ける。

「……『オールＡ』、今日は付き合ってくれて、ありがとな」

「まあ、あなたひとりであのふたりの面めん倒どう見るの大変だろうし、定員２名の乗り物じゃ、ひとりあぶれちゃってかわいそうだしね」

　──ひらひらしたキャミソールと、目のやり場に困ってしまうくらいのミニスカート。

　大げさに肩をすくめた少女はやがて、蜂はち蜜みつ色した長い髪かみをさらりと搔きあげた。

「……こういう悪あく趣しゆ味みなの、ほんとは好きじゃないんだけど」

　藍あい色いろの目をすがめ、眼前にそびえる魔王城を見やるアイリ。

　……物もの憂うげなその横顔に、ラウルは思わず息を呑のんでしまう。

　──そういや、こいつの家族、魔人に殺されて……それで、勇者になろうとして……。

　そんな過去を持つこいつの目には、フィノみたいな魔人や、こういう風に戯ぎ画が化された魔王の城はいったい、どんな風に映ってるんだろう。

「『オールＡ……」

　沈ちん黙もくに耐たえきれず、ラウルは、口を開き……と。




「ぼくねっ、大きくなったら勇者になるんだっ！」




　……不意にラウルの耳に飛び込んでくる、無む邪じや気きな子どもの声。

　ふたりの目の前を、おもちゃの剣けんを掲かかげた男のコがぱたぱたと通り過ぎて……

「っ…………」

　……なんともいえない気まずさに、つい、黙だまり込んでしまうラウル。

　そんな空気を破るみたいに、アイリが不意に、くすっと笑った。

「……勇者になれなかった私たちがこういうとこにいるだなんて、なんだか、笑っちゃうわね」

「へっ……あ、ああっ、そ、そうだなっ！」

　あわてて相づちを打つラウルの前で、なんだか吹ふっ切れたように明るい顔をしたアイリが、魔王城の下で手を振るふたりの少女たちを指す。

「ほら、待たせちゃ悪いし、私たちも行きましょうか？」

「あ、ああっ！」

　そう言うなり先に立って歩きはじめたアイリの背を、ラウルはあわてて追いかけた。




　　　　＊　＊　＊




「それでは、本日晴れて勇者試験に合格した皆みな様さまに、勇者免めん許きよ証しようを授じゆ与よいたします」

「わあっっっ！」

「……っ」

　──天てん井じようの高い、魔王城のエントランス部分。

　ブレイブ・アイランドのマスコットキャラ『ユーシャくん』のコスプレと思おぼしき銀色の全身鎧フルメイルのアトラクションスタッフに手渡された、黄金色に輝かがやく一枚のカード──勇者免許証の精せい巧こうなレプリカを眺め、フィノとミュリのふたりは感極きわまったように目を瞬またたかせる。

「勇者フィノ・ブラッドストーン殿どの……うん、悪くないなっ……！」

　刻まれた名前を指でなぞりつつ、満足げに頷くフィノ。

　……その後ろで、どこかげんなりした表情のアイリとラウルが半眼で洩らした。

「……さっきまでスタッフさんに『魔ま王おうの側そばじゃ遊べないのっ？』ってしつこく聞いて困らせてたくせに……」

「……『勇者ばっかりいっぱい増えてずるい！　だいいち、あんな魔王じゃ不安すぎる！　オレ様に任せてくれれば、群むれ集まりし雑ざ魚こどもを一いち網もう打だ尽じんにしてくれよう！』なんて不ふ穏おんなこと豪ごう語ごしやがって……」

「だ、だってっ、勇者ばっかり贔屓ひいきされてて不公平じゃないかっ！」

　なんだか冷たいふたりの視線を受け、フィノはあわてたように、目の前の壁かべを埋うめ尽つくすような油絵……エントランスを睥へい睨げいするように飾かざられたこのアトラクションのラスボスこと、城の主ぬしたる魔王の巨きよ大だいな肖しよう像ぞう画がを指す。

「それに、ここの魔王のデザインって、なんだかいまいちカッコよくないし、頭もあんまり良くなさそうだし、なんかこう、放ほうっておけないっていうか……」

「って、どんな義務感に駆られてるのよっ!?」

「……ていうかお前、魔王になりたくなくて人間界に来たんじゃなかったのかよ」

　……すっかり勇者免許証に見入っている様子のミュリに聞こえないように。あきれ顔をしたラウルが小声で呟つぶやくと、フィノはやれやれと言った風に肩をすくめてみせた。

「……ラウル。いいか、これはゲームなんだぞ？　いい年をしてゲームと現実を混同するのは、よくないと……」

「って、なんでなんとなくお前の方が正しいこと言ってるような感じになってんだよっっっ！！！！？」

　額を押さえたラウルは嘆たん息そくし……ふと、視線を落としたとたん、動きを止めてしまう。

　──手の中で黄金色に輝く、一枚のカード。

　……これが、俺があんなに欲ほしかった勇者免許証、か。

　レプリカの勇者免許証に刻まれた『勇者ラウル・チェイサー』の文字を眺めつつ、ラウルはちょっぴり複雑な気分で目をすがめた。……と。

「次に、こちらが魔人と戦うための剣となります。お一人さま、一本ずつお取り下さい」

　ビジネスライクな口調で説明しつつ、全身鎧フルメイルのスタッフがかたわらに置かれた大きな宝箱を開け……とたんに飛びついたフィノが、ひと振りの剣を受け取るなり歓かん声せいをあげた。

「わあっ！　これっ、スイッチがついてるぞっっっ!?」

　剣を掲かかげたフィノがさっそく柄つかの部分に設しつらえられたスイッチを押したとたん、淡あわく輝きはじめた刀身の先せん端たんから放たれる細く鮮あざやかな光。

　城内の薄うす闇やみを切り裂さくようにまっすぐ伸のびる光線を目にしたとたん、フィノが大きな目を丸くした。

「か、カッコいいっ……！」

「へえ、これ、マジックアイテムになってるのか……」

「勇者予備校の講義で先生が使ってた、マジックレーザーポインターみたいなものね」

　抑おさえ切れない興奮にわなわなと肩を震ふるわすフィノを尻しり目めに、プラスチック製の剣の先端に設えられたレンズを興味深げにつつくラウルと、青色のレーザーに手のひらをかざして独りごちるアイリ。隅すみの方では、おずおずとスイッチを入れたミュリが光る剣を見つめながら、うっとりしたようにため息を洩らす。

　そんな四人を見やりながら、全身鎧フルメイルのスタッフがさらりと補足した。

「こちらの剣から放たれる《聖なる光》は、城内の魔人や魔物にしかダメージを与あたえませんが、視力を害する恐おそれがありますので、くれぐれも直接目に当てないようご注意下さい。また、危険ですので、むやみに剣を振りまわさないよう……」

「なあ、ミュリっ……」

　……と。

　不意に、フィノがミュリの耳元へと、口を寄せ。

　やがてミュリが小さく頷くなり、ぱっと顔を離はなしたフィノが高らかに声をあげた。

「ふははっ！　食くらえっ、ラウルっっっ！！！！！」

　目配せとともに、剣先をラウルに向けて剣のスイッチを押すフィノとミュリ。

　ふたりの剣の切っ先から放たれた光線がクロスし、まっすぐラウルの胸を貫つらぬいて……。




「……って、お前ら、なにやってんだ？」




　……シャツの胸むなもとを照らす青い光点を見下ろし、ぽつりと呟くラウル。

　その冷め切った反応に、剣を下ろしたフィノがなんだか不満げに頬ほおを膨ふくらませた。

「もうっ、ラウル、ノリが悪いぞっ!?　こーいうときは、ちゃんとやられたフリしてくれないとっ……」

「え……あ、ああっ、ごめんっ……」

　あわてたように謝るラウルの前で、フィノがふうっとため息をついて、

「……まあ、うちの親父おやじも、気の利きかないタイプだったけど……」

「って、そういう気の利く子こ煩ぼん悩のうな魔王とか逆に倒たおしづらいわっっっ！！！」

　がっかりしたようにぼやくフィノを見下ろし、ラウルはあきれたように嘆息する。

「……ったく、お前ら、はしゃぎすぎっっていうか……って!?」




　──不意にラウルの皮ひ膚ふを走る、ちくりとした痛み。

　思わず視線を落とすと、シャツの胸もとに、きれいな穴がふたつ開いていて……って。




「フィノ……」

　……穴の開いたＴシャツをつまみ上げ、ジト目を向けるラウル。

　そんなラウルの視線の先で、睨にらまれたフィノがあわてたように手と首を振ふった。

「えっ、で、でもっ！　この剣の《聖なる光》とかっていうの、目に当てなければ大だい丈じよう夫ぶってヨロイの人がっ……」

「それはフツーの人間の場合だろっ!?」

　……魔王の血を引くフィノの常識ハズレの魔力はよく、マジックアイテムを破は壊かいしたり暴走させたり、規定以上の出力を発揮させたりする。

　この剣だって、ヘタすりゃフィノがスイッチ入れたとたん、俺は後ろの壁ごと蒸発してたかもしれないし……って、笑えねえぞ、おいっ！

　つい声を荒あらげ、「……ったく」と呟くラウル。

「……お前、すごい魔力持ってるんだから少しは自覚しろよな。マジックアイテム使うときは注意しろって、いつもっ……ん？」

　……ふと、なにものかが服の裾すそを引っぱる感かん触しよく。

　思わずラウルが視線を落とすと、黒い瞳ひとみに涙なみだを浮うかべたミュリが、うるうるしながらラウルを見上げていて……。

「お、お兄ちゃんっ、ごめんなさいっ……」

「い、いやっ！　違ちがっっっ！！！」

　リボンを揺ゆらしながらおずおずと謝ってくるミュリに、あわてたラウルはすっかり声をうわずらせてしまう。

「み、ミュリはべつっ！　ミュリはべつだってっ！！！　お前はフィノと違ってこれまでマジックアイテムなんてほとんどさわったことないんだからしかたねえしっ！　ほ、ほらっ、だから、泣くなってっ！　おいっっっ！」

「ら、ラウルがミュリを泣かしたっ……」

「……いまのはさすがに引いたわ、ラウル・チェイサー」

「って、見み損そこなうよりひどい評価来た──っ!?」

　……と。

「──もしかして、そちらのお嬢じよう様さまたちは《持ちしものホルダー》ですか？」

　……わいわいと騒さわぐラウルたちに、遠えん慮りよがちに声を掛かけてくる全身鎧フルメイル。

「あ、は、はいっ！」

「それはそれは、たいへん失礼いたしました」

　あたふたと頷うなずくラウルの言葉を受けるなり頭を下げ、全身鎧フルメイルは足あし下もとの宝箱をかき回し……やがて奥の方から引っ張り出した剣けんを、フィノとミュリに向かって差し出してくる。

「こちらが《持ちしものホルダー》向けの剣です。申し訳ありませんが、城内の保護のため、こちらをお使い下さい。……試ためしに一度、スイッチを入れて戴いただいて構いませんか？」

「う、うんっ……」

「っ……は、はいっ……」

　おずおずと剣を交こう換かんし、おそるおそるスイッチに触ふれるふたり。

　ガントレットを外して剣の先に添そえられた全身鎧フルメイルのスタッフの手のひらが、放たれた光で青く染まり……ややあって。

「……今度は、大丈夫そうですね」

　兜かぶとをがちゃんと鳴らして頷いた全身鎧フルメイルはガントレットをはめ直し、あらためて、ラウルたちへ向き直った。

「さて、私は本日勇者になられた皆みな様さまを先導させて戴くガイド役の先任勇者です。何なに卒とぞ、よろしくお願いいたします」

「……なんか、ひとりだけカッコいい装備してて、いいなっ……」

　自己紹しよう介かいとともにお辞じ儀ぎするスタッフの鎧よろいを眺ながめ、羨うらやましげに呟くフィノ。

　そんなフィノの言葉に、全身鎧フルメイルは生き真ま面じ目めに会え釈しやくして、

「申し訳ありません。私は生まれつき虚きよ弱じやく体質で防ぼう御ぎよ力がとても低いので、このように大げさな鎧を身につけなければ、向こうずねにスライムがぶつかっただけで致ち命めい傷しようを負ってしまうのです」

「って、先任勇者弱いなおいっっっ！！！」

　思わずツッこむラウルの前で、全身鎧フルメイルががしゃんと首を回す。

「……と、このような身体からだですので、あいにく私は戦せん闘とうに参加することはできませんが、皆様のサポートとして精せい一いつ杯ぱい、魔王城のガイド役を務つとめさせて戴きます」

「っていうか、もういっそ冒ぼう険けんとか出ずに家で療りよう養ようしてろよ……」

「いえ、正直な話、ここ、待たい遇ぐうがいいので……」

「って、それもう勇者とかじゃなくここの遊園地のバイト代の話だろっ!?」

「……ラウル・チェイサー、アトラクションにいちいちツッこむのは大人げないわよ？　ここは、夢と希望の国なんだから」

「いや、この鎧がいちばん夢も希望もないこと言ってんだけどっ……」

　咎とがめるようなまなざしを向けるアイリに、ラウルは思わず反論し……




　──と。不意に。

　ラウルたちの視界が、暗くら闇やみで覆おおわれた。




「っ!?」「わっ!?」「……っ！」

　とつぜん視界を奪うばわれ、思わず声を洩もらすラウルたち。

　おそらくはミュリだろうか。闇の中で誰だれかがぎゅっと、ラウルの服の裾を握にぎって……

　次の瞬しゆん間かん、エントランスに耳みみ障ざわりな哄こう笑しようが響ひびいた。




『フハハハハハハハハ……！　よくぞ我が城までたどり着いたな、愚おろかな人間の勇者どもよ……！』




　声とともに暗闇の中にぼうっと浮かびあがる、目の前の壁かべに飾かざられた巨きよ大だいな肖しよう像ぞう画が。

　漆しつ黒こくの鎧に覆われた腕うでを組む魔ま王おうの赤い瞳がぎろりと動き、値ね踏ぶみするように、ラウルたちを睨ねめ下ろす。

「し、肖像画が喋しやべったっ……!?」

　思ったよりもずいぶん大がかりな仕し掛かけ。

　さすがに目を丸くするラウルのかたわらで、フィノがワクワクしたような声をあげた。

「なんか、最初見たときはいまいちだったけど、動くと案外カッコいいかもっ……！」

「そ、そうかしら……」

　……フィノの感想に、つい言葉を濁にごしてしまうアイリ。

　禍まが々まがしい含ふくみ笑いとともに、肖像画の魔王は泰たい然ぜんと口を開いた。

『くくく、雑ざ魚こがいくら群れても無む駄だなこと……少しは楽しめるかと期待したが、どうやら今回の勇者どもも、たいしたことは、なさそうだな……わざわざ死にに来るとは、なんと愚かしきことよ……八やつ裂ざきにしてドラゴンのエサに、してくれるわ……！』

「……うーん、でも、ちょっと、台詞せりふのセンスが古いな……」

　……と、魔王の言葉を聞いていたフィノが、なんだか難しそうな顔をして、

「テンプレも大事だけど、もっと新しいことにもチャレンジすべきっていうか……挑ちよう発はつにしてもぬるいし、迫はく力りよくに欠けるし、それに『愚か』はさっきも使ってたし、なんだか、全体的に言葉選びがいまいちで……」

「……って、なにプロの目で冷静に批評してるのよっ！」

「なあ、ラウル。オレ様としては『ドラゴンのエサに』より『スライムのエサに』の方が、より屈くつ辱じよく感が出ていいんじゃないかと思……」

「心の底からどうでもいいわっっっ！！！」

　……真面目な顔で意見を求めるフィノに、思わず声を荒げるラウル。

　しかし、そんなフィノのダメ出しにもめげず、肖像画の魔王はラウルたちを見下すように目をすがめ──……まあ、たぶん録画かなにかなんだろうけど──堂々とした口ぶりで言葉を続ける。

『──さて、これから死地に赴おもむく貴様ら無む知ち蒙もう昧まいな勇者どもに、儂わしが特別にいいことを、教えてやろう……！』

「い、いいことっ……？」

『くくくくく…………』

　なんだか期待に満ちた目でオウム返しするフィノ。

　肖像画の魔王はニヤリと嗤わらうと、もったいぶったように真っ赤な口を開いた。




『いいか、我が城内での喫きつ煙えんならびに飲食物の持ち込み、フラッシュ撮さつ影えいは禁止されている……！　また、手持ちのマジックフォンはマナーモードにするか、あらかじめスイッチを切るがよいわ……！』




「って、単なる注意事じ項こうじゃねえかっっっっ！！？」

　高らかに言い放つ魔王にツッこむラウルと、感心したように頷くフィノ。

「ほう、なかなかよく勉強してるな。思ったよりリアル志向じゃないかっ……！」

「って、リアル魔王城も飲食物の持ち込みや喫煙禁止なのかよっっっ!?」

「えっ、当然だろ？　プライベートスペースはともかく、玉ぎよく座ざの間まや死神の回かい廊ろう、鮮せん血けつの広間の片かた隅すみにゴミが捨てられてたり、アリが湧わいてたりしたらイヤじゃないか」

「まあ、それはたしかにイヤだけどっ！！！」

「それに親父おやじ、煙草たばこは身体によくないっていつも言ってたし……知ってるか？　あんなにキレイなピンク色をした肺臓が、喫煙によってあたかも奈な落らくに食い荒あらされたがごとき虚きよ無むの色に染まってしまうんだぞ!?　ううっ、怖おそろしいなっ……！」

「なんつーか、魔王って……」

「……私、魔王が健康のために毎朝青あお汁じるを飲んだり乾かん布ぷ摩ま擦さつしてたとしても、もう、驚おどろかないわよ」

　つい半眼になるラウルのかたわらで、アイリが額を押さえ……と。




『それでは、哀あわれな勇者ども、さらばだ……！』




　威い厳げんに満ちた声で肖像画の魔王が言い放った、その瞬間。

　とうとつに、部屋を揺るがすような地じ響ひびきが辺りを包み……とっさに視線をめぐらせたアイリが、藍あい色いろの目を丸くした。

「ねえ、ラウル・チェイサー……この部屋、なんだか、さっきより狭せまくなって……」

「って、まさか、壁が動いてるのかっ……!?」




　──大きな音を立て、じりじりと四方から迫せまり来る壁。

　それに気づいたとたん、フィノが目を輝かがやかせた。




「うわあっ、さすがきたない魔王きたないっ！　演説で気を惹ひいておいて無む抵てい抗こうのオレ様たちを問答無用で押しつぶそうとはなかなかやるじゃないかっ！　いまいち頼たよりないと思ってたけど、正直、見直したぞっっっ！！！」

「見直すなっっっ！！！！！」

　思わず大声を出すラウルの隣となりで、壁に触れたアイリが独りごちる。

「でも、なんだかこれ、さすがに迫りすぎっていうかっ……」

　……確かに。アイリが言うとおり、床の面積が最初の半分になっても壁は止まらず。それどころか、腹に響くような地鳴りはさらに大きくなり、壁はどんどん前へと進んで……。

　……演出だと分かってても、背筋がぞくりとするような圧あつ迫ぱく感かん。

　泣きそうな顔をしたミュリが、ラウルの腰こしにぎゅうっと抱だきついてくる。

　……と。

「皆様、ご安心下さい」

　さすがに焦あせりはじめたラウルたちの前で、事態を見守っていた全身鎧フルメイルのアトラクションスタッフが、悠ゆう然ぜんと腕を持ちあげた。

「あちらに見えます肖像画……魔王の胸の心臓にあたる部分に、皆様が持つ剣けんの《聖なる光》を当てるのです。そうすれば、トラップは解除されます」

「なるほど、そういう仕組みなわけか……」

　全身鎧フルメイルが示す、ふたたびただの一枚絵に戻もどった巨大な魔王の肖像画。……ちょうどマジヴィのリモコンみたいに、その中にセンサーが組み込まれてるんだろう。

　納なつ得とくしたように頷うなずいて、手にした剣の切っ先を肖像画へと向けるラウル。

　ほぼ同時に、アイリやフィノ、そしてミュリまでもが、いっせいにプラスチックの剣をかざした。




　──薄うす闇やみを切り裂さくように肖像画へと伸のびる、四筋の光線。

　それぞれの剣から放たれた目にも鮮あざやかな青い光は、禍々しい表情でこちらを見下ろす魔王の左胸で交まじわり、ひとつに重なって輝きを増し──。




「──って、止まらないぞっっっ!?」




　……相変わらず鳴り止やまぬ地響きと、絶好調のスピードで迫る壁。

　兜かぶとの隙すき間まから覗のぞく目を丸くした全身鎧フルメイルが、がしゃんと首を傾かしげた。

「おや……場所、違ちがいましたかね……。ふむ、そういえば、魔王の右耳のピアスが、なんだか怪あやしいような……いや、それとも、額のホクロが……」

「って、おいっっっ！！！！！」

「少々お待ち下さい。いますぐ、確かく認にんいたします」

　言いながら、迫り来る壁の前で懐ふところから取りだしたマニュアルをめくりはじめる全身鎧フルメイル。……って、先任勇者しっかりしろよっっっ！！！！

　もはや、部屋のスペースは立つのがやっとという状態。

　それでも容よう赦しやなくせり出し続ける壁に、危機感を覚えたラウルは思わず叫さけんだ。

「と、とにかくっ、手当たり次し第だいに光を当てるんだっっっ！」

「うんっ！」「ええっ！」「っ……！」

　ラウルの言葉に頷くやいなや、剣の先せん端たんを肖像画に向かって振ふりかざす少女たち。

　ラウルもふたたび肖しよう像ぞう画がへ向けて剣を振るうものの、センサーはいったいどこに隠かくされているものか、いっこうに壁が止まる気配はなく……。

「きゃっっっ!?」

　無む慈じ悲ひに迫り続ける壁に押されるようにしてラウルとぶつかる、アイリの肩かた。

　壁から逃のがれるように後ずさったフィノとミュリが、ラウルの脇わき腹ばらにぴたりと背をくっつけて……って、くそっ、なんかこれ、マジでやばいんじゃねえかっっっ!?




　……と、思わず焦るラウルの視界で不意にぎらりと光る、妖あやしいきらめき。

　──肖像画を縁ふち取どる、細かい細工の施ほどこされた豪ごう奢しやな額縁。

　そこにはめ込まれたひときわ大きな真しん紅くの宝石を目にしたとたん、ラウルの中でなにかがざわめいた。

「っ…………！！！！！」

　剣を掲かかげて柄つかのスイッチに触ふれたとたん、切っ先からまっすぐに伸びる光線。

　ラウルの剣から放たれた《聖なる光》が、肖像画の上でまがまがしく輝く額縁の宝石を貫つらぬいた瞬しゆん間かん、壁の奥でなんだか大きな音がし……やがて。




　──ぴたりと止まった壁が、これまでとは逆の向き……

　元の場所へと、ゆっくり、戻りはじめた。







「……ったく。肖像画はダミーかよっ……」

　後ろへと下がっていく壁に、剣を下ろしたラウルは安心したように息をつく。

　と、そんなラウルに身を寄せていたフィノとミュリのふたりがぱっと振り返るなり、競うようにラウルの腕うでを掴つかんで顔を見上げた。

「ラウルっ……！」

「お兄ちゃんっ……！」

「いまの、ラウルがやったんだろっ!?　額縁が弱点だなんてよく分かったなっ……！　ラウル、カッコいいっっっ！！！！！」

「……やっぱり、お兄ちゃんって、すごいっ……」

「い、いや、べつに、そんなことはっ……」

　ふたりの少女にきらきらしたまなざしで見つめられ、つい、デレッとしてしまうラウル……そんなラウルを冷ややかに見つめていたアイリがやがて、ふっと肩をすくめた。

「……まあ、すごいとは言っても、所しよ詮せんは、単なるアトラクションだけど」

「うっ……」

　至し極ごくまっとうなアイリの言葉に、ラウルはつい、視線を落としてしまう。

　……って、そうだよな。まさか本当に潰つぶされたりするわけないのに俺、本気で焦って取り乱して、大声で叫んじまったりして、なんか恥はずかしいっていうかっ……くそっ。

　せっかくクリアしたにも拘かかわらず、なんとなく凹へこんでしまうラウル。……と。

「お疲つかれさまでした。皆みな様さま、ご無事でなによりです」

　……先ほどうっかり誤った弱点を教えてしまったことなど、もうすっかり忘れてしまったみたいに悪びれぬ口調で。

　いつの間にか額縁の下に現れた扉とびらを指し示し、全身鎧フルメイルが淡たん々たんと言い放った。

「さて、皆様のご活かつ躍やくで魔ま王おうの卑ひ劣れつな罠わなも無事回かい避ひできたようですし、次の部屋へと参りましょう。ここから先は暗くなっておりますので、足あし下もとには充じゆう分ぶんお気をつけ下さい」




　　　　＊　＊　＊




　全身鎧フルメイルのアトラクションスタッフに導かれるまま、おずおずと足を踏ふみ入れた回廊。

　両の壁に等とう間かん隔かくで埋うめ込まれた意味ありげなレリーフたち。

　まばらな燭しよく台だいに照らされた石造りの通路は薄暗く、

　ひんやりした空気の中に、どこか不安を煽あおるような不気味さが漂ただよっていて……。

「──なるべく、通路の中央をお進み下さい」

　パーティーの先頭を歩きつつ、スタッフの全身鎧フルメイルが口を開く。

「どんな罠が仕し掛かけられているか分かりませんので、くれぐれもご注意下さい。また、皆様の安全のためにも、壁などにはむやみにお手を触れられぬよう、お願いいたしま……」

「きゃあっっっ！！！」

　……と、全身鎧フルメイルの言葉をさえぎるように、背後で少女の鋭するどい悲鳴。

「「アイリっっっ！！！！？」」

　思わずラウルたちが振り返ると、そこには──




「……ど、どうしてこれっ、ちょっとさわっただけで中から水が噴ふきだしてくるのよっ……！」

　──蜂はち蜜みつ色の前まえ髪がみからぽたぽたと水をしたたらせつつ、目の前の壁にかかげられたレリーフの中央に開いた穴を恨うらみがましげに睨にらみつけるアイリ。

　……思わず、ラウルは半眼になってしまう。

「……いま、ガイドさんに手を触れるなって言われたばっかなのに……」

「だ、だってっ、デザインが素す敵てきで気になったからっ……だ、だいたいっ！　いくらアトラクションの罠でも、いきなり水掛けるのはやりすぎでしょうっ!?　風か邪ぜ引くかもしれないしっ、水に弱いアイテムを身につけてるお客さんだっているかもしれないのにっ……」

「いえ。そちらは、罠ではありません」

「えっ？」

　と、全身鎧フルメイルが口にした言葉に、息巻いていたアイリはきょとんとして、

「そちらのレリーフは、魔王が設置した侵しん入にゆう者用の罠ではなく、ただの消火用マジカルスプリンクラーのセンサーと散水口です。この規模の建物ですと、消防法によって消火設備の設置がかなり厳きびしく義務づけられておりますので……」

「いや、ま、確かに、そうだろうけど……」

　……おどろおどろしい彫ちよう刻こくの施された柱の陰かげに消火器らしきものの影かげを認めつつ、ラウルはなんとなく、生なま温あたたかい目をしてしまう。夢と希望の国の支配をもくろむ恐おそるべき魔王も、どうやら法律には敵かなわないらしい。

「……イタズラで発動されてしまうと困るので、さわるなって言ったのに」

「ああもうっ、私が悪かったわよっっっ！！！」

　ぽつりと洩もらす全身鎧フルメイルの言葉に、ばつの悪そうな顔をして謝るアイリ。……と。

　相変わらずこちらを見つめたままの全身鎧フルメイルと、なんだかそわそわした態度でちらちら視線を向けてくるラウルに気付いたアイリはふと、怪け訝げんな表情を浮うかべ……

　……ふたりの視線の先を追うように、自分の身体からだを見下ろして。

　水に濡ぬれて肌はだに吸いつく白いキャミソールの下、くっきりと透すけた下着の形に気づいたとたん、ぱっと頬ほおを染めてスレンダーな身体をかき抱いだいた。

「ちょっ……あ、あなたたちっ、なに見てるのよ──っっっ！！！！？」

「へっ、い、いやっ！　おおお俺はべつにそのっ……」

「……どうやら、あらぬ誤解をさせてしまったようですが、私が食い入るように見つめていたのはお嬢じよう様さまの背後の壁の石目でして、間ま違ちがっても、そちらの少年がさきほどから口を開けて凝ぎよう視ししていたお嬢様のブラジャーではなく……」

「って、おいっっっ！　お前っ、ずるいぞっっっ！！！！？」

「み、見み損そこなったわラウル・チェイサー──っ！」

　しれっと逃にげる全身鎧フルメイルと、あわてたように声をあげるラウル。

　両りよう腕うでで胸を覆おおったまま、アイリは涙なみだ目めで抗こう議ぎして……。

「…………」

　……そんな彼らの後ろで、びしょ濡れのアイリをチラ見しつつ。なんだかばつの悪そうな顔をしたフィノが、すぐそばのレリーフへ伸のばしかけていた手をこそこそと引っ込めるなり、話題を変えようとするみたいに明るい声をあげた。

「で、でもっ！　そっくりなのはさすがに、お城の外見だけなんだなっ！　さっきの部屋もだけど、魔王城うちの実家にはこんな通路なかったしっ、トラップだってっ……」

「……って、だいたい、本物にはエントランス脇わきのチケット売り場自体、ないでしょう？」
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　……相変わらず胸むなもとを隠したまま、あきれたように呟つぶやくアイリ。

　助かったとばかりに、ラウルも横から口を挟はさむ。

「ま、まあっ、実際に魔王城に乗り込んで生きて帰った勇者なんてそうはいないだろーし、しかたないよなっ……！」

　そもそも、魔王城から帰き還かんした人間なんて、うちの店のセアラ店長くらいのもんだろうし……っていうか、あらためて考えると俺たちってすごい人の下で働いてるんだよな。

　また機会があれば話、聞かせて貰もらおう。……ラウルが思った、その時だった。




　不意に、背後からばたんと大きな音。

　びくりとして振ふり返ると、先ほどくぐってきた扉が、いつの間にか塞ふさがれていて……。

「……閉じ込められたってわけか……」

「っ……！」

「くくっ、なんだか面おも白しろくなってきたなっ……！」

「……まあ、どのみち先に進むだけだから、関係ないけど」

　……思わず独りごちるラウルの服に、ぎゅっと掴まるミュリ。

　不敵に笑うフィノの隣となりで、目をすがめたアイリが胸を隠かくしたまま、クールに呟き──




　──次の瞬間。

　周囲の壁から飛び出した魔物が、ラウルたち目め掛がけていっせいに襲おそいかかった。




「うわっっっ！！！！？」

「きゃあっっっ！」

「っっっ！！！！！」

「……っ！！！！！」

　ラウルたちの前で牙きばを剥むく、暗あん灰かい色のオオネズミ。

　その後ろでは、凶きよう獣じゆうイビルビーストが真っ黒な爪つめを振りあげ……けれども。

「に、人形っ……？」

　……呻うなり声とともに、一定のパターンで首や腕を振りまわす魔物たち。半身を壁に埋めこまれた彼らの牙や爪が、通路の中ほどを歩くラウルたちに届くことはなく……。

　反射的に身構えていたラウルはおずおずと剣けんを下ろしつつ、ほっとしたように息を吐はいた。

「ったく、驚おどろかせやがってっ……」

「……どうやら、罠だけではなく、この回かい廊ろうは魔物の巣そう窟くつになっているようですね」

　と、いつの間にか振り返った全身鎧フルメイルが、なんだかわざとらしい台詞せりふを言い放つ。

「ところで、この城の魔物たちは、それぞれの弱点部位を、皆様の剣から放たれる《聖なる光》で切り裂さくことによって倒たおすことが可能です。たとえば、オオネズミでしたら……」

「ああ、心臓だろ？」

　全身鎧フルメイルが説明を終える前に、ラウルは壁かべのオオネズミへと切っ先を向けて、

「……ただし、向かって左側の腹寄りの部分、だったよな」

　──次の瞬しゆん間かん、魔ま物ものの肩かた口ぐちから胸を縦断するように斬きり裂く青い光線。

　断だん末まつ魔まの叫さけびをあげたオオネズミは、そのまま、ぴたりと動きを止めた。

「ほう、お詳くわしいですね」

　力なく四し肢しを下げて壁に回収されていくオオネズミを眺ながめ、全身鎧フルメイルは感心したように頷うなずき……そのかたわらで、フィノが目を輝かせる。

「ラウルっ、よく知ってるなっっっ！！！」

「さすが、お兄ちゃんっ……」

「ちなみに、こちらのイビルビーストは額が弱点ですが、弱点部分にはあらかじめ、このようにシールが貼はられています。初心者の方は、そこを狙ねらって戴いただければよろしいかと」

「あ、ほんとだっ！」

　イビルビーストの額のシールを認めて声をあげるフィノ。

　……その隣で、アイリがなんだか冷ややかな目をラウルに向けた。

「……あなたってば、無む駄だにカッコつけてスタッフさんの説明聞く前に倒しちゃって」

「も、もう一いつ匹ぴきいたんだからいいだろっ!?　ていうか、なんで魔物が自分の弱点にわざわざシール貼ってんだよっ!?　そもそも魔物がどこでシールなんて買ったんだっ!?」

「……あのねえ。世の中、一生目にする機会がないかもしれないような魔物の弱点、ほとんど暗記してるあなたみたいな人ばかりじゃないのよ、ラウル・チェイサー？　それに、夢と希望の国にいちいちツッこむのは大人げないって、さっきから言ってるじゃない」

「ちなみに、貼られているのは私が休日に近所のホームセンターで買ってきた、10シート九十八ゴールドのシールでして……」

「だからガイドはもう少し夢と希望の国のイメージを保つ努力しろよっっっ！！！！！」

　相変わらず抑よく揚ようのない口調で補足してくる全身鎧フルメイルに思いきりツッこむラウル。

　しかし、全身鎧フルメイルはさして気に留めた様子もなく顔を上げ、

「ちなみに、出現した魔物を一分以内に倒さねば、先に倒した魔物が一匹、復活します」

「へっ？」

　……全身鎧フルメイルがさらりと放った、寝ね耳みみに水の発言。

　思わず声を洩らしたラウルの前で、飽あきずに両腕を振りまわしていたイビルビーストの向かいの壁が割れ、先ほど両断されたオオネズミがふたたび、姿を現し……。

「残りの時間が短くなると、魔物の上の壁にある紋もん章しようが点てん滅めつしますので、どうか目安にしてください。回廊内のすべての魔物を倒せば、次の扉とびらが開くようになっております──」

「それでは皆みな様さま、ご健けん闘とうを」と言いつつ、全身鎧フルメイルが片手を持ちあげた瞬間。

　回廊の両側を埋め尽つくすように。数十匹の魔物たちがいっせいに、壁から飛び出した。







「ラウルっ、右の紋章が光ってるっ！」

「サンキュっ！　……おいっ、『オールＡ』っ！　そいつの弱点、右肩のっ……」

「わ、分かってるからっ、こっち見ないでってばっっっ！」

「わあっ、ミュリっ、いまの一いち撃げきすごくカッコよかったぞっ！」

「っ……！」

「くそっ、これっ、追いつかないぞっっっ！！！」

　……倒しても倒しても、次から次へと頭を出す魔物たち。

　少しでも油断すれば倍増する魔物に息つく間もなく剣を振るい、魔物たちの上の壁に配された紋章の光に気を配りつつ、ラウルたちは二十メートルほどの回廊を駆かけまわる。

　……そんな彼らの前で、ガイドの全身鎧フルメイルが天てん井じようを指し、他ひ人と事ごとみたいに口を開いた。

「──さて、右手に見えますのが、あの著名な勇者カーネル・コンパイル氏が、ささいな油断からカーバンクルの凶きよう爪そうに引き裂かれたときの血ち飛沫しぶきを、１／１スケールで忠実に再現したもので……」

「ね、ねえラウルっ、こいつっ、シールが見当たらないんだけどっ……！」

「えっ……ああっ、ダイオウリザードはっ……」

「口の中が弱点よっ！　そいつが次に吠ほえたときを狙ってっ!?」

「ありがとっ、アイリっ！」

「──カーバンクルは愛あい玩がん動物のようにかわいらしい魔物ですが、うっかり額の宝石に触ふれてしまいますと、あの凶悪なパナソニアグリズリーをも一撃で沈しずめるほどのアグレッシブさを発揮するため、この事件をきっかけに、第一級危険魔物に指定され……」

「きゃあっ、ら、ラウルぅうううううっっっ！！！！！」

「って、フィノ、どうしたっっっ！！！！？」

「と、トカゲの魔物に舐なめられたあああっ……肌はだっ、ぞわってするうううううっ……！」

「もうっ、フィノさんっ、油断しないでよねっ……って、きゃああああっっっ！！！！！」

「おいっ、『オールＡ……』～ってっっっ！！！！？」

「あ、アイリのスカートにっ、魔物の爪が引っ掛かかってっっっ……！」

「やっ、みっ、見ないでラウル・チェイサーっっっ！！！！！」

「み、見てねえしっっっ！！！！！」

「って、や、やだっ、これっ、外れなっ……っっっ！！？　やっ、このトカゲっ、舌伸のばしっ……やっ！　せ、背中はダメえええええっっっ！！！！！」

「『オールＡ』っっっ！　……ああもうっ、お前ら不用意に近づきすぎなんだよっ！！！」

「──また、左手の柱に見えますのが、常に流行の最さい先せん端たんをいく勇者レガシィ・フレイズ氏が、インターフェイズ村の粘ねん土ど岩に残した手形を移植したもので……」

「っと、よしっ、これで、あらかた片付いて……」

「ら、ラウルっ！　あっちの奥の方っ、紋章が一気に光ってっ……！」

「へっ……って、この距きよ離りじゃ間に合わねえよっっっ！」

「見み損そこなったわラウル・チェイサー！　あなた元首席でしょっっっ！！？」

「ああもうっ、分かったよっっっ！！！！！」

「──もし、よろしければ、皆様も手のひらを合わせてみて下さい。著名な勇者の手のひらとあなたの手のひら、いったい、どちらが大きいでしょうか……と」




　──ふと、言葉を切って。

　顔を上げた全身鎧フルメイルが、平然とした口調で言い放った。

「──どうやら、片付いたようですね。お疲つかれさまでした」

「っ…………」




　……回廊の端はしから端までを限界を超こえた速度で疾しつ走そうし、間かん一いつ髪ぱつのところで最後の魔物を一刀のもとに斬きり伏ふせて。

　ぜえはあと呼吸を乱しながら剣を支ささえに膝ひざをついたラウルは、近づいて来た全身鎧フルメイルのガイドを思いきり恨うらみがましげに睨ねめつける。

「……さっ、さすがにこの数はっ、新人の勇者にはっ、多すぎるんじゃないかっ……？」

「まあ、ここは魔王の城ですから」

　ラウルの率そつ直ちよくな意見にいたって率直な言葉を返した全身鎧フルメイルは、ややあって、

「せっかくですし、勇者レガシィの手形に手、合わせてみま……」

「みねえよっっっ！！！！！」

　……思わず声を荒あらげるラウルの前で、剣を両手に握にぎったフィノがあっと叫んだ。

「ラウルっ、次の扉、開いたぞっ！」

「待っ……さすがに、もう少し、休ませっ……」

　回廊の先を示すフィノの言葉に、息も絶え絶えに答えるラウル。

　……その頭上で、全身鎧フルメイルがしれっと口を開く。

「ちなみに、あちらの扉は自動的に閉まりまして、ふたたび開けるにはまた、復活した魔物を全ぜん滅めつさせていただく必要が……」

「だからこのアトラクション、難易度設定がハードモードすぎんだろっっっ！！！！！」

「まあ、ここは魔王の城ですか……」

「っ……い、行くぞっ、フィノっっっ！！！！！」

　淡たん々たんと答える全身鎧フルメイルの言葉をさえぎるように、よろよろと立ち上がったラウルは扉へ向かって歩き出した。

「動き回ったお陰かげで服、乾かわいて、よかったわ……」

「ラウル、大だい丈じよう夫ぶっ……？」

　ぽつりと独りごちるアイリの隣となりで、ラウルに向かって心配そうに声を掛けてくるフィノ。

「出てきた魔物、ほとんど、ラウルとアイリのふたりが倒してたもんなっ……」

「……まあ、正直、私はラウル・チェイサーの半分ってとこだけど……まったく、あなた、この子たちの前だからって、カッコつけすぎなのよ」

「ち、違ちげえよっ！　あの数を一分以内に全滅させるには、ひとりあたま15匹ひきとしたって単純計算で４秒に１匹のペースで倒さなきゃいけないってのに、こいつらが弱点から探してたら間に合うわけないから、俺がやるしかないってっ……！」

　……言いながら、ラウルはつい、半眼になってしまう。

「……って、やっぱこれ、どう考えても無理ゲーだよな。俺や『オールＡ』はともかく、普ふ通つうの人があんなの、クリア出来るわけ……」

「はい、クリアしたのは、皆様が初めてです」

「ああ、やっぱり……って!?」

　横から口を挟はさんできた全身鎧フルメイルの言葉に、思わず声をあげるラウル。

「ちょっ、おいっ！　それっ、どういうっ……！」

「ですから、クリアしたのは、皆様が初めてです。まさか、私がガイドしてるうちにこんなものが見られるとは、思いませんでした」

「で、でもっ、それならっ、みんなどうやって次の部屋にっ……」

「あれ、言いませんでしたっけ？」

　ラウルの言葉に、全身鎧フルメイルはあっけらかんとした口調で、




「五分経たつと無む慈じ悲ひかつ残ざん酷こくな魔王が業ごうを煮にやし、天井からおしおき魔王ビームを放って無能な魔ま物ものどもを消しよう滅めつさせ、次への扉を開くのです。ですから、この回かい廊ろうでは、五分の間に何体の魔物を倒たおせるかを競っていただくのが、本来の楽しみ方で……」

「聞いてねえよっっっ！！！！！」




　思わず叫さけぶラウルの前で、全身鎧フルメイルは淡々と言葉を続ける。

「だいたい、新人勇者の方々をこの回廊に何時間も足止めするわけにはいかないでしょう。ただでさえ休日は数時間待ちもザラの人気アトラクションなのですから、回転率を考えて戴いただかないと、こちらも、採算が……」

「だから、もう少し夢と希望のっ……いや、なんかもう、いいわ……」




　……夢も希望もへったくれもないガイドのぶっちゃけトークに、もはやツッこむ気力すら失うせて。

　深い嘆たん息そくとともに、ラウルは次の扉をくぐった。




　　　　＊　＊　＊




「ふふふーっ、魔王城ミステリーツアーっ、楽しかったなーっ！！！」

「……よく言うぜ」

　無事アトラクションを終え、城の出口へ向かいながら満面の笑えみを浮うかべるフィノ。

　……その言葉に、ラウルとアイリは疲れ切ったように嘆息した。

「……それまでさんざん魔王の言動にダメ出ししてたくせに、土ど壇たん場ばで魔王サイドに寝ね返がえるとか……」

「……まさか、ガイドさんを人ひと質じちにするとは思わなかったわ……」

「……その上で、抵てい抗こうできない俺たちをひとりずつ始末しようとしやがって……」

「だ、だって、あのままじゃあの残念魔王、倒されちゃうじゃないかっ！」

「倒されていいんだよっ！　そういうアトラクションなんだからっ！　……ったく。あのガイドさんが意外な強さを発揮して、お前のことを取り押さえたからいいようなものの」

「ううっ、あと、もう少しだったのにっ……」

　ラウルの言葉に頬ほおを膨ふくらませ、悔くやしげに呟つぶやくフィノ。

　……しかし、ふと顔を上げたとたん、少女はぱあっと面おもてを輝かがやかせた。

「ねえっ、ラウル見てっ、あそこっ、売店があるっっっ！！！！！」

　興奮したように声をあげ、駆け出していくフィノ。

「って、魔王城に売店って、どうなんだよ……」

　……目の前に繰くり広げられるシュールな光景に、ラウルはつい、あきれたように呟いた。




　──魔王城の出口付近。外へと続く通路の両りよう脇わきに、魔王城ツアーを終えたお客さんを囲い込むようにして展開された売店コーナー。

　剥むき出しの石いし壁かべの前には職場レオンですっかり見慣れた什じゆう器きが並べられ、その棚たなは、勇者や魔王をモチーフにしたさまざまなアイテムで埋うめ尽つくされている。

　マスコットキャラのぬいぐるみやキーホルダー、イラスト入りマグカップや文ぶん房ぼう具ぐにアクセサリー、シャツや帽ぼう子しといったアパレル用品の類たぐい。

　棚の上には温度計や砂時計のついた魔王城の置物が置かれ、下の平台には光る剣けんや盾たてといった魔法玩がん具ぐの類が並んでいて。

　石壁に飾かざられたブレイブ・アイランドのロゴと魔王城がプリントされた三角ペナント五種類に、タオルやＴシャツ、パーカー、下着といった商品の見本……。




「わあっ！　これっ、カッコいいっ……！」




　ひっくり返すとクリスタルの中に雪が降る魔王城スノードームを見ながら、うっとりしたようにため息をつくフィノ。

　その隣では、ミュリが大きな黒い目を丸くして、角度を変えるとイラストの勇者が構えた剣で魔人を両断するアクション定じよう規ぎをじっと見つめている。

「って、こんなのまであるのかよ……」

　……ふとラウルが目をやった逆側の棚。所ところ狭せましと並ぶのは、『魔王城に行ってきましたクッキー』や『魔王城に行ってきました煎せん餅べい』をはじめ、可愛かわいい缶かん入いりの『聖剣チョコクランチ』や魔人をかたどった『魔人形焼き』、薬草パウダーが配合されたＨＰヒツトポイント回復効果のあるブレイブ・アイランド限定『ブレイブクーヘン』や『ブレイブ最も中なか』といった土産みやげ菓が子したち。

　チケットのお礼に、セアラ店長になにか買ってこうかな……。

　いろとりどりの箱を眺ながめつつ、心の中で独りごちるラウル。

　その背後で、驚おどろいたようにアイリが呟く声が聞こえた。

「あら、『勇者年ねん鑑かん』の新しいやつが出てるじゃない」

「えっ、マジでっ!?」

「ええ、てっきり、休刊になったと思ってたのに……」

『ブレイブ・アイランド公式パンフレット』の他ほかにも様々な勇者関連の書しよ籍せきが並ぶ本棚。思わず歩みよったラウルの前で、アイリは平積みになった『勇者年鑑』をぱらぱらとめくってみせる。

　……と、聖剣をかたどったマジックライト内蔵ボールペンを興味深げに眺めていたフィノが、不意に声をあげた。




「あっ、マオーくんだっっっ！」




　……魔王城ツアーのラスボスこと、魔王をマスコットキャラ化した『マオーくん』の着ぐるみ。

　売店の一角で子どもと握あく手しゆする暗黒色の着ぐるみの姿を認めたとたん、フィノはボールペンを売り場に戻もどしてぱたぱたと走り出す。

　……なんだかんだ言って、けっこう気に入ってんじゃねえか。

　無む邪じや気きに着ぐるみへと駆かけ寄っていくフィノの後ろ姿に、ついついゆるんでしまうラウルの表情。

　……うちにあるマジカメ、持ってくればよかったな。いまさら脳のう裏りに浮かんだ考えに、ラウルはつい胸中で呟いてしまう。

　ミュリも、フィノも、着ぐるみと一いつ緒しよに写真を撮とってやればすげえ喜んだだろうし、いい記念になったろうに。せっかくの機会なのに、もったいなかったかも……。




「マオーくんっ！　貴様、ツメが甘すぎるぞ！　そんなことだから、ぽっと出の初心者勇者どもにむざむざとやられるんだっ！！！」




　……そんなラウルの甘い考えを完かん膚ぷなきまでにぶち壊こわすフィノの声。

　とつぜんのダメ出しに心なしかおろおろした様子をみせる着ぐるみマオーくんの前で、仁に王おう立だちしたフィノが偉えらそうにずいっと指を突つきつけた。

「ドラゴンは一いつ匹ぴきのスライムを踏ふみつぶすにも全体重を掛かけると言うだろうっ!?　いいか、たとえばダミーの魔王城を作って勇者をおびき寄せたところで城ごと吹ふっ飛ばすとか、ダンジョン内のすべての宝箱の回復アイテムに青せい酸さん系の致ち死し毒を仕込むとか、セーブポイントに擬ぎ態たいする魔物を作って世界中にばらまむぐっ……」

「お、お邪魔しましたーっ！」

　……いたいけなマスコットキャラにわりと本気のアドバイスするフィノの口をあわてて塞ふさぐなり、ずるずると引きずっていくラウル。

　ったく。こいつが魔王になってなくて、ほんと良かった……。

　……と。




　不意に、後ろからぎゅっと、服の裾すそを握にぎられて。

　振ふり返ったラウルが視線を向けると、そこではミュリが黒い瞳ひとみでじっと、勇者や魔王グッズであふれる売店の一角を見つめている。




『大人気！　手作りストラップコーナー！

　好きなパーツを組み合わせて、世界にひとつだけのオリジナルアイテムを作っちゃお☆


※ブレイブ・アイランド限定パーツ多数あります！』






　──パステルカラーのポップな看板が下げられた、大きなワゴン。

　白い台に置かれたケースは小さく仕切られて、それぞれの中には文字や記号、キャラクターなんかをモチーフにした色とりどりの金属パーツが入っている。

　……どうやら、ベースとなる無地のベルトに金属パーツをはめ込んでオリジナルストラップを作る、最近人気のお土産……らしい……けど。




「……なんだよ、ミュリ。あれ、やりたいのか？」

　ラウルが訊たずねると、ミュリはなんだか恥はずかしそうに、こくんと頷うなずいた。




　　　　＊　＊　＊




「ねえアイリっ、そこのパーツ、とってーっ！」

「……って、もしかして、これ使うつもりなのっ!?」

「え……だって、カッコいいだろっ!?」

「っ……」

「……ていうか、『追加料金で呪のろわれたパーツも選せん択たく可能☆』って、これ、法律的にいいのかよ……」

　おそらくは生肉をかたどったものと思おぼしき猟りよう奇き的なパーツを指すフィノと、あきれたように息を吐つくアイリ。無言のまま、一いつ生しよう懸けん命めいパーツを選ぶミュリのかたわらで、ケースの端はしに添そえられた手書きＰＯＰを目にしたラウルはつい、半眼で呟いてしまう。

　……ま、いいんだけどな。




　──なんだかんだで、けっきょく、みんなでストラップを作ることになって。

　夢中でパーツと格かく闘とうするフィノとミュリを見やりつつ、ラウルもなにげなく、目を留めたパーツを拾い上げる。

　……と。

「……ねえ、それ、青いパーツの方が、いいんじゃない？」

「へっ……」

「ほら、あなたが選んだベースのストラップって黒だし、隣となりが銀なら、青の方が……」

　不意に、向こう側から口を挟はさんでくるアイリ。

　その指し摘てきに、ラウルは一いつ瞬しゆん、目を丸くして、

「……って、ああ、たしかにそうかも。さすが『オールＡ』、センスいいな」

「って……べ、べつに普ふ通つうだしっ……あなたのセンスが悪いだけでしょっ？」

　……ラウルの褒ほめ言葉に声をうわずらせ、なぜか厭いや味みを返してくるアイリ。

　そのかたわらで、フィノが不意に歓かん声せいをあげた。




「できたぞっっっ！！！」




　言いながら、少女が誇ほこらしげに掲かかげたストラップ。

　……それを目にした瞬間、ラウルとアイリのふたりは、思わず絶句した。




「っ……こ、これはっ……」

　……ややあって。どうにか、喉のどから声を絞しぼり出すラウル。

「な、なんていうか、そのっ……す、すごい出来だなっ……」

「……と、とても個性的で、独特な感じねっ……」

「まさか、既き成せいのパーツのみで、ここまで禍まが々まがしいものを作り上げるなんてっ……」

「なんていうか、世界の違ちがいを感じるわっ……」

「ふはははははははっっっ！！！！！！」

　……冷ひや汗あせを流しつつふたりが口にした評価を、いったいどう受け取ったか。

　見ただけで背筋が粟あわ立だつようなオリジナルストラップを手にしたフィノはすっかり調子に乗りきった様子で胸を張り、ワゴンの対面からラウルの顔を覗のぞき込んでくる。

「ねえねえっ、ラウルの分も作ってあげよっかっ!?」

　……まるで死し刑けい宣告のようなフィノの申し出。

　つい反射的に、ラウルはぶんぶんと激しく頭を振って、

「お、俺はっ、自分で作ったのがあるからっ……そっ、そうだっ！　副店長へのお土産にしたらどうだっ!?　副店長っ、きっと喜ぶぞっ！！？」

「おおっ、それは名案だっ！　副店長には昨日の事件で迷めい惑わく掛けちゃったし、だいぶ落ち込んでたからオレ様が元気づけてやらないとなっ……！　よーしっ、じゃあ奮発して特別に、次は呪われたパーツも組み込んでグレードをアップさせてっ……」

　なにやら張り切った声とともにパーツ選びに戻るフィノを見下ろしつつ、ラウルはつい、胸中で呟つぶやいてしまう。……副店長、ご愁しゆう傷しよう様さまです。

　……と。

　ふと、ミュリの手元に目をやって。思わず、ラウルは声をあげた。




「『勇者ラウル』、って……」








[image: ]








「……っ！！！」




　そのとたん、ミュリはびくっと身を強こわ張ばらせるなり、勇者パーツをくっつけた作りかけのストラップをさっと後ろ手に隠かくして目を伏せる。

「そ、そのっ、記念に、って……」

　……うつむいたまま「お兄ちゃんの名前、勝手に使ってゴメンなさいっ……」なんて呟くミュリの言葉に、ラウルの心臓がまた、きりきりと疼うずいた。




　　　　＊　＊　＊




「……ぶ、ブレイブコースターっ、死ぬかと思ったわっ……」

「スリルとスピード感を楽しむアトラクションかと思ったら、まさか、横ベクトルにあんな鋭えい角かく的な動きをされるとはっ……」




　……ドラゴンをモチーフにした園内ベンチにぐったりと腰こし掛かけ、死んだような目で呟くアイリとラウル。

　そんなふたりとは対照的に、先ほど売店で買ったユーシャくんカチューシャをつけたミュリは、お小こ遣づかいで買いあさった勇者グッズの袋ふくろを大事そうに抱かかえたまま、いまだ興奮冷めやらぬといった様子で頬ほおを紅潮させている。……と。

　マオーくんカチューシャを揺ゆらしながらぱたぱたとベンチに駆かけ戻もどって来たフィノが、ラウルたちを見るなり興奮したような声をあげた。

「ラウルっ！　いまっ、そこにくれえぷの屋台見つけたぞっ！　……なあっ、ミュリっ！　ミュリはくれえぷって、食べたことあるっ？」

　勢い込んで訊ねてくるフィノに、ふるふると小さく首を振るミュリ。

　そんな少女の反応にニヤリと笑うなり、フィノは後ろ手に持っていたそれを、ミュリに向かって思いきり突き出した。

「なら、ちょうど良かったっ……先せん輩ぱいは、後輩にくれえぷをおごってやるものなんだっ！　ほらっ、食べてみろっ！」




　……目の前に勢いよく差し出された、薄うす紙がみに包まれた黄金色のお菓か子し。

　フィノのテンションに押されるようにしてそれを受け取ったミュリは、戸と惑まどうようにかたわらのラウルを見やり……やがて、視線を落として。

　おずおずとクレープに口をつけたとたん、ミュリの目が丸くなった。

「っ……！」

「美お味いしいっ？」

　夢中でクレープを食べながら、フィノの問いにこくこくと頷くミュリ。

　そんな少女の様子を見守りながら、フィノはなんだかとてもうれしそうに笑ってみせる。

「そうかっ、良かったっ……！」

　──黙もく々もくとクレープを食べるミュリと、にこにこするフィノ。

　そんなふたりに目を細めつつ、ふと、ラウルは訊ねてみた。

「……ていうかフィノ、お前、給料日前なのに金、大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」

「ふっふっふっ……」

　と、そのとたん、待ってましたと言わんばかりに含ふくみ笑いを洩もらしたフィノが、勢いよく懐ふところに手を突つっ込んで、

「ラウルっ、これを見ろっっっ！！！」

「ち、貯金通帳っっっ！！？」

「ふはは、こないだ、店長に作ってもらったんだぞっ！」

　通帳を掲げながら、自じ慢まんするように言い放つフィノ。

　……その言葉にあらためて通帳の表紙を見やり、ラウルは思わず呟いた。

「……せ、『セアラ銀行』」

「……って、これ、中、手書きじゃないっ」

「はっはっはっ！」

　あきれたように洩らすアイリの前で、フィノが得意げに胸を張る。

「必要以上にムダ遣づかいしないよう、我が資産の管理は店長に一任している！　今日は遊園地に行くから、五千ゴールドも下ろさせてもらったんだぞっ！　ふはは、くれえぷなど、軽く十個は購こう入にゆうできるわっ！！！」

　……へえ。

　なんだか誇らしげなフィノを見やりながら、ラウルはつい、感心してしまう。

　さすがはセアラ店長、フィノのこと、ちゃんと把は握あくしてるっていうか……ま、こいつが初任給をたった一日でムダに使い果たしたあと、店やアパートの周りから食べられそうな動植物がごそっと姿を消したもんな。いや、たぶん偶ぐう然ぜんだとは思うけど……うん。




「けど、ブレイブコースター、どきどきして面おも白しろかったなっ……」

　と、背後にそびえる骨組みを見上げつつ、フィノはうっとりしたような顔をする。

「あと、さっき乗った漆しつ黒こくのティーカップがぐるぐる回る『魔ま王おうのお茶会』とか、ドラゴンの模型が上下する『ドラゴンライド』とかもすっごく楽しかったしっ……ねえ、こういうのも、ぜんぶマジックアイテムなのっ？　いったい、だれが動かしてるんだっ？」

「えっ、ああ……」

　好こう奇き心しんに満ちたフィノの問いに、ラウルはパンフレットへ目を落として、

「いちおう、マジックアイテムだけど……なんか、基本的な動力は重力とか歯車がメインで、魔力を使う部分はほんの一部みたいだぜ？」

「まあ、それでも、さすがに普ふ通つうのアイテムよりは魔力を使うし、お客さんの魔力だけじゃ足りないこともあるから、こういうとこの技師って、生まれつき魔力が多い人しかなれないって聞くけど……」

「わあっ！　じゃあ、オレ様も技師ってのになれるっ!?」

　わくわくしたような顔で訊たずねてくる、ギガバイル級の魔力を持つ少女。

　その発言にラウルはつい、半眼になってしまう。

「……お前だったら、城より大きな遊具だって動かせるだろうな」

　というか、正直、フィノの魔力なら、こんな遊具を動かすどころか、この遊園地を島ごと、空に浮かべることだって可能かもしれない。……と。

「……いいな」

　ラウルの隣で、なんだか羨うらやましそうに呟くミュリ。そんな妹の肩かたを、ラウルはぽんと叩たたいてやる。

「ミュリ、お前も《持ちしものホルダー》だし、こういうの動かしたりとか、できるかもな」

「っ……！」

　そのとたん、うれしそうな顔をしたミュリが、ラウルを見上げ……と。

　そわそわと辺りを見み渡わたしていたフィノが、不意に声をあげた。

「なあっ、ラウルっ！　ブレイブコースター、もう一回乗ってもいいっ？」

「えっ……」

　目の前の遊具を指すフィノに、ラウルはつい、本気でイヤそうな声を出してしまう。

「お、俺は、パスっ……」

「わ、私も、やめとくわっ……」

　うんざりした顔で首を振ふるラウルとアイリ。

　そのかたわらで、ベンチに座っていたミュリががばっと顔を上げ……とたんに、フィノが瞳ひとみを輝かがやかせた。

「ミュリっ、一いつ緒しよに乗ろっ!?」

「っ……」

　こくりと頷うなずき、目の前に差し出されたフィノの手をおずおずと握にぎるミュリ。

　……手を繋つないだまま、すぐそばにある乗り場へとぱたぱた走って行くふたりの少女。

　仲良く並んだ小さな背中を見やりながら、ラウルは思わず呟いてしまう。

「……なんか、あいつら、いつの間にか仲良くなってるな……」

「まあ、いいんじゃない？　フィノさん、妹分ができて張り切ってるみたいだし」

「たしかに、あいつ、お姉さん気取りって言うか……ま、これで少しは落ち着いてくれると、助かるんだけどな……」

　相づちを打つアイリの言葉に、半眼で返し……

　……ふと、ラウルは息を呑のんだ。

　ていうか、俺、いま、『オールＡ』とふたりっきりで──。




　──ラウルの視界の端はしに映る、同じベンチに座る少女の横顔。

　深い藍あい色いろの瞳をふちどる長い睫まつ毛げと、きゅっと結ばれた薄うすい桜色のくちびる。

　僅わずかに身じろぎした瞬しゆん間かん、キャミソールから覗のぞくあらわな肩に、蜂はち蜜みつ色の髪かみがさらさらとこぼれ落ちてる。

　……人並み外れてすぐれた容姿の少女を意識したとたん、気き恥はずかしくなって。言葉を詰つまらせたラウルはつい、胸中で独りごちた。

　……な、なんか、間が持たないって言うかっ……！

「そ、そのっ……」

　沈ちん黙もくにせき立てられるように、ラウルはうわずった声をあげてしまう。

「も、もう、店には慣れたのか？　そのっ、なにか、困ってることとかっ……」

「……ラウル・チェイサー」

　……けれども。

　なんだかぎこちないラウルの問いに、アイリはちらと視線を上げ、

「べつに、そんなに無理して話題、振ろうとしなくてもいいわよ」

「あ、ご、ごめんっ……」

　……あっさり考えを読まれ、赤面するラウル。

　いまさら距きよ離りを取るのも気まずくて。アイリとベンチで肩を並べたまま、居づらい雰ふん囲い気きに耐たえかねたラウルはつい、視線をさまよわせてしまい。……と。




「……ねえ」

　不意に声を掛かけられびくりと背筋を伸のばすラウル。

　……そんな少年を横目で見やりつつ、アイリがふと、くちびるを動かした。




「あなた、ミュリさんに隠かくしごとしてるんじゃないの？」

「っ……」

「……もしかして、勇者になれなかったこと、まだ、言ってなかったりして」




　思いきり図星をつかれ、どきりとする心臓。

　そんなラウルの表情を読んだみたいに、アイリがふっとため息をついた。

「……やっぱり」

「どうりで、なんだか様子がヘンだと思ったの」なんて独りごちながら、ラウルから目を逸そらして頬ほお杖づえをつくアイリ。……思わず、ラウルは訊ねてしまう。

「……なんで、分かるんだよ」

「勘かん、かしらね。あなた、勇者って単語を聞くたびに、なんだか気まずそうな顔してたし、あの子があなたを見る目、なんだか違ちがってるっていうか……」

　言いながら藍色の目をすがめ、どこか遠い目をするアイリ。

「……それに、私だって勇者制度廃はい止しのあと、孤こ児じ院いんに報告の手紙送るの、とても勇気が必要だったから」

　自じ嘲ちようするように、ぽつりと。……その瞬間、ラウルの胸がぎゅうっと疼うずいた。




　──勇者になれなかったのは、俺だけじゃないんだよな……。

　当たり前なのに、忘れていたこと。

　その内側に自分と同じものを抱かかえた少女の言葉を聞いたとたん、ラウルの中でわだかまっていた感情が、堰せきを切ったみたいにあふれ出して……。

「……俺さ」

　……すっかり、観念したように。

　ラウルはぼそぼそと、口を開いた。

「俺、小心者だし、口べただし、勇者目指してたときはともかく、もともと人より勤勉ってわけでも、真ま面じ目めってわけでもないし、ほんと、たいしたやつじゃないのに……でも、あいつ、そんな俺のことをすげえ尊敬してくれてて、俺のことを勇者だって、信じ込んでくれてて……」

　──って、どうして俺、『オールＡ』にこんなこと、話してるんだよ。

　話しながら、ラウルはつい、後こう悔かいしてしまう。

　いきなりこんなこと言われたって困るだろうし、引かれるだけだろうし……でも。

　……始めたからには、もう、話し続けるしかない。

「……あいつ、お兄ちゃんがやってるんだから、これは勇者の仕事に違いないって、店の仕事のことを誤解するくらいでさ。……ったく、ありえないだろ？　でも、あいつ、マジでそう思ってるんだよ。昨日の夜だって目、きらきらさせて『働いてるお兄ちゃん、すごくカッコよかった』なんて言ってくれて……だから、言い出せなくて……」

　ゆううつな気分を吐はき出すように、ラウルは深く嘆たん息そくした。

「ほんとのこと知ったら、あいつ、傷つくだろうな……」

「……でしょうね」

　……と。

　それまで黙だまってラウルの独白を聞いていたアイリが不意に、大きく頷いて、

「……私だって、あなたが勇者になれなかったのを知ったときは、ショックだったもの」

「えっ？」

　思わず聞き返すラウルの前で、アイリははっとしたように首を振る。

「って、そ、それはライバルだからでっ！　そのっ！　な、なんでもないのっ！　なんでもっっっ！」

　ひとしきり否定したアイリはやがて、黙り込み……そして。

「……やっぱり、話すべきだと思う」

　瞳を伏ふせた少女はややあって、ラウルの隣となりで静かに呟つぶやいた。

「あなたの田舎いなかがどうなのかは知らないけど、勇者制度が廃止されたのは周知の事実なんだし、このまま、ずっと隠しきれるわけがない。いつかは必ずバレちゃうんだし、それが遅おそければ遅いほど、ミュリさんは傷つくことになると思う。……それに、もしもあなたの口以外から真実を知ったらきっと、ショックはもっと大きくなるわ」

「で、でも、俺っ……」




「……いまの自分に自信を持ちなさいよ、ラウル・チェイサー」




　──言い訳しそうになるラウルの言葉を、きっぱりした口調でさえぎって。

「ミュリさん、働いてるあなたのこと、カッコいいって言ってくれたんでしょ？　……たとえミュリさんがどんな勘かん違ちがいしてたって、あの子がカッコいいって言ってくれたあなたは勇者じゃなく、レオンで店員として働いてるあなたのことなんだから」

　まっすぐ前を向いたまま、ぶっきらぼうに言い放つアイリ。

　そんな少女の言葉に、ラウルは思わず目を見開いた。

　……そっか。ミュリはべつに、勇者だから俺のことをカッコいいって言ってくれたわけじゃないんだ。だから……。




「……サンキュ、『オールＡ』」

　──心の底からの、感謝を込こめて。ラウルは、かたわらの少女に礼を言う。

「なんか、ほんと、お前に話してよかったっていうか……やっぱ、お前って、すごいな」

「っ…………」

　そんなラウルに目も合わせず、アイリはふと、ベンチから立ち上がった。

「……そ、そろそろ、あの子たちも降りてくる頃ころねっ……」

「あ、ああっ」

　アイリにうながされ、あわてて身を起こしたラウルが後を追う。




　……けれども。




「……ねえ、あの子たち、どこに行ったの？」

「……えっ？」

　アイリとふたり、ブレイブコースター乗り場の前にたたずんで。

　すべての乗客が降りきっても見当たらない少女たちの姿に、ふたりは思わず顔を見合わせた。




　　　　＊　＊　＊




「ああ、その子たちなら、あっちの方に向かったよ？」

「すみません、ありがとうございます」

　鼠ねずみ色いろの帽ぼう子しを被かぶったブレイブコースターのスタッフに礼を言って。示された方向に向かいながら、ラウルはつい、嘆息してしまう。

「……ったく。あいつら、勝手な行動しやがって」

「……さすがに、一瞬心配しちゃったわ」

「例の誘ゆう拐かい事件のこともあるしね」、と洩もらしつつ、ラウルに同意するように、アイリが肩かたをすくめてみせた。




　──ブレイブコースターの隣の『魔ま人じんの館やかた』なんて名前が付けられたアトラクション。

　背の高いその建物と売店との間を指すように、魔法自動販はん売ばい機きコーナーの案内板がある。

　……ったく、と、ラウルは思わず心の中で呟いた。

　ジュースを買いに行くなら、俺たちにひとことくらい声、掛けてけって言うんだよ……




「おいっ、ミュリ、フィノっ……」




　建物の陰かげになった部分を覗のぞき込みつつ、ラウルは無造作にふたりの名を呼んで。

「！！？」

　その瞬しゆん間かん。視界に飛び込んできた漆しつ黒こくに、息を呑のんだ。







　背の高い建物に囲まれた僅わずかな隙すき間ま。魔法自販機が置かれた休きゆう憩けいスペースの真ん中に、かばうようにしてミュリを抱だきしめるフィノの姿。

　そして、そんな少女たちの前に、三人の黒尽ずくめの男が立ちはだかっていて──。




「フィノっっっ！！！！！」

　ただならぬ空気を感じ、とっさにその場に飛び込むラウル。

　少年と目が合うなり、ほっとしたような表情を浮うかべたフィノが大声で叫さけんだ。

「ラウルっっっ！！！！！」

　──……くそっ、まさか、例の誘拐犯かっ！！！！？

　すかさず少女たちの前に割り込み、ふたりを守るように腕うでを広げるラウル。

　その姿に、じりじりと後ずさった黒尽くめのひとりが片手を持ちあげる。




　男の真っ白な指の先に集まってゆく光。

　それは、見る間に輝かがやきを増し……って!?




「なっ……！」

　次の瞬間、男の手を離はなれて放たれる小さな光球。

　とっさに避よけたラウルのすぐかたわらで、建物の壁かべの一部が弾はじけ飛ぶ。

「……魔人の……魔法っ!?」

　……背筋を走る冷たい感覚に、思わず口から言葉が洩れる。……と。

　ラウルの背後で、ざっと地面を踏ふみしめる気配がした。

「《起動ブート》っ……《魔力弾バイル・シヨツト》っ！！！」




　凜りんとした声で《魔法回路サーキツト》の起動命令を叫ぶ、蜂はち蜜みつ色の髪かみをした少女。

　アイリの手を離れた銀色のかたまりが、魔法を放った黒尽くめ目め掛がけて矢のように飛んでいく。

　──空中で魔力を帯びて輝き出したのは、革かわのベルトにいくつもの金属パーツがはめ込まれた、世界にひとつだけのオリジナルアイテム。

　アイリが投げた手作りストラップがかすめたとたん、男のフードの一部が焼け落ちた。




「────っ！！！！！」




　──焦こげたフードの端からはらりとこぼれる銀色の髪。

　血のように紅あかい瞳ひとみが、鋭するどく、こちらを睨にらめつけ──




　……思わず言葉を失うラウルたちの前で。

　すっと身を沈しずませるなり跳とんだ黒尽くめの男たちの身体からだは、あっという間に建物の陰へと消えていった。







「ミュリっ、大だい丈じよう夫ぶだったかっ!?」

「っ……」

　男たちが姿を消すなり、ラウルに飛びついてくる黒髪の少女。

　恐きよう怖ふのあまり声も出せず、ただただ震ふるえながらしがみついてくるミュリの小さな背中を、そっと撫なでてやる。

「ミュリにジュース、買ってあげようと思ってっ……そしたら、いつの間にかあいつらが目の前にいてっ……オレ様たちの腕を掴つかもうとしてっ……」

「ミュリをかばってくれて、ありがとな……」

　蒼あおざめた顔で言い募つのるフィノの肩を、ぽんぽんとねぎらうように叩たたいてやって。……けれども、ラウルの胸の中には重苦しい感情がぐるぐると渦うずを巻く。

　──ラウルの目にくっきりと焼きつく、血のような色をした瞳。

　間違いない、あいつらは……最近、王都で魔力持ちの子どもたちをさらってる犯人はウワサ通り、魔人なんだ。

　ってことは、つまり……。

「やっぱり、こないだ俺たちが逃にがしちまった、アマダの工場にいた魔人なのかよっ……」

　……胸を締しめつけられるような不安。

　言い知れぬ恐怖に、ラウルの目の前が暗くなる。

「でも……」

　そんなラウルの前で、くちびるを噛かんで黙だまり込んでいたフィノがふと、口を開き、

「うまく言えないけど、あいつらの魔法、なんか、おかしい……」

　──どこか、引っ掛かかりを覚えたように。

　黒尽くめたちが消えていった方角を見やりながら、フィノがぽつりと呟つぶやいた。




　　　　＊　＊　＊




「お兄ちゃん、いっしょに寝ねよ……」








[image: ]








「へっ？」

　……てっきり、先に布ふ団とんに入ったとばかり思ってたのに。

　部屋でじっと待っていた妹に寝間着を引っぱられ、風ふ呂ろから上がったばかりのラウルは思わず目を丸くしてしまう。

「いや、俺は床ゆかのクッションで寝るから、ベッドはお前が使えば……」

　けれども、ラウルの寝間着の裾すそをぎゅっと握にぎったまま、ミュリは目を伏ふせる。

「……昼間、あんなことがあったから……こわい夢、見そうだから……」

「……ったく、仕方ねえな」

　……おずおずと言うミュリに、ラウルは思わず頭を搔かいた。







「おやすみ、お兄ちゃん……」

「……おやすみ」

　魔法灯を消し、布団にもぐり込んで。

　背中にミュリの体温を感じつつ、ラウルはついに、タイミングが来たことを自覚する。

　──魔人による誘ゆう拐かい未み遂すい事件の後、早々にブレイブ・アイランドを引き上げて。

　アパートに戻もどったラウルはけれども、すっかり怯おびえた様子のミュリにはとても、話を切り出すことが出来ず、けっきょく、また、今日も一日が終わろうとしていて……。

　いましかない、と、ラウルは自分に言い聞かせる。

　今度こそ、本当のことを言うんだ。俺は勇者にはなれなかったんだって。……でも。

　……この期ごに及およんでなお、ラウルは逡しゆん巡じゆんしてしまう。

　本当に、いいのか？　こんなに自分のことを信じて、頼たよりにしてくれてる妹を傷つけちまって。一度口にしたら、もう二度と取り返しはつかないのに。

　そうだ。このまま夢を見させておいた方が、ミュリのためにもっ……。




『……いまの自分に自信を持ちなさいよ、ラウル・チェイサー』




　ふと、ラウルの耳の奥に蘇よみがえる、アイリの声。




『ミュリさんがカッコいいって言ってくれたあなたは、勇者じゃなくて、レオンで店員として働いてるあなたのことなんだから』




　──その言葉に、背中を押されるようにして。

　決意を固めたラウルは、思い切って口を開いた。

「なあ、ミュリ。俺、本当はっ……」

「……お兄ちゃん」

　……と。

　ラウルの声に重なるように、ミュリがふと、ラウルの名を呼ぶ。




「……ミュリね、ほんとは、家出してきたの」

「っ!?」




　……それは、予期せぬ告白で。

　思わず言葉を失うラウルの後ろで、ミュリが小さく身じろぎした。

「……父さんも、母さんも、近所の人も、学校の子も、みんな、お兄ちゃんは勇者になれなかったんだって言うの……だからね、ミュリ、そんなはずないって言って、みんなとケンカして、家を飛び出して……」

「ミュリっ……」

「ウソついてて、ゴメンなさい……」

　申し訳なさそうに呟いて……

　けれども、少女はすぐに、明るい声を出す。

「でも、来てよかった……だって、やっぱりミュリが正しかったんだもん。やっぱりお兄ちゃんはウソなんてついてなかった。お兄ちゃんは勇者でっ……カッコよくて……」

「…………」

「……お兄ちゃん、ありがとう。お兄ちゃんの顔見れたし、楽しい想おもい出もいっぱいできたし、ミュリ、もう、おうちに帰るね……」

　……ややあって。

　ミュリの細い腕うでが、不意に、ラウルの身体にまわされた。




「お兄ちゃん、大好き……」




　……そんなミュリの言葉に、なにも言えなくなって。

　後ろからミュリに抱だきつかれたまま、ラウルは締めつけられるような胸の苦しさをただ、ひたすら噛み殺した。








　断章「運命が変わった日」




「お兄ちゃんなんてっ、だいっきらいっ……！」




　──顔を見るなりぶつけられた言葉に、ラウルはつい、声を失ってしまう。




「ミュリっ……」

　……ややあって、喉のどの奥からどうにかそれだけ絞しぼり出すラウル。

　そんな少年を睨ねめつけながら、押し殺したような声でミュリが呟いた。

「お兄ちゃんのせいで、ミュリがみんなになんて言われてるか、知ってる……？」

「って、お前っ、いじめられてるだなんて、ひとこともっ……」

「……気づくはず、ないよっ……」

　ラウルの言葉にうつむくミュリ。

　……その瞳ひとみから、ぽろぽろと大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちる。

「……だって、お兄ちゃんは勇者のことしか頭にないんだもん……いつだって勇者のことばっかりで、ミュリのことなんて、どうでもいいんだもんっ……」

「そ、そんなことっ……」

「……お兄ちゃんなんて、だいっきらいっ……！」

　ふるふると震ふるえる小さな肩かたと、ラウルを睨にらみつける潤うるんだ瞳。

　──まるで、それまでずっと溜ため込んでいた感情が、一気に爆ばく発はつしたみたいに。

　いつも寡か黙もくで大人しい少女は小さなその身体からだにありったけの力を込こめ、か細い声を振ふり絞るようにして叫さけんだ。




「お兄ちゃんもっ、勇者もっ、だいっきらいっ……！」




　言い放つなり、きびすを返して……。

　ラウルに背中を向けたミュリはぱたぱたと、その場を走り去っていった。




　　　　＊　＊　＊




　規則正しいペースで木刀を振り下ろすたびに、森の中に響ひびく音。

　──村の広場に枝を伸のばす、樹じゆ齢れい数百年にもなるリブレットの大木。その枝から削けずりだした木刀は、ラウルがひと振りするごとにびゅんと風を切る。

　胸の中渦うず巻まくいらだちをいっぱいに込めて。八つ当たりのように木刀をいくら振り下ろしても、しかし、むしゃくしゃした気持ちはちっとも晴れない。

　……それどころか、正体不明の焦しよう燥そう感かんは、逆に募つのっていく一方で……。




　──やがて、手にした木刀を力いっぱい、足あし下もとに投げつけて。

　身体を投げ出すようにして寝ね転ころんだラウルは木々の合間に覗のぞく空を見上げ、身体中に詰つまった重苦しさをすべて吐はき出すように深く、深く嘆たん息そくした。




『おい、見ろよ！　またキモオタウルが棒きれ振りまわしてるぜー！』

『バーカ。こんな田舎いなかでちょっと運動や勉強ができたくらいで勇者になんかなれるわけねーだろ。お前さ、身の程ほどを知れよ、身の程を』

『子どもじゃあるまいし、まだ勇者とか言ってんのか？　そろそろ、諦あきらめろって』

『ラウル、お前は大人しく、やくそう畑の雑草でも抜ぬいてりゃいいんだよ』




　……幼い頃ころから、ずっと、ひたすら勇者を目指してきて。

　今年で十四になったラウルに向けられるのは、ひどく冷たい周囲の視線だった。




『──お前なんかが、勇者になれるわけがない』




　それは、ラウルがどんなに頑がん張ばっても、どんなに自分を信じようとしてもついてまわる、呪のろいみたいな言葉。

　……ラウルの中にある、人一倍強い劣れつ等とう感。

　それを紛まぎらわすために、ラウルは勇者修しゆ行ぎように打ち込み、自分には能力があるんだと思い込もうとし、勇者になることで、自分の価値を証明しようとして。でも……。




　……もう、限界だ。




　空にかざしたマメだらけの手のひらを眺ながめながら、ラウルは心の中で呟つぶやく。

　勇者なんか目指したって無む駄だなんだ。勇者になれるやつなんて、一万人にひとりもいやしない。みんなが言うとおり、田舎生まれの俺にそんな才能があるわけないし、そもそも、試験を受けるために王都へ出る金だってない。

　努力するだけ無駄なばかりか、周りからはさんざん馬ば鹿かにされ、俺だけならまだしも、たったひとりの妹まで傷つけて……ほんと、俺、なにやってんだろ。

　もう、全部やめにしようと、ラウルは思った。

　……帰って、ミュリに謝ろう。

　ミュリに謝って、勇者なんて目指すのはもうやめたって伝えて。……それから。

　それから、俺は……




「──っ？」




　頬ほおを撫なでる風に紛れるように、ふと、なにか聞こえたような気がして。

　その瞬しゆん間かんに皮ひ膚ふを走る、ちりちりした感かん触しよく。

　わけもなくざわつく胸に思わず跳はね起きたラウルは、悲鳴らしきものが聞こえた方角……村へと向かって走り出した。







　だんだんと濃こくなっていく、むせるような煙けむりの匂におい。

　銃じゆう声せいと、獣けもののいななきと、人々の悲鳴……。

　まさか。……まさかっ、そんなっ……！

　木の根に足を取られ、幾いく度どとなく転びそうになって。

　ようやく木立を抜けたラウルは村を見下ろす丘の上に立ち、肩で息をしつつ顔を上げたとたん、固まってしまう。

　──広場に枝を伸ばす、村の守り神みたいなリブレットの大木とともに。

　燃えさかる村の光景を目にした瞬間、ラウルの頭が真っ白になった。







　……間ま違ちがいない。

　ばくばくと、狂くるったように激しく鼓こ動どうする心臓。

　がたがた震ふるえながら隠かくれるように木こ陰かげにへたりこみ、ラウルは蒼そう白はくで独りごちる。

　あいつら、大人がウワサしてた盗とう賊ぞく団だ……！

　炎ほのおに呑のみ込まれる家々から追い出されて一いつ箇か所しよに集められた村の人々。

　そして、怯おびえる彼らに剣けんや銃を突つきつける、怖おそろしげな風ふう貌ぼうの男たち──。

　──しばらく前から、遠くや近くの村がいくつもいくつも襲おそわれていて。そのたびに家が焼かれ、物が奪うばわれ、抵てい抗こうする人間は殺され、女の人や子どもがさらわれ……大人たちの話を盗ぬすみ聞きしたラウルはこれまで何度、悪夢にうなされたか分からない。

　……どうしよう。きりきりする胸に手を押し当て、ラウルは自問自答する。

　どんなに急いで走ったって、隣となりの町まで半日はかかる。

　もしも助けを連れて戻もどっても、その頃にはきっと、あいつらはもう、すべてを奪い尽つくしてとっくに姿を消してるだろう。……それに、そもそも隣町の人々が、小さく貧しいラウルの村を助けてくれるとは限らない。

　……なら、俺はいったいどうすればいい？　たまたま村を離はなれてて難を逃のがれたこの俺に、いったい、なにができるんだ？




　──ふと脳のう裏りを過よぎった「戦う」という選せん択たく肢しに、ラウルは思わず頭を振る。

　……無理だ、そんなこと、できっこない。

『──お前なんかが、勇者になれるわけがない』

　……そうだ、俺なんかが、勇者になれるわけがないんだ。

　大人だって敵かなわないような盗賊団相手に、たったひとりで立ち向かえるハズが……。




「っ……!?」




　不意にラウルの耳に聞こえてくる、いくつもの悲鳴や怒ど号ごう。

　はっと顔を上げたラウルの視界に、盗賊たちの馬車に積まれた檻おりが飛び込んでくる。

　……抵抗することを、すっかり諦めたように。

　鉄てつ格ごう子しの中に諾だく々だくと運び込まれていく人々の顔ぶれを目にしたとたん、ラウルの心臓がどくんと跳ねた。




　　　　＊　＊　＊




「っはあっ、はあっ……」

　──全力を超こえる疾しつ走そうに破れそうなほど痛む肺と、爆発しそうな心臓。

　盗賊たちの目を盗み、転がるようにして駆かけ込んだ自分の家の納な屋や。

　運よく放火を免まぬかれた建物の中、農具に混じって置かれているのは、我が家に代々伝わる古びた剣。父さんが畑を荒あらすスライムを退治したり、小型の草食ドラゴンなんかを追い払はらったりするときに使う剣だ。

　……もっとも、子どものおもちゃではないからと、ラウルはこれまでずっと、触さわらせてすら貰もらえなかったのだけど。




　ほとんどはじめて手にするその剣の、思っていたよりずっと重い柄つかを握にぎりしめて。

　取り払った鞘さやを足下に投げ捨てたラウルは、心臓をなだめるように胸に手を押し当て……ゆっくりと、深く、深く息を吸った。

　……集中するんだ。

　鈍にぶく光る剣の刀身をじっと見下ろし、ラウルは自分に言い聞かせる。

　落ち着いて、大だい丈じよう夫ぶ。きっと、出来るはずだ。

　こづかいで買った小さなナイフを練習台に、これまで何千回も、何万回も試行と工く夫ふうを重ねてきた、あの通りに──。




　──ぞくぞくと肌はだが震え、神経が研とぎ澄すまされていくような感覚。

　頭の中で組み上げた《複合回路コンプレツクス・サーキツト》を、手中の古びた剣の上に転写するように。

　大きく目を見開いたラウルが、剣の表面に意識の手を伸ばした。




「《起動ブート》っ──！！！」




　　　　＊　＊　＊




「おいっ、なんだっ、このガキっ!?」

「どこから湧わいたっ!?」

「って……」

　──ラウルの耳に飛び込んでくる、見知らぬ男の驚きよう愕がくしたような声。

「こいつっ、強いぞ──っ！」

　……なぜか、びっくりするくらい遅おそく見える男たちの動き。

　襲いかかる剣けん戟げきを避さけ、下段に構えた男の手首を蹴けり上げるなり、ラウルは武器をはね飛ばされた男のみぞおちに力いっぱい剣の柄をたたき込む。

　目の前で、ずるずると地面に沈しずむ男。

　どこからか、焦あせったような声が聞こえた。

「おいっ、たかがガキひとりに、なにやってんだよっ!?」

「けど、こいつ、魔ま法ほうをっ……!!」

「くそっ！　こいつめっっっ！！！」

　ラウル目め掛がけ、力いっぱい振ふり下ろされる大剣。

　しかし、ラウルが魔法を帯びた剣をふるったとたん、重い金属の塊かたまりは真っ二つに弾はじけ飛び。

　あっけに取られた男の顔を思いきり蹴り飛ばすと、大きな身体からだが地面に転がった。




　……助けるんだ！

　燃えるように熱い身体。

　馬車を目指して無我夢中で走りつつ、ラウルはただひたすら、心の中で念じる。

　ぜったいに──ぜったいに助けるんだ！

　大事な大事な、俺の妹……檻に捕とらわれたミュリのことを、ぜったいに！




「ミュリ──っっっ！！！！！」

　馬車の前の男が構えた銃を一刀のもとに切り捨て、うろたえる男を突き飛ばしながら荷台に駆け上がる。




　冷たい鉄格子の向こうに、泣き腫はらした目で自分を見上げる、妹の姿が見えて。

　その瞬間、ラウルの中で、なにかが弾けた。




「《出力上昇レイズ》っっっ！！！！！」




　──渾こん身しんの力を込こめてラウルが振り下ろした、魔法の刃やいばに。

　あっさり切り裂さかれた鉄格子が音を立て、地面へとすべり落ちた。








　第四章「魔ま王おうの娘むすめさんがクレーム対応に赴おもむくようです」




「えっ……い、いや、そのっ……」

　──その日、朝イチで掛かかってきたマジックフォン。

「あ、はい。大変申し訳ありませんが、それは、ちょっと……」

　たまたま受話器を取り、レジカウンタの隅すみで対応するバイザー副店長。

　その表情や会話の端はしに、ラウルの第六感はなんだかイヤな気配を感じ取ってしまう。

　……ああ、たぶんクレームだな。休み明けにいきなりクレーム引き当てるなんて、副店長も運が悪いっていうか……。

　ふとラウルの目に飛び込んでくるのは、副店長の腰こしのベルトに着けられたインカムケースで揺ゆれる、見ただけで鳥とり肌はだが立つような禍まが々まがしいストラップ。

　フィノが今朝がた副店長にプレゼントしていた遊園地土産みやげのてづくりストラップを横目に、ラウルはつい、胸中で呟いてしまう。……まさか、アレのせいじゃないよな。

　……と。

「その、とにかく、その件はこちらで確かく認にんしてから、折り返しっ……って」

　……不意に言葉を切った副店長が、弱り顔で受話器を眺ながめ、

「……あー、切れちまいやがった」

「ど、どうしたんですか？」

　ラウルが訊たずねると、副店長は赤毛頭を搔かきながら深いため息をついた。

「んー……なんか、一昨日おとといにうちで買い物したお客さんがなー、買ったはずの商品が袋ふくろに入ってなかったって言うんだわ。で、担当してた女のコ──レシートによるとどーもフィノくんみたいなんだが、そいつにいますぐ届けさせろってさ。確認してから折り返すって言ったんだけど、切られちまった」

「えっ……」

　副店長に名指しされ、戸と惑まどったように目を丸くするフィノ。話を聞きつけて寄ってきたセアラ店長が、受話器を握ったままの副店長に問いかける。

「バイザーくん、その、入ってなかった商品って、いったいなんなんですか？」

「ああ、マジカルメモリ……ＭＩＴ端たん末まつのデータを持ち運ぶときに使うアイテムで、これくらいの大きさのやつ。お客さんが言うには、左ひだり端はしのレジで会計したってんだけど……」

「左端のレジっ……」

　……その言葉を聞くなり、ぱっと身をひるがえして。左端のレジ下にもぐり込んだフィノが、やがて暗あん鬱うつな声をあげる。

「……副店長。それって、もしかして……」

　……顔を上げたフィノの手の中の、小さなスティック型のアイテム。

　それを目にしたとたん、額に手を押し当てた副店長が「……ビンゴ」と呟つぶやいた。

「……ミュリの仕し業わざか」

　……フィノがレジを打って、ミュリが袋ふくろ詰づめするという一昨日おとといの役割分担。

　ミュリのたどたどしい手つきを思い出し、ラウルは思わず息を吐はいてしまう。

　──ラウルたちのようにある程度慣れたスタッフには、会計点数と品物の数が合ってるかを確認しながら袋詰めしていく癖くせがついている。けど、職場体験でたった一日仕事を手伝っただけのミュリに、そこまでのことができるわけがない。

　ましてや、初めての仕事でテンパってれば、点数が多い袋詰めの際にうっかり小さな商品を床ゆかに落とし、そのまま気づかないことがあったって……。

「すみません、店長。それ、たぶん、ミュリのやつが……あの日、ミュリがフィノを手伝って、袋詰めしてたんです」

「あらあら……」

「明日あした戴いただいた有休で送ってくつもりだったんで、いちおうまだあいつ、うちにいますけど……どうしましょう？」

「……いくらお客さんの要求でも、ミュリちゃんに届けさせるわけにはいかないわ」

　ラウルの言葉に首を振り、困ったように嘆たん息そくするセアラ店長。

「でも、今回のことは百パーセント、こちらのミスだし……マジックフォンが繋つながるなら、お客さんに事情を説明して、お詫わびして、もしも向こうの了りよう解かいが得られれば、お詫びの品物と一いつ緒しよに商品を宅配便で送らせて戴くんですけど……」

「……まあ、無理だろーな」

　言いながら、肩かたをすくめてみせるバイザー副店長。

「最初っからすっげえ剣けん幕まくだったし、さっきから何度かかけ直してはいるけど、ぜんぜん出る気配もねえし……」

　受話器を片手に深いため息をつきながら、副店長がだるそうに頭を搔いた。

「……たしか、店長は大口の見積もりがあんだろ？　……まあ、最初にマジックフォン受けたのはおれだし、正直、おれが窓口対応まずっちまった部分もあるし……しかたねえ。おれがお客さんとこ、謝りに行って……」

「……オレ様が行く」

　……と。

　不意にフィノが、ゆううつそうな副店長の言葉をさえぎるように口を開く。

「レシートに書いてあったの、オレ様の名前なんだろ？　なら、やっぱり、オレ様が行かなきゃっ……」

　どこか、思いつめたようなまなざしで。もうすっかり心を決めたように言い放つフィノの真しん剣けんな表情に、店長が心配そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「たしかに、それはそうなんですけど……でも、女のコをたったひとりで、男性のお客さんのおうちに行かせるわけには、いかないし……」

「あ、あのっ！」

　……と。話を聞いていたラウルは、思わず手を挙げる。

「それなら、俺が一緒にっ……！　今回の件、ミュリのせいなんだし、俺にも責任あるっていうかっ……ただ、今日はアイリが休みだから、スタッフが三人も欠ける形になっちゃいますけど……」

「ラウルっ……!?」

　ラウルの申し出に、大きな目を丸くするフィノ。

　そのかたわらで、セアラ店長がほっとしたように表情をゆるめた。

「ありがとう。ラウルくんがついていってくれるなら安心だわ？　……スタッフが少ないのは慣れてますし、お店はわたしとバイザーくんのふたりでどうにかまわしますから、お願いしちゃってもいいかしら？」




　　　　＊　＊　＊




　がたがたと大きく揺れる乗合竜りゆう車しやの座席。

　かたわらに座る少女のどこか元気のない様子に、ラウルは思わず声を掛ける。

「……フィノ。そんなに心配そうな顔すんなよ。そうたいしたことにはならないって」

「う、うんっ……」

　蒼あおいまなざしを窓の外へと向けたまま、力なく頷うなずくフィノ。

　……そんな少女の反応に、ラウルは申し訳なさそうに目をすがめた。

「けど、ほんと運が悪かったっていうか、その……ミュリの尻しりぬぐいさせてごめんな、フィノ」

「っ……」

　ラウルが謝ったとたん、フィノはなんだかびくっとしたように視線を落とし……

　……ややあって。

　ためらうように、フィノがおずおずと口を開いた。

「あ、あのっ、ラウルっ……じつはっ……きゃっっっ!?」




　──不意に、がたんと大きく揺れる乗合竜車。

　その拍ひよう子しに、バランスを崩くずしたラウルは窓まど際ぎわに座るフィノの上へと倒たおれ込んでしまう。

「って、ご、ごめんっっっ！」

　ラウルに押し倒されて目を白黒させるフィノ。身体の下でつぶれる少女の胸のやわらかすぎる感かん触しよくに、ラウルはあわてて身を起こす。……と。

「……着いた、みたいだな」

　──窓から覗のぞく、停留所の看板。

　ラウルの言葉に、フィノがぎゅうっとくちびるを噛かんだ。




　　　　＊　＊　＊




「ここかっ……」

　乳白色をしたなんだかものすごく高い塀へいに、鋼鉄で作られたなんだかものすごく大きな門。そして、その向こうにそびえ立つ、なんだかものすごく立派なお屋や敷しき。

　目の前に現れた目を瞠みはるような建物に、ラウルは思わず唾つばを飲み込んでしまう。




　──王都東南のエルム地区にあるマジックショップ・レオン王都店とは、エクスレディア城を中心にしてちょうど反対側。西北のアグリッド地区には、貴族や大金持ちなんかが住まう閑かん静せいな高級住宅街があって……いや、ま、たしかに、お客さんの住所を聞いたとき、もしやとは思ったけど。

　……ていうか、これ、フツーの家庭と同じように、フツーに入っていいのか？




　きょろきょろと辺りを見み渡わたしても、呼よび鈴りんもマジカルインターホンもない。

　迷った挙げ句に門を叩たたくと、鍵かぎは開いていて……まるでモンスター闘とう技ぎ場に放たれたスライムみたいに怯おびえつつ、ラウルとフィノはこわごわと門をくぐる。




　ふたりを待ち受けていたのは、予想通り、なんだかものすごく広い庭。

　……と。ラウルのかたわらで、芝生しばふに生えた立て札を指したフィノが声をあげた。

「ね、ねえ、ラウルっ！　なんか、番犬注意って書いてあるぞっ!?」

「……そりゃ、これくらいの家なら、番犬くらい居てもおかしくないよな」

　注意書きの書かれた立て札の横で、ラウルは頭を搔く。

「ま、俺、犬好きだし、べつに、吠ほえられるくらい……っ!?」

　……呟いた瞬しゆん間かん、なぜか、すっと暗くなる視界。

　イヤな予感を覚えたラウルが、反射的に振ふり返ると、そこには……




　──軽く三メートルはありそうな漆しつ黒こくの身体からだと、せわしなく唸うなる三つの頭。ふたりの上に影かげを落とした巨きよ大だいな獣けものが牙きばを剥むき、燃えるような三対の目でこちらを睨にらみつけていた。




「って、け、ケルベロスっっっ！！！！！？」

　目が合った瞬間、真っ赤な口を開けて噛みつこうとするケルベロス。

　とっさにフィノを抱だき寄せてかばいつつ、ラウルは腰こしに帯びた剣へと手を伸のばす。

「あれっ、ラウル、その剣っ……！」

「ああ」

　ラウルが抜ぬき放った剣を見て目を丸くするフィノ。その言葉に、短く頷くと。

「俺の、新しい剣だっ……！」

　目の前のケルベロスを牽けん制せいするように、ラウルはその切っ先を持ちあげた──。




　　　　＊　＊　＊




「──あら、剣買うの、やめるんですか？」

「はい……」

　──今日の朝。いつもより早く出勤して店長室のドアを叩いたラウルは、すでに来ていたセアラ店長に土産みやげのブレイブ最も中なかの箱を差し出したあと、おずおずと話を切り出した。

　琥こ珀はく色いろの目を丸くして聞き返してくるセアラ店長の前で、ラウルは決まり悪げに視線を落とす。

「わざわざ見積もりまで出していただいたのに、申し訳ないんですけど……じつは俺、王都に出るとき、地元の村のみんなに金を出して貰もらってて。フィノのことも心配だけど、俺、勇者になれなかったんだし、やっぱりまず、そっちを返すのを優先するのが筋だよなって、考え直したんです」

「……ラウルくん」

「その、本当に、すみません……」

　言いながら、深々と頭を下げるラウル。

　……と、そんな部下の少年を黙だまって見ていた店長が、不意に、口を開いた。

「……ラウルくん、ちょっと、待っててね？」

　そのまま、ふらりと店長室を出て……店長はすぐ、なにかを手にして戻もどってくる。

「よかったら、これ、ラウルくんが使ってください」




　店長が差し出してきた、ひと振りの剣。

　……それを見たとたん、ラウルは思いきり目を丸くした。




「って、これっ、店の備品のっ……！」

　……フィノの魔ま力りよくで暴走した空気清せい浄じよう器きや、フィノを狙ねらう元勇者の残党。魔人を虐しいたげるアマダの影の組織に、店に現れた毛玉の魔物……なにか事件があるたびに、ラウルが掃そう除じ用具入れから持ち出しては使っていた、なんだか安っぽい防犯用のなまくら剣。

　思わず洩もらすラウルの前で、店長がくちびるにひとさし指を押し当て、ふふっとイタズラっぽく笑った。

「……じつはね、これ、わたしの私物なの」

「へっ？」

「これね、兄さんの、形見なんです」

　──って、つまり……ゆ、勇者の剣っっっ！！！！？

　やさしいまなざしで、手の中の剣を慈いつくしむように眺ながめる店長。……その言葉に、今度こそ、ラウルは声を失ってしまう。

　でもっ、この剣、これまで何度も使ったけど、持った感かん触しよくとか、いかにも安っぽいし……確かに、こないだ錆さび取りしたらさんざん使った割には刃はこぼれひとつなくて不思議に思ったけど、でも、てっきり、廉れん価かな大量生産品かとっ……！

「……ふふっ、これ、おもちゃみたいに軽いでしょ？」

　そんなラウルの表情を読み取ったみたいに小さく笑う店長。

「魔界でしか採とれない希少な金属で作られた、魔法専用の剣なの。わたしがあとからいくつか魔法構文マジツクプログラムを書き足して、マジックアイテム化してあって、魔王……フィノちゃんのお父さんを倒したときも、この剣を使ったわ」

「でもっ……そんな大事なものっ、俺が貰うわけにはっ……！」

　思わず言い募つのるラウルの前で、セアラ店長は穏おだやかに目を細めた。

「兄さんなら……ラウルくんがフィノちゃんを守るために使ってくれるなら、兄さんもきっと、喜んでくれるはずです」

「っ…………」

「はい、どうぞ」

　微笑ほほえみとともに、すっかり固まってしまったラウルへと剣けんを手て渡わたし……

　店長はふと、瞳ひとみを伏ふせた。

「……この剣ね、わたしが、兄さんにプレゼントしたものなんだけど……けっきょく、わたしのところに、戻ってきちゃったの」

　天使みたいな顔立ちに、どこか寂さみしげな笑みを浮うかべて。

　「だから」と呟つぶやくなり、店長はラウルの瞳を、まっすぐに覗き込んでくる。




「……だから、ラウルくんはそういう悲しいこと、しないでください……約束ですよ？」




　真剣な顔で呟くセアラ店長の、祈いのるような色を帯びた瞳。

　……ややあって。




「……はいっ！」

　手渡された剣をしっかりと握にぎりしめ、ラウルは力いっぱい頷うなずいた。




　　　　＊　＊　＊




　──店長から譲ゆずり受けた、勇者エルトの剣。

　これまで何度も窮きゆう地ちを救われた手に馴な染じむような剣の感触を覚えつつ、ラウルは叫さけぶ。

「フィノっ、下がってろっ！」

　目の前のケルベロスを睨ねめ上げながら。指先で刀身をなぞったラウルは見えない意識の手を走らせ、ほんの一瞬で、剣の表面に淡あわい光の回路を幾いく重えにも刻み込んだ。




「《起動ブート》っ──！」




　起動命令とともに、輝かがやきを帯びる剣。

　その光に怯えたように三つ首の化け物ケルベロスは唸り声をあげ、真っ赤な口を開いたかと思うと、ラウルを噛みくだかんと頭を振る。




　ラウルの目の前に迫せまる、ケルベロスの巨大な牙。

　しかし、一いつ閃せんしたラウルの剣は、まるでやわらかな肉でも切るかのように、エナメル質の牙を両断し……

　背後で、フィノが歓かん声せいをあげた。

「ラウル、すごいっっっ！！！」

「へへっ……！」

　牙を失い、キャンキャンと啼なきながら転げ回る巨きよ獣じゆうの前で、ラウルは不敵に笑ってみせる。

「これで、こいつも大人しくっ……」




　──と。




「って、おいっ、お前ら、ポチになにしてるんだっっっ！！！！？」

「「っっっ！！！！？」」

　……不意にラウルの耳に飛び込んでくる怒ど鳴なり声。

　思わず顔を向けたラウルたちの目に、大きな屋敷から飛び出して来た三十半ばほどの男がサンダルを突つっかけ、怒いかり狂くるった顔でこちらへと走ってくるのが見え……って!?








[image: ]








　しかし、とつぜん現れたその男は、ポチ……もとい、ケルベロスと対たい峙じするラウルの手に握られた光り輝く剣を見るなり、ぴたりと足を止める。

「ま、魔法っ……!?」

　……なんだかぽかんとした表情で、男が呟いた。




　　　　＊　＊　＊




「さあ、どうだねっ、俺様のコレクションはっ!?」

　……なんだかひどく自信たっぷりな男の言葉を受けて。

　おそるおそる部屋へと踏ふみ込んだラウルは、その瞬しゆん間かん、すっかり言葉を失ってしまう。

　──って、うわっ、すげっ……！




　まず目に飛び込んできたのは、壁かべ一面を埋うめ尽つくすようなどっしりした本ほん棚だなと、そこにずらりと並ぶ本、本、本。ざっと背表紙を眺めれば、そのどれもが勇者に関する書しよ籍せきだということが容易に分かる。

　書しよ架かにはラウルが小さい頃ころすり切れるほど読んだ勇者の手記や冒ぼう険けん譚たん集やハウツー本だけでなく、ずっと読んでみたいと思っていた本──たとえば、百年以上前に出版された勇者バイオスの手記や、勇者を目指す若者たちの投とう稿こう雑誌『Ｗａｎｎａｂｅ！月刊勇者マガジン』創刊号から最新号までの全巻フルセットに、伝説の勇者必ひつ携けいの大ベストセラーハンドブック『魔人領の歩き方』の貴重な青背表紙の初版も見受けられ、中には勇者に関するゴシップ記事が特集された週刊誌や、絶版になった『とびだすゆうしゃえほんシリーズ』、大河ドラマの原作にもなった『坂の上の魔王城』に、美人女勇者のセクシー写真集『美しすぎる勇者たち』といったキワモノまで揃そろっている。……もちろん、一三四九年の勇者制度開始から今日に至るまで毎年出版されている『勇者年ねん鑑かん』もフルコンプだ。




　反対側の壁にはいくつものガラス扉とびらの飾かざり棚が立ち並び、きらびやかなトロフィーやメダル、名のある勇者たちが実際に魔人討とう伐ばつに使用していたといういわくありげな剣や鎧よろい兜かぶと、水すい筒とうや弁当箱に煙草たばこ入れ、アイテムを入れるための革かわ袋ぶくろなんかが展示されており、さながら私設博物館のよう。

　壁に掛かけられた重厚な額がく縁ぶちの中には、キラカードまでしっかりコンプリートされた勇者カードがビロードの上に整然と並べられ、誇ほこらしげに展示されている。




「これ、勇者ウィンテルの剣ってっ……こっちは勇者リゾルバの盾たてっ!?　うわっ、もしかしてこの傷、手記にあったトランスエンドの戦いのダークドラゴンの爪つめあとじゃっ……」

「ふっふっふっ、自じ慢まんじゃないが、ぜーんぶ、本物なんだぜ？」

　部屋いっぱいに詰つめ込まれた、勇者に関する様々な品物。

　部屋の中央に置かれた応接ソファの上かみ座ざにどっかり座った男が、目を輝かせて勇者コレクションにかぶりつくラウルを見ながら上じよう機き嫌げんで笑った。

「いやあ、まさか、あのラウル・チェイサーが、我が家に来てくれるとはなっ……！」




　──件くだんのクレームのお客さん……焦こげ茶の髪かみをした三十半ばほどの男は、地元で勇者オタクと陰かげ口ぐちを叩たたかれていたラウルを遥はるかに上回る勇者マニアだった。

「いや、俺様も、ずっと勇者になりたくてなあ？　どうにか勇者予備校は出たものの、その後の試験、これがもう、何度受けても駄だ目めで、そうこうしてるうちに食うに困って始めた商売がなんだか上う手まくいっちまってこのとおり、大金持ちになっちまってなあ……ああ、ほらほら、座った座った」

「は、はあ……」

　男にうながされ、フィノと一いつ緒しよに腰こし掛かけたとたんに沈しずみ込む身体からだ……極ごく上じようのソファがもたらす未体験の座り心地に、田舎いなか育ちのラウルは思いきり動どう揺ようしてしまう。

「それでもどうしても諦あきらめきれなくて、試験だけはずっと受け続けててなあ。ライバルになりそうな勇者予備校の上位者は、毎年片かたっ端ぱしからチェックしてたんだわ。……しかし、回路をひとめ見りゃ分かるけど、さっきの魔ま法ほう剣の出来、ほんと、度ど肝ぎもを抜ぬかれたよ」

「ていうか、庭のケルベ……番犬の牙きば勝手に切っちゃって、ほんと、すみません……」

「へっ……ああ、ポチのことならべつに心配ねえよ。どうせ、すぐに新しいのが生えてくるからなあ。俺様もヒマを見つけちゃ戦ってんだけど、あいつをあんなにあっさり無力化しちまうだなんて、さすがはラウル・チェイサーだなあ！」

「そ、そんなっ……」

　男のべた褒ぼめに、つい照れてしまうラウル。

　と、気持ちよさそうにまくしたてていた男が、ふと、あごに手を押し当てた。

「……しっかし、王都勇者予備校始まって以来の天才と呼ばれてた君が、まさか、一いつ介かいのマジックショップで働いていたとは……いくら勇者制度が廃はい止しされても、君ほどの腕うでがあれば、引く手あまただったろうに」

「ま、まあ、その、いろいろありましてっ……」

　愛想笑いをしながら、ラウルはつい、言葉を濁にごしてしまう。……まさか、ショックで半年間引きこもってた間に、すっかり出で遅おくれただなんて言えないよな。

　……と。




「あのっ……」




　先ほどからずっと様子をうかがっていたフィノが、決心したみたいに声をあげて。

　……ソファから立ち上がるやいなや、おずおずと、マジカルメモリを差し出した。

「これ、袋ふくろに入れ忘れちゃってっ……そのっ、ごめんなさいっ……」

　震ふるえる声で謝罪しながら、ぺこりと頭を下げるフィノ。

　……そんな少女の姿に、それまで上機嫌だった男の顔色が、すっと変わった。

「金を払はらったのに、品物が入ってない。……しかも、そっちは気づいてなかった。もしも、俺様が気づいてマジックフォンを掛けなかったら、俺様は損してたってことだよな？」

「そ、それはっ……」

「……そんな不誠実な商売してて、いいと思ってるのか？」

　低い声こわ音ねで淡たん々たんと問う、男の声。

　反論しようのない言葉を突きつけられ、声を詰まらせたフィノが瞳を潤うるませる。

「っ……ほ、本当にっ、ごめんなさいっ……」

　小さな肩かたを、ふるふると震わせて。

　いまにも泣き出しそうなフィノの様子に、男はやれやれといった顔で嘆たん息そくする。

「……って、泣くなよ。なんか、俺様が悪者みたいじゃないか」

「あっ、あのっ……！」

　……つい、見ていられなくなって。

　思わず腰こしを浮うかせたラウルが、フィノをかばうように声をあげた。

「違ちがうんですっ！　そのっ、レジ打ってたのはこいつなんですけど、品物入れ忘れたのはこいつじゃなくっ、俺の妹でっ……」

「っ……！」

　その瞬間。割り込んできたラウルに、なぜか、物言いたげな視線を向けるフィノ。

　……武者震いを抑え込むように、ラウルはそのまま言葉を続けた。

「本当にすみませんっ……あいつ、まだ子どもでっ、仕事に慣れてなかったものでっ……」

「……それは、そっちの事情だろ？」

　……けれども。ラウルの弁解を、男は冷たい声で切り捨てる。

「店の側にどんな事情があろうが、客にはそんなことは関係ないんだ。俺様も客商売やってるけど、客に不利益与あたえといて店の都合だから許せだなんて言うのが正しいとは、思わんがね？」

「っ…………」

　手厳しい男の言葉。……それを聞いたとたん、ラウルの心臓がずんと重くなった。

　……たしかに、お客さんの言うとおりだ。くちびるを噛かみしめ、ラウルは胸中で呟つぶやく。新人がやったことだからしかたないだなんて、お店の側が言っていいことじゃない。

　……手足から、すうっと体温が引いていくような感覚。

　自らの認にん識しきの甘さに蒼あおざめるラウルの前で、男があきれたように嘆息した。

「……まったく。店長は美人だし、そこそこ融ゆう通ずうも利きくし、レオンのことは贔屓ひいきにしてたのに、がっかりだ。マジックフォンの対応もひどかったし、店員の教育もなってない。これからは、取引先はアマダに変えるかな……」

　目をすがめ、わざとらしい口調で言い放つ男。

　ぐっと言葉に詰まったラウルは、ややあって……。

　……目の前の男に、深々と頭を下げた。




「──本当に、申し訳ありませんでしたっ……」




　震える[image: ]こぶしをぎゅっと握にぎりながら、ラウルはゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「……今後、こういうことがないよう、スタッフには確認を徹てつ底ていさせますので、どうか、今後とも、取引をよろしくお願いします……」

　そんなラウルの謝罪を、値ね踏ぶみするように見やって……

　……やがて男は、にこりともせず口を開いた。

「……ラウル君。勇者予備校の卒業トロフィーは、まだ、持ってるのか？」

「えっ？」

　……予期せぬ質問に、一瞬、なにを言われたのか分からなくて。

　思わず目を丸くするラウルの前で、男はひょいと、大きな肩をすくめてみせた。

「この世にたったひとつしかない、伝統ある勇者予備校の最後の卒業生の、しかも首席のトロフィー……もちろん、十分な金は払おう。それを俺様に譲ゆずってくれるなら、今回の件は水に流そうじゃないか？」




　──男が持ちかけてきた、その取引に。

　……ラウルの頭は、真っ白になった。




　　　　＊　＊　＊




　すっかり黙だまり込んだまま、乗合竜りゆう車しやの座席に肩を並べるふたり。

　きまり悪げに視線をさまよわせていたフィノが、やがて、おずおずと声を出す。

「……ラウル、本当によかったの？」

「ん……ああ」

　フィノの問いに、ぼんやりと頷うなずくラウル。

　……そんなラウルを見やりつつ、フィノがなんだか申し訳なさそうに顔を上げた。

「でもっ、トロフィーって、ラウルの部屋にあったあのおっきいヤツだろっ？　いつもピカピカに磨みがいてあって、ラウル、あれ、すっごく大事にしてたんじゃないのっ？」

「……いや……あんなもん、単なる置物だし、後生大事に持ってたってしょうがないし……それに、なんか、ちょうどよかったっていうか……」

　……これで良かったんだ、と、ラウルは自分に言い聞かせる。

　勇者予備校を首席で卒業したことは、勇者になれなかったラウルにとってただひとつの誇ほこりで、それを象しよう徴ちようするトロフィーを手放すことがつらくないと言ったらウソになる。……でも、あのトロフィーを手にすることが出来たのは、そもそも、学校に行くための費用を負担してくれた、村のみんなのお陰かげなんだ。

　トロフィー売って手に入る三十万ゴールドと、これまで貯ためてきた十二万ゴールド。そこにキャンセルした剣分の金を足せば、ちょうど五十万ゴールドになる。……父さんと母さんが出してくれた分は、レオンで働いてこれからまた、少しずつ返していこう。

「……だいいち、今回のことはミュリのせいなんだし、べつに、お前が気にすることは……」

　……と。

　なにげなく口にしたラウルの言葉に、フィノはびくっと身を震わせ……やがて。

「……ラウル」

　……ためらうように、目を伏ふせて。

　ラウルの名を呼んだフィノが、なにかを決意したみたいに口を開いた。




「……あのお客さんの袋ふくろ詰づめしたの、ミュリじゃなくて、オレ様なんだっ……」

「えっ……」




　──とつぜんの、フィノの告白。

　目を丸くするラウルの前で、フィノが声を震わせる。

「あのマジカルメモリ見たときから、なんとなく引っ掛かかってたんだけど、お客さんの顔見て、確信してっ……たしか、あのとき、ミュリにはレシートの紙を取りにいってもらってて、オレ様がひとりで会計してたんだっ……」

「お前……」

「ごめんなさいっ……」

　……すっかり言葉を失ってしまったラウルのかたわらで

　うつむくフィノの蒼い瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

「ごめんなさいっ……オレ様のせいかもって、さっきからずっと言おうと思ってたのに、なかなか言えなくてっ、そしたら、よけいに言い出せなくなっちゃってっ……お客さんの前でラウルがミュリの名前出しても、ちがうって言えなくってっ……オレ様、ミュリの先せん輩ぱいなのにっ……」

「フィノ……」

　思わず、ラウルが震えるその肩に触ふれたとたん。

　まるで張りつめていた心の糸が切れたみたいに、少女はわっとラウルに抱だきついてくる。




「ラウルっ、ごめんなさいっ、ごめんなさいっ、ごめんなさいっ……」




　ラウルの胸に顔を埋うずめ、ぼろぼろと涙をこぼしながら何度も何度も「ごめんなさい」をくり返すフィノ。

　とつぜんのことに動どう揺ようしつつ、やがて、ラウルはそっと手を伸のばした。




「……よく、正直に話してくれたな」

　なだめるように少女の背に触れ、できる限りやさしく声を掛けてやる。

　……こいつの身体からだ、俺より、こんなに小さいのに。……俺に怒おこられるかもって、失望されるかもって思ったろうに。さんざん迷って、それでも、こんなに頑がん張ばって、精せい一いつ杯ぱいの勇気を振ふり絞しぼって俺に、ほんとのこと、打ち明けてくれて……。

　──なのに、俺は……。

　……少女と自分を重ねるほどに胸に広がる、どうしようもない後ろめたさ。

　耐たえがたい息苦しさがさざ波のように身体中に広がって、ラウルの手足を痺しびれさせる。

　……ほんと、俺、情けないよな。




「フィノ……ありがとう……」

　泣きじゃくるフィノの体温を腕うでの中に感じつつ、小声でぽつりと独りごちたラウルは今度こそ、心の中で固く決意する。




　──今日こそ、ミュリに、本当のことを言うんだ。




　　　　＊　＊　＊




　なんだか、さっきから騒さわがしいな……。




　アパートの廊ろう下かに立つラウルは、窓の外にちらりと見えた人だかりに一いつ瞬しゆん意識を奪うばわれ……しかし、自室のドアを目にしたとたんに気持ちを切り替かえる。

　自らの胸に手を当て、ラウルはいまいちど、自分に言い聞かせた。

　もう、タイミングだなんてそんな悠ゆう長ちようなこと言ってる場合じゃない。とにかく、ミュリの顔を見たその瞬間に言うんだ。……俺は、勇者じゃないんだって。

　そう、心に誓ちかって。

　大きく息を吐はきながら、ラウルはドアノブに手をかけ……って、あれっ？

　……なぜか、開いている鍵かぎ。

　一瞬違い和わ感かんを覚えたラウルは、しかし、すぐにそれを打ち消した。

　……ま、うちの村、田舎いなかすぎて鍵掛ける習慣ないもんな。夜だって開けっ放しだし、そもそも窓には鍵自体ついてないくらいだし。だから……。

「ミュリ、ただいま……」

　言いながら、ラウルは部屋へと歩み入って。

　魔ま法ほう灯の明かりに照らされた光景を前にしたとたん、凍こおりついた。




　──ミュリのいない、空っぽの部屋。

　中心のローテーブルに無造作に載のっているのは、ブレイブ・アイランドのロゴが入った袋ふくろと、昨日ミュリが売店で買ったと思おぼしき一冊の本……。




『特集・勇者制度廃はい止しから二年』

『付録・勇者完全名めい簿ぼ　～第１回から最終第１３１回までのすべての勇者を網もう羅ら』




　──テーブルの上に置かれた『勇者年ねん鑑かん』の表紙に躍おどる文字を目にして。

　……ラウルは、ミュリがついに真実にたどり着いてしまったことを悟さとった。




　　　　＊　＊　＊




「あれっ、ラウル、どうした……」




「ミュリがいなくなっちまったんだっっっ！！！！！」




　あわてて部屋を飛び出し、転がるように階段を駆かけ下りて。アパートの前でたまたま出くわしたフィノの肩かたを掴つかむなり、ラウルは取り乱したように叫さけぶ。

「あいつっ、俺のこと勇者だと思っててっ、でも、そうじゃなかったって知ってっ、ショックで家を飛び出してっ、いなくなってっ……」

　──……俺のせいだっ。ラウルの心臓が、罪悪感にぎりぎりと締しめつけられる。

　俺がもっと早くほんとのことを話してれば、ミュリはっ……！

「ら、ラウルっ、ど、どういうことっ……」

　ラウルの言葉に、すっと顔色を変えるフィノ。

　……そんなふたりのすぐそばを、若い男たちがばたばたと走り抜ぬけて行った。




「なんか、あっちに魔人が出たらしいぜ？」

「ああ、道に穴が開いてるってっ……」

「子どもの叫び声が聞こえたってことは、やっぱり、例の誘ゆう拐かい事件……」




「……ラウルっ」

　ラウルを見上げるように、蒼あおざめた顔を向けてくるフィノ。

　胸がざわめくのを感じつつ、フィノの肩から手を離はなしたラウルが駆け出した。

　まさか、さっきから集まってたあの人だかりはっ……！




　──息せき切って、野次馬たちの中へと飛び込んで。

　集まる人々を押しのけるようにして前に出たラウルは、はっと息を呑のんだ。




　路面をえぐる焼けた穴と、ふわりと落ちた見覚えのある色のリボン。

　そして、魔法灯の明かりを受けてきらきら光る、石いし畳だたみに散らばった金属の欠片かけら……。




「ち、ちょっと！　勝手に入らないでくださ……っ!?」

　現場保存のために張られたテープをためらいもなくくぐったラウルを、あわてて制止しようとする女性警官。しかし、少年のただならぬ気き迫はくに押されたように、彼女はそのまま黙だまり込んでしまう。

　拾い上げた金属片に刻まれた、見覚えのある文字。

　それを目にしたとたん、ラウルはぎりぎりと歯ぎしりした。

　──すべて拾い集めれば、おそらく『勇者ラウル』となるだろう破片たちは、ブレイブ・アイランドでミュリが作っていたストラップの──。




「……くそっっっ！！！！！」

　身体の中が燃えたぎるような、目も眩くらむほどに激しい怒いかり。

　一度拾い上げたその破片を、ラウルはいらだちを込こめて足あし下もとへ叩たたきつける。

　……と。




「っ……!?」




　光る破片が石畳に跳はねて転がり込んだその先。

　路地の暗がりに、なにか、黒いかたまりが落ちていて……。




　──反射的に、駆け寄って。

　それを拾い上げた瞬間、ラウルははっとしたように目を瞠みはった。








　第五章「勇者になれなかった俺は真実を話すことを決意しました」




「すみません、こんな時間に呼び出してっ……」

「ううん、ちょーど、まだ、庁舎にいたし、ラウルさんのお願いだったら、いつでも聞いちゃうよー？」

　……ラウルたちのアパートのすぐ近く、ミュリがさらわれたと思しき路地。

　ラウルの連れん絡らくを受けて駆かけつけてきた制服姿の美少女は、珈琲色の髪かみを搔かきあげながら片目をつぶってみせた。

「代・わ・り・にっ、この次はラウルさんが私のお願い、聞いてくれる番だからねー？」

　甘えるような上目づかいでウインクするなり、額のゴーグルを引き下げて。

　魔法科学技術省所属の違い法ほうマジックアイテム捜査官エージエント、ソニア・マジックゲートはにわかに真しん剣けんな表情を浮うかべると、手て渡わたされたその腕うで輪わ型のアイテムを検分し始める。

　……ややあって。

　魔法構文マジツクプログラム可視ゴーグルを持ちあげたソニアが、ふうっと小さく息を洩もらした。

「……大正解。これ、間ま違ちがいないよー。この魔法構文マジツクプログラムと機構なら、たしかに、魔人の魔法を再現できるハズ。……もっとも、あくまで見た目だけ、だけどねー？」

「やっぱり……っ！」

　ソニアの言葉に大きく頷うなずくラウル。

　そんな少年を見上げ、ソニアが感心したように呟つぶやいた。

「でも、よく、これがそーいうモノだってこと、分かったねー？」

「はい。……じつは、俺たち、ちょっといろいろあって、これまで何度か魔人の魔法を見る機会があったんですけど、その……今回は、なんか、変な感じで……」

「光の色とか、威い力りよくも弱いしっ……それにねっ、『匂におい』がしなかったんだっ！」

「に、『匂い』っ？」

　思わずオウム返しするソニアの前で、こくんと頷くフィノ。

「大人の魔人が魔法を使うと、トクベツな匂いがするんだっ……！」

「魔人の高圧魔力は空気を絶ぜつ縁えん破は壊かいするから、魔人が魔法使うとオゾンが出るんです。たぶん、こいつが言ってるのは、そのことだと……」

「なるほどねーっ……」

　ラウルの補足に、納なつ得とくしたみたいに目を瞬またたかせ、腕を組んだソニアが「んーっ」と小さく唸うなった。

「でも、つまりこれって、ウワサの連続魔力持ち児童誘ゆう拐かい事件の犯人が魔人じゃなく、違法アイテム使って魔人のふりをしてる人間ってことだよねー？　ってことは……」

「ソニアさんっ、なにか心当たりがあるんですかっ!?」

「心当たり、っていうかぁ……」

　思わず声をうわずらせるラウルの前で、少しだけ口ごもり……

　やがて、ソニアはなんだかばつの悪そうな顔で、言葉を続ける。

「……ラウルさんも、《魔力奴ど隷れい》って、聞いたことあるよね？」

「魔力……奴隷っ!?」

　ソニアが口にしたその単語に、ラウルの背筋が、ぞくりと粟あわ立だった。




　──《魔力奴隷》。大金持ちや王おう侯こう貴族の邸てい宅たくなどで飼われ、ただ奴隷として働かされるのみならず、彼らの快適な生活を支えるために巨きよ大だいクーラーや遊具といった大型マジックアイテムの動力として酷こく使しされる非人道的な存在。

　……パナソニア大陸にマジックアイテム革命が起こってから、魔力の確保はいつだって人々の最大の関心事だった。平均５キロバイルしかない人間の魔力はマジックアイテムを使う上で大きな制約となり、魔力車や魔力飛行船といったものはほとんど作られていない。たった５キロバイルの魔力じゃ、自分の体重すら相そう殺さいすることは出来ないんだ。

　金属を精製したりするような工業プラントでは、一度に大量の魔力を得るため大型ドラゴンが飼われてたりするけど、魔力圧の関係で専用の設備が必要なうえ、餌えさ代などを考えれば決して燃費がいいとは言えない。それよりずっと省スペースで、高効率で、人間と魔力圧が変わらない《持ちしものホルダー》たちが動力として重宝されるのは当然で……でもっ！

「確かにウワサには聞いたことありますけど、これまでニュースになったこともないし、《魔力奴隷》だなんて、俺、てっきり都市伝説だとっ……」

「ううん。……残念だけど、ほんとにある話なの」

　ラウルの言葉に、首を振ふるソニア。

「もちろん、エヴァレッド連合王国内での人身売買は重罪ってことになってるけど、王都から離れた加盟国じゃ同盟法なんて機能してないトコの方が多いし、中には王家が率そつ先せんして《魔力奴隷》を使ってるよーな国もあるから、政治的な理由で禁忌タブーになってて……」

「くそっ……！」

　ソニアが口にした無情な言葉。非情な現実に、ラウルは思わず吐はき捨ててしまう。

　俺のせいでミュリがっ、そんな危険な目にっ……！

「……でも、それなら、妹さんはたぶんまだこの王都か、王都周辺に閉じ込められてるハズだよねー……いくらなんでも、この王都で人身売買なんてリスク大きすぎだしー、ひとりさらうごとに他の街に連れてくんじゃ、効率悪いしー……」

　考えをまとめるように、腕うでを組んで独りごちるソニア。

「きっと、ある程度頭あたま数かず揃そろえたとこで、一気に運ぶつもりで……だとすると、輸送用の大型竜りゆう車しやや船なんかに検問掛かけるしかないけど、協力してくれるかなあ……」

　ソニアの言葉に、ラウルはぎりりと奥歯を噛かみしめる。

　ミュリはきっとまだ、この王都のどこかにいる。でも、倉庫に事務所、地下室や、もしかしたらごく普ふ通つうのアパートの一室まで、王都には人を隠かくす場所はいくらだってある。手がかりもなくミュリを捜さがすのは、まるで砂すな浜はまで一ひと粒つぶの砂を見つけるようなもので……と。

　なにかを考えこんでいたフィノが、不意に、顔を上げた。

「ラウルっ、オレ様が囮おとりになるっ……！」

「へっ？」

「えっ？」

　その言葉に、ラウルとソニアは目を丸くし──。







「どうだっ!?　これなら、さらわれそうっ!?」

　──ツインテールにした銀色の髪に、袖そでの膨ふくらんだワンピース。

　囮宣言の直後、呆あつ気けにとられるふたりを尻しり目めにアパートへと駆け込んだフィノは、やがてぱたぱた駆け戻もどってくるなり、ラウルとソニアを上目づかいに見て問いかける。

「な、なんてゆーか……」

「……思ったより違和感、ないかもー……」

「本当っっっ!?」

　……どうやらブレイブ・アイランドの売店で購こう入にゆうしたらしい、マオーくんの顔形ぬいぐるみリュックサックをぎゅっと両手で抱だきしめ、フィノが目を輝かがやかせた。

「発信器になってる社員章も、ちゃんとつけてきたし……あとは、さらわれるだけだな！」

「……とは、言ってもー……」

　自信満々のフィノを見下ろし、ソニアが困ったように髪を搔きあげる。

「そーうまく、さらわれるかなあ……王都も広いし、向こうだって四六時中誘拐ばかりしてるワケでもないだろうし、かなりの長期戦になっちゃうかもしれないよー……？」

「でも、他に手がかりないんだしっ……オレ様っ、さらわれるまで頑がん張ばるぞっ!?」

　決意に満ちた表情で言い放つフィノ。そんな少女の言葉に、迷っていたラウルも声をあげた。

「ソニアさんっ、これまでに事件が多発してる場所って分かりませんかっ？　そのっ、少しでも、確率が高いところにっ……」

「う、うんっ……！」

　ラウルの言葉に頷くなり、ソニアはポケットからマジックフォンを取りだして、

「まだログが庁舎に残ってるハズだから、すぐに調べさせるねーっ？　……っと、もしもし、ログっ？　って、もうっ、寝ねてたのーっ!?　お・し・ご・と、だよっっっ!?」

「すみませんっ、助かりますっ……」

　即そく座ざに部下とコンタクトを取ってくれるソニアに礼を言い、ラウルはふと、かたわらのフィノを見下ろした。

「フィノ、ごめんなっ……いまは、お前に頼たよるしかなくってっ……」

「ううんっ」

　……申し訳なさそうなラウルの言葉に、フィノはツインテールを揺ゆらして首を振る。

「オレ様なら、平気。少なくとも、あいつらが奴隷商人なら誘拐した貴重な魔ま力りよく持ちの子ども、殺したりはしないんだろ？」

「そりゃ、そうだろうけど……でも、どんな目に遭あわされるかは分からないしっ……」

「大だい丈じよう夫ぶだってっ！」

　腕にリュックサックを抱かかえたまま、フィノはまっすぐラウルを見上げ、

「だって、ラウルがすぐに、助けに来てくれるんだからなっ！」

　──少しの迷いもなく、きっぱりと言い切るフィノ。

　思わず息を呑のむラウルの前で、フィノはふっと微笑ほほえんでみせる。

「ぜったい、ミュリのこと助けようなっ……大丈夫、ラウルなら、ぜったいだっ！」

　ラウルを勇気づける、フィノの強い信しん頼らいに満ちた言葉と笑顔。

　つい、どきっとしてしまったラウルは、照れを隠すようにあわてて声をあげる。

「て、ていうかお前っ、そのリュックの中身、いったいなんなんだっ？」

「ふふっ、ヒミツっ！」

　そんなラウルの問いに、フィノはイタズラっぽく笑って……と。

「ＯＫっ、ログっ、ご苦労さまっ！　……ラウルさんお待たせっ、分かったよーっ!?」

「ソニアさんっ、ありがとうございますっ！」

　マジックフォンを切ったソニアに、ラウルは思わず駆け寄った。

「警察の資料によればねー、誘拐が、多発してるのは……てっ？」

　……と。言いかけたソニアが、不意に言葉を切り、

「ソニアさんっ、どうしたんですか？」

「え、ええとっ……ふ、フィノさん、どこにいったのーっ？」

「へっ!?」

　おずおずと訊たずねるソニアの言葉に、周囲を見み渡わたし……ついさっきまでそこにいたはずの少女の消失に、ラウルは目を丸くする。

「って、ちょっ、ま、まさかもう、誘拐っ……」

「……された、っぽい、の……かも……？」

　……いつの間にか取りだした受信器に、アッシュグレイの瞳ひとみを向けて。

　西に向かってすごい速度で移動する光点……フィノの社員章が発する魔力波を追いながら、なんだか呆気にとられた顔のソニアが呟いた。




　　　　＊　＊　＊




　……ゆったりと、身体からだが大きく揺れるような感覚。

　──薄うす暗ぐらい建物の中の、鉄てつ格ごう子しで仕切られた小さな部屋。

　赤い目をした黒尽ずくめの男に腕を掴つかまれ、なにかびりっとするものを首に押し当てられたとたん、ふっと意識が遠くなって……気づいたときには、ここに放ほうりこまれていて。

　どうやら、目の前の通路に面して同じような部屋がいくつもあるらしく、そこかしこから子どものすすり泣きが聞こえてくる。

　狭せまい部屋の隅すみにうずくまったまま、ミュリは目を伏ふせた。

　──お兄ちゃんは、勇者じゃなかったんだ……。

　心の中で呟つぶやきながら、ミュリは膝ひざを抱える腕に、ぎゅっと力を込こめた。




　……ほんとは、勇者なんて大だい嫌きらいだった。

　小さい頃ころから勇者に夢中だったお兄ちゃんはいつだって勇者、勇者で、ミュリのことなんてちっとも構ってくれなくて。だから、ミュリはずっと、お兄ちゃんなんて勇者になれなければいいのにって思ってた。……なのに、そんなミュリを、お兄ちゃんは勇者になるために身につけた力で助けてくれた。

　村が盗とう賊ぞく団に襲おそわれたあの日、鉄の檻おりから助け出された瞬しゆん間かんから、ミュリの中でお兄ちゃんは絶対になった。

　お兄ちゃんは誰だれよりもすごくって、誰よりも正しい。

　そんなお兄ちゃんがぜったいに勇者になるって約束してくれたから、まわりのみんながなんて言おうと、ミュリはぜったいにお兄ちゃんを信じようと思った。……だけど。

　……お兄ちゃんは誰よりもすごくって、誰よりも正しいはずなのに。

　お兄ちゃんは、お手紙をくれなくなった。

　そして、村のみんなは、よくないウワサをし始めた。

　……ううん、お兄ちゃんは誰よりもすごくって、誰よりも正しいんだ。

　それでも、ミュリはお兄ちゃんを信じた。……むしろ、自分の中の気持ちが揺らぎそうになるのが怖こわくて必死に信じ込もうとした。そうやって、村のみんなや両親と衝しよう突とつして、家を飛び出して、王都まで来て。

　久しぶりに会ったお兄ちゃんはやっぱり、誰よりもすごくって……でも、なんだか勇者じゃないような気がして。

　募つのる不安に耐たえかねて、遊園地でこっそり買った『勇者年ねん鑑かん』。

　それを目にしたとき、見ちゃいけないって、心の中でなにかが騒さわいだ。

　……そこにお兄ちゃんの名前がないことは、なんとなく、分かってたのに。




　──誰よりもすごくって、誰よりも正しいはずのお兄ちゃんは、ぜったいに勇者になるっていうミュリとの約束を破ってて。

　これまでずっと頑かたくなに信じてきたものが崩くずれ落ちたミュリはもう、どうしていいか分からなくなった。




　……暗い廊ろう下かに不意に響ひびく、どこかおぼつかない足音。

　部屋の隅で膝を抱えたまま、ミュリは見回りに来た男の顔にちらりと視線を向け……思わず目を丸くする。

「魔人じゃ……ない……？」

　つい、ミュリの口から洩もれる言葉。それを聞きつけたように、ミュリの牢ろうの前で足を止めた男が、ほんの先ほどまで赤かったはずの目をすがめてニヤリと笑った。

「……魔力持ちのガキは使い道が多くて、売り飛ばすと、いーい金になるからなァ」

　……どうやら、酒でも飲んでいるらしく。赤い顔をした男は鉄格子に腕を押し当てるようにもたれつつ、ミュリを見下ろして得意げに口を開く。

「ただ単にお前らを狙ねらったんじゃすぐ足がついちまうだろーが、魔人の仕し業わざとなりゃあ話はべつだ。あいつらがなに考えてるかなんて人間様にゃあわからねえから、詮せん索さくもされねェし、いーい目くらましになるってわけさァ。どうだ、うちのボス、頭いいだろー……？」

　言いながら、懐ふところから取りだした小さなボトルのコルク栓せんを抜ぬくなり、その中身をぐいと呷あおって……手の甲こうで口を拭ぬぐった男が鼻を鳴らした。

「お前らはな、これから、とおーい国に売り飛ばされるんだよ。……へへっ、人よりちっとばかし多い魔力を持って生まれたうえに、おれたちの魔力レーダーに引っ掛かかったのが、運の尽つきだったな……」

「っ……」

　身を強こわ張ばらせるミュリの前で、下げ卑びた高笑いを響かせながら去って行く男。

　ぎゅっと膝を抱きしめたミュリは、そのまま、膝の間に顔を埋うずめた。




　　　　＊　＊　＊




「間ま違ちがい、ないね……」

　確かく認にんするように受信器を覗のぞき込み、大きく頷うなずくソニア。

「フィノさんが運び込まれたの、たぶん、あそこだよ……っ？」

「あの中に、ミュリがっ……」

　むっとするような湿しめった空気と、鼻をつく、きつい潮しおの匂におい。

　ソニアの言葉を受け、顔を上げたラウルは思わずくちびるを噛かんだ。

　──とうに深夜を回った、人ひと気けのないエヴァレッド港。月明かりに照らされた埠ふ頭とうの隅に止められているのは、全長四十メートルほどの中型船。

　錆さびた金属の外がい壁へきで覆おおわれた外見はいかにも普ふ通つうの貿易船で、波止場に並ぶ他の船に完全に埋まい没ぼつしており……しかし、こんな時間にも拘かかわらず、外甲かん板ぱんの上にはちらちらと動く人ひと影かげが見える。

　くそっ、道理で……！　船の背後に横たわる島……つい先日訪おとずれたばかりの王都ブレイブ・アイランドを見やりつつ、ラウルは胸中で吐はき捨てた。アジトからこれだけ近ければ、ブレイブ・アイランドあそこでやつらに襲われたのも当然だろう。……あのときすぐあいつらを追ってれば、こんなことには……！




「──すぐに、突とつ入にゆう出来ればいいんだけど……」

　係留杭くいに繋つながれた船の様子をうかがいながら、ソニアは困ったように呟く。

「いちおう海上警察の方には連れん絡らく取ったんだけど、やっぱり確実な証しよう拠こがないと、おおっぴらには動けないんだよねー……」

「っ……」

　そんなソニアの前で、ミュリやフィノたちが捕とらわれていると思おぼしき船を睨ねめつけていたラウルが口を開いた。

「……俺が乗り込んで、証拠を見つけてきます」

「えっ……で、でもっ、いったいどうやって潜せん入にゆうするつもりなのーっ？」

　そのとたん、アッシュグレイの目を丸くするソニア。

「あの船、けっこう高さあるし、梯子はしごも外されちゃってるし、まさかあの係留ロープを伝ったりとか、船体をよじ登るってワケには……って、ラウルさんっ!?」




　──そんなソニアの言葉も半ばに、物もの陰かげから飛び出して。

　まっすぐに走りながら、ラウルは手にした剣けんに《魔法回路サーキツト》を組み上げる。

「──《起動ブート》っ！」

　起動命令とともに、魔ま力りよくを帯びて輝かがやきはじめる剣。

　次の瞬間、波止場の係留杭を蹴けったラウルが、船目め掛がけて大きく跳とんだ。




　まるでケーキに沈しずむナイフのように、甲板にほど近い船体上部にめり込むラウルの剣。

　楔くさびにした剣を手がかりに、ほとんど腕うでの力だけで身体を持ちあげたラウルは甲板のふちへと手を伸のばし、一瞬後、仄ほの白じろく光る剣を引き抜きながら軽かろやかに外甲板へ立つ。

「なっ……」

　とつぜん現れたラウルの姿を目にしたとたん、外甲板にいた男が目を丸くした。

「だ、誰だっっっ!?」

　威い嚇かくするような声とともに男が向けてきたもの……鈍にび色いろの拳けん銃じゆうを目にしたとたん、ラウルは胸中で呟く。……やっぱり、この船で正解みたいだ。

　動どう揺ようした男が態度を決めかねている間に、一気にその懐へと踏ふみ込んで。

　一瞬のうちに男の腕をねじふせて拳銃を奪うばったラウルは、男の顎あご目掛けて思いきり前ぜん腕わんを打ち込んだ。

　その瞬間、声もあげずにがくりと落ちる男。──と。

　……不意に、背後に気配を感じて。

　すかさず避よけたラウルの足あし下もとで、弾はじけた光球が木製の甲板を焦こがした。

「っ!?」

　反射的に顔を向けたラウルの目に飛び込んでくるのは、月明かりに浮うかびあがる銀の髪かみと、ぎらぎら輝く赤い瞳。

　片手に魔力の光をまとわせた男は、ふたたび、ラウルに向かって光球を放つ。

　……けど、ニセの魔人の魔法なんて、わざわざ避けるまでもない！

「《出力上昇レイズ》っ──！」

　輝きを強めた剣の一いつ閃せんの前に、あえなく霧む散さんする光球。

　威嚇が通じないことに気づいた男は、その白い面おもてに魔人らしからぬ表情を浮かべ……。

　そんな男に詰つめよるなり、ラウルはそのみぞおちに思いきり、剣の柄つかをたたき込んだ。







「やっぱり、ラウルさんって、ただものじゃないかもっ……！」

　ラウルが下ろした梯子から、甲板へと引っ張り上げられて。上目づかいにラウルを見ながら、ソニアは感極きわまったように声をあげる。

　甲板に降り立ったソニアは額のゴーグルを下ろすなり、転がるふたりの男を一いち瞥べつし……顔を白く塗ぬりたくり、銀色のかつらの下から黒い地毛を覗かせたニセ魔人の前に膝をつくなり、その懐を探さぐりはじめた。

「んー、魔人の魔法を真ま似ねっこする腕うで輪わに、指先に光をまとわせる手て袋ぶくろと、拳銃と、広こう範はん囲魔力レーダーと、ショックガンと……これだけでもじゅーぶん逮たい捕ほできる感じのラインナップだねーっ？　これでこの船を強制捜そう査さするための口実、十分ってゆーか……」








[image: ]








「ソニアさんっ……」

　……と。

　独りごちるソニアの前で、ラウルは思いつめたように口を開く。

「そのっ……俺、やっぱり、すぐにでも、あいつらをっ……」

　どこかそわそわしたように、船倉への入り口へまなざしを向けるラウル。

　そんな少年の視線に、ゴーグルを持ちあげたソニアがくすっと微笑ほほえみながら頷いた。

「やっぱり、黙だまって待ってるなんて無理だよねー……ＯＫ、バックアップの方は任せといてーっ？　……気をつけてね、ラウルさん」

「ありがとうございますっ……！」

　ソニアに礼を言うなり、ラウルはきびすを返し……

「あっ、ラウルさんっ、ちょっと待ってっ？」

「っ!?」

　思わず、足を止めて。

　怪け訝げんな顔で振り返ったラウルへとソニアが差し出してきたのは、先せん端たんにボタンらしき物がついた、円えん筒とう形の……っ!?

「こ、これっ、こいつが持ってたショックガンっ……！」

「せっかくだし、持って行きなよーっ」

　戸と惑まどうラウルに、あっけらかんと答えるソニア。……って!?

「いやいやいやいやいやっっっ！　これっ、違い法ほうアイテムだしっっっ！　いくらなんでもマズイっていうかっ！！！」

「大だい丈じよう夫ぶ、だいじょーぶ、トクベツに、私がお目こぼししてあげるからーっ！」

　ウインクなんてしながら、ソニアはふふっと笑ってみせる。

「魔物や魔人と戦うんじゃないんだから、魔法剣けんで相手を殺さないように手加減して戦うのって、けっこー難しいでしょー？　いくらラウルさんだって、常にそんな余よ裕ゆうのある戦いできるとは限らないしー、使えるモノはなんでも使って効率化しなきゃ。ねー？」

「……っ……ありがとうございますっ……」

　……ソニアの言葉に、ラウルはあらためて礼を言い、

　受け取ったショックガンを懐ふところにしまうやいなや、手にした剣へ指を走らせる。




「《起動ブート》っ──《出力上昇レイズ》、５０００Ａアンペイルっ！」




　甲板を蹴りつつ、すっかり唱え慣れた起動命令を口にして。

　船倉の入り口にある鍵かぎの掛かかった分厚い扉とびらを、ラウルの魔法剣が紙のように切り裂さいた。




　　　　＊　＊　＊




　──なんか、もう、疲つかれちゃったな……。

　牢ろう屋やの片かた隅すみで膝ひざを抱かかえたまま、夢うつつにミュリは思う。

　ずっと信じてたお兄ちゃんは、誰だれよりもすごくも、誰よりも正しくもなかったから。

　もう、ミュリなんて、このまま、どうなっても……。




「ミュリっっっ！！！！！」




　──ふと、聞き覚えのある声に名前を呼ばれて。

　がばっと顔を上げたミュリは思わず、うわずった声をあげた。




「……ふ、フィノお姉ちゃん……っ？」

　……見覚えのあるさらさらした銀色の髪と、蒼あおい瞳ひとみ。

　いったい、いつの間に現れたんだろう。子どもっぽいワンピースに身を包み、ツインテールに髪をまとめた少女が向かいの部屋の格こう子しを握にぎりしめ、なんだかほっとしたような顔でミュリを見つめていて……っ!?

「オレ様っ、ミュリに謝らなきゃいけないことがあってっ……ミュリを助けるために、わざとさらわれたんだぞっ？」

　ミュリと目が合った瞬しゆん間かん、鉄格子の隙すき間まから片目をつぶってみせる銀ぎん髪ぱつの少女。

「ミュリとはちょっと違ちがうけど、オレ様も魔力持ちだったから、こうやって子どもに変装して囮おとりになったんだ！　……けど、もう少し時間掛かるかと思ったら、案外スムーズにさらわれてびっくりしたぞっ？　まあ、こいつらも、なかなか目が高いというかっ……」

　って、そ、そんなこと言ってる場合じゃっ……！

　……場違いなほど余よ裕ゆう綽しやく々しやくなフィノの態度に、思わず口をぱくぱくさせるミュリ。

　そんなミュリの前で、フィノが明るい声で言い放つ。

「安心しろ、ミュリ！　すぐに、ラウルが助けに来てくれるっ！」

「……っ」

　その言葉に、ミュリは一瞬、大きな目を丸くして……

「……無理だよ」

　……ややあって。力なく目を伏ふせたミュリが、小さく頭かぶりを振った。

「だって、お兄ちゃんは勇者じゃないんだもん……お兄ちゃんは……」

　そう口にしたとたん、鼻の奥がつんとして、視界がじわっと滲にじんで……。

　……いまにも泣き出しそうになるミュリを、なんだかあきれたように見やりながら。

　フィノは「……なあんだ」と呟つぶやくなり、肩かたをすくめてみせた。

「……ミュリは、ラウルのことならなんでも知ってる先せん輩ぱいだって言ってたくせに、ほんとはラウルのこと、なんにも知らないんだな」

「っ……？」

　その瞬間、思わず顔を上げたミュリの視線が、フィノの視線とぶつかって。

　目が合った瞬間、蒼い目に強い光を浮かべたフィノが、微笑みとともに言い放った。

「いいか、ミュリっ！　ラウルは強くて、カッコよくって……すごいヤツなんだぞっ！！！」




「ミュリっっっ──！！！！！」




　その瞬間、ミュリの耳に飛び込んでくる、よく知った声。

　息せき切って駆かけ込んできた少年は、輝かがやく剣けんを握りしめたまま、真剣な面おも持もちでまっすぐにミュリを見つめ……。

　まばゆく光る剣の軌き跡せきが視界を過よぎったとたん、紙切れみたいに切り裂かれて床ゆかに落ちる鉄の棒。




　──格子の残ざん骸がいの間から差し出された少年の手を、すり抜ぬけるように。

　弾はじかれるように立ち上がったミュリは、ラウルの身体からだに思いきり抱だきついた。




　　　　＊　＊　＊




「ちょっ、お、おいっ、ミュリっ、離はなれろってっ！！！」

「っ……お兄ちゃんっ……おにいちゃんっ……」

　──ソニアから借り受けたショックガンで誘ゆう拐かい犯たちを次々に気絶させつつ、ようやくたどりついた船の最深部。

　高出力の魔法を乗せた剣で鉄格子を破り、どうにか牢から救い出したものの。胸にすがりついたまま離れようとしないミュリに、ラウルは困ったように頭を搔かく。……と。

「みんなー、助けに来たよーっ？」

　ラウルの後を追うように鉄格子が並ぶ通路へ駆け込んで来たのは、珈琲色の髪かみの毛をなびかせた制服姿の美少女。

「ソニアさんっ！！！！！」

「ふふっ、早かったでしょーっ？」

　ラウルの声に、ぱちんとウインクして見せるソニア。

　彼女のあとに続く十人ほどの警官の姿に、ラウルは思わずほっと胸を撫なで下ろしてしまう。……さすがはエリート捜査官エージエントのソニアさん、違法アイテム捜査官エージエントの権限を駆く使しし、さっそく海上警察の協力を取り付けてきたらしい。

　たちまち、手にした魔ま法ほう銃じゆうで子どもたちが捕とらわれた牢の鍵を壊こわし始めるソニアたち。……と。ラウルの背後で、フィノがじれたような声をあげた。

「ラウルっ、オレ様もっ、早く出してーっ!?」

「フィノっ！　み、ミュリっ、そのっ、ちょっと待ってろっ、なっ？」

　なだめるようにぽんぽんと頭を叩たたいてやりながらミュリを引き離し、フィノの牢へと向き直ったラウルは、ふたたび剣を構え直す。

「──《出力上昇レイズ》っ！」

　ちかりと光が走って、軽々と両断される牢の錠じよう前まえ。

　扉を押し開けてやると、中にいたフィノが、なんだか不ふ機き嫌げんそうに頬ほおを膨ふくらませた。

「ずるいっ……ミュリのときは鍵じゃなく、鉄格子ごと切ってたのにっ……」

「あ、あれは、ミュリを見たとたん頭が真っ白になっちまって、鍵に気づく余裕がなかったっていうかっ……」

「あっちの方が、カッコよかったっ……」

「って、そ、そんなこと言ってる場合じゃねえだろっ!?」

「……へへっ、冗じよう談だんだぞ？」

　言いながら、にっと笑ってラウルに抱きついてくるフィノ。

「ラウルっ、ありがと……っ!?」




　──と。

　その瞬間、不意に、ぐらりと船が、大きく揺ゆれて──。




「～っっっ！！！！？」

「きゃっ！！！！？」

　いきなり、45度を超こえるような急角度に傾かたむく船内。

　バランスを崩くずしたラウルは思いきり尻しり餅もちをつき、そのまま、ずるずると下にすべり落ちそうになる。

「って、ミュリっっっ！！！！！」

「お兄ちゃんっ……！」

　あやうく鉄格子を掴つかんだラウルの目の前で、通路の先の方へとすべっていくミュリ。

　あわてて伸のばした手は間に合わず、思わず叫さけんだラウルがミュリの後を追おうとしたとたん、何者かがミュリの腕うでを掴んだ。

「……っ!?」

「ミュリっっっ！！！！！」

　──薄うす汚よごれたシャツに、よれよれの革かわベスト。

　誘拐犯の一味らしい男はミュリを乱暴に引き寄せるなり、通路の奥へ消えてしまう。

「くそっ……！」

　……ほんの一瞬目に映った、いまにも泣き出しそうなミュリの顔。

　ぎりぎりと、強く奥歯を噛かみしめて。

　剣を構えたラウルは、元どおり水平になった船内の奥へと駆けた。




　　　　＊　＊　＊




「「ミュリっっっ！！！！！」」

「寄るなっ！　このガキがどうなってもいいのかっ!?」

　──牢が並んでいた船倉から一枚上の甲かん板ぱん。

　階段を駆け上って飛び込んできたラウルとフィノが声をあげるなり、錆さびた鎖くさりや碇いかりが乱雑に散らばる部屋の中央で振ふり返った男が、ミュリを抱えたまま大声で怒ど鳴なる。

「お兄ちゃんっ……」

　頭に銃を突つきつけられ、涙なみだ目めでラウルを見やるミュリの姿。……と。

「大人しくなさいっっっ！！！！！」

　ラウルたちを追いかけてきたソニアが魔法銃を構え、後ろから威い嚇かくするように叫んだ。

「キミたちが魔人のフリして子どもをさらってたの、分かってるんだからねーっ！　応おう援えんの警官も呼んであるし、もう逃にげられないよーっ？　諦あきらめて、大人しく捕つかまって……」

「誰だれが捕まるかよっっっ！！！！！」

　ソニアの言葉をさえぎるように、ミュリの足あし下もとを銃で撃うつ男。

「俺はぜってー、このガキを人ひと質じちに逃げ切ってやるぜっ！　この銃にはまだ、たっぷり弾たまが残ってんだぞっ？　このガキの命が惜おしけりゃ、武器を捨てるんだっ！」

「っ…………」

　ミュリの首に太い腕をまわし、男は自じ暴ぼう自じ棄きに喚わめき立て……。

　……悔くやしさに目の奥が赤くなるのを感じつつ、言われるままに剣を落とすラウル。……そんなラウルに従うように、くちびるを噛んだソニアも黙だまって手の中の魔法銃を投げ捨てた。




　──不意に、船内に鋭するどい銃声が響ひびいて。

　一いつ瞬しゆ後、ラウルの右みぎ肩かたをひどく熱い感覚が襲おそう。

「っ……！！！？」

「ラウルっっっ!!」「ラウルさんっっっ!?」「お兄ちゃんっ……!!」




　かたわらでラウルの名を叫ぶフィノとソニア。

　ショックのあまり目を見開くミュリの首を掴んだまま、ラウルの肩を撃った男が楽しげに笑った。

「ははっ！　ざまあみろ！　さっき、俺の腹を殴なぐってくれた礼だっ！」

　くそっ、そういや、こいつっ、さっき外甲板で魔人の格好してたやつかっ……！

　……おそらく、ソニアが応援を呼びにいってる間に目を覚まして逃げ出したんだろう。肉を大きくえぐられ、まるで心臓が移動してきたかのようにずきずきと痛む肩を押さえつつ、ラウルは思わず舌打ちしてしまう。

　痛みのあまり、くらくらする頭。

　よろめくように後ずさったラウルの靴くつの下で、踏ふみつけた鎖の山が小さな音を立て……。

　……その瞬間。

　はっと息を呑のんだラウルが、僅わずかに目をすがめた。




「さあ、次はいったい、どこを撃ち抜いてやろうか……？」

　蒼あおざめた顔で歯噛みするラウルを見やり、ニヤリと顔を歪ゆがめる男。

「……このガキの命が惜しけりゃ、避よけるんじゃねえぞ？」

「お兄ちゃんっ……！」

　ラウルの視界の中、泣きそうな顔で叫ぶミュリ。

　高らかな哄こう笑しようとともに、男はまた、ラウルに照準を合わせる。

　……いまだっ！




　男の銃口がミュリから外れ、ラウルの心臓へと向けられた、その瞬間。

　不意に、ラウルの足下から、まばゆい光が湧わき上がった。




「──《起動ブート》っ！」




「なっ……！」

　──店のエアコンに魔力を供給するための鋲びようが埋うめ込まれた、スタッフ用の魔導靴。

　ラウルに踏みつけられ、靴底を通して魔力を注がれた足下の鎖は青白い輝きを帯び、ミュリを人質にした男目め掛がけてまっすぐに伸びていく。




「くっ、くそっっっ！！！！？」

　ミュリを抱かかえたまま、生き物みたいにうねる鎖へ向かってあわてたように銃を撃つ男。

　しかし、魔法を帯びた鎖はびくともせず、じゃらじゃらと男の足へと絡からみついて……。

「っ……！」

　……予期せぬ出来事にすっかり動どう揺ようする男の隙すきをつくように。

　不意に視線を落としたミュリが、自分の首にまわされた男の腕へ、思いきり噛みついた。




「うわっっっっっ！！！！！？」

　とつぜんの激痛に叫び声をあげ、ミュリを振り解ほどこうとする男。

　その隙に、踏みつけていた鎖から足を離はなしたラウルが床ゆかを蹴けり、一気に距きよ離りを詰つめる。




「食くらえっ──……っ！！！！！」




　輝きを失った鎖を飛び越こえつつ、反動をつけるように腕を引いたとたん、撃たれた肩に走る信じられないような激痛。

　……それでも。

　渾こん身しんの力を込こめ、ラウルは目の前の男の腹にふたたび、その拳こぶしをたたき込んだ。




　　　　＊　＊　＊




「っ～…………」

　床に倒たおれた男と一いつ緒しよに膝ひざから崩れ落ち、ラウルは声にならない悲鳴をあげる。

　文字通りの悶もん絶ぜつ。……負傷した肩のあまりの痛さに、涙すら出てこない。

　……と。

「お兄ちゃんっ……！」

　ラウルの前に駆かけ寄ってきたミュリが、泣きそうな顔でラウルの顔を覗のぞき込み……

　その顔を見たとたん、やるべきことを思い出したラウルが、痛みを堪こらえて声を出した。

「ミュリっ…………ごめんっ……俺っ……」

　……いまさら遅おそいことは、もう、分かりきってたけど。

　それでも、それは、どうしたって、ラウルの口から言わなきゃいけないことで……。

「俺っ……おれっ……そのっ……」

　……って、俺の馬ば鹿かっ！　どうして、この期ごに及およんでまだ言葉が出てこないんだよっ!?　……情けないとか、もう、そういうレベルじゃねえだろっっっ!?




　──いまいちど、ミュリの瞳ひとみを、まっすぐに見つめて。

　これまでずっと胸にわだかまっていた感情を解き放つように、ラウルは口を開いた。




「俺っ、勇者になれなかったんだっ……」




「…………」

「そのっ……手紙、書かなくてっ……ずっと黙っててっ……約束破って、ごめんっ……」

　その瞬間、無言でラウルを見つめるミュリの大きな黒い瞳が、じわりと潤うるんで……ラウルの胸は、申し訳ない気持ちでいっぱいになってしまう。

　俺が隠かくしごとをしたせいで、ミュリにつらい想おもいをさせちまって、こんなに危険な目に遭あわせちまって、いっぱい、泣かせちまって……俺って、ほんと、駄だ目めなやつで……。

「……ううん」




　──不意に視界から消える、ミュリの顔。

　ややあって、なにかが、ラウルの胸にぎゅっと抱だきついて……。




「……勇者じゃなくたって、お兄ちゃんは、ミュリの勇者だもん……」




　──ラウルの胸に、甘えるように頭を埋うずめて。

　ラウルだけに聞こえるような声で、ミュリが囁ささやいた。




　　　　＊　＊　＊




「まあ、さすがに、年ねん貢ぐの納めどきってヤツ、だよねーっ？」

　武器を取りあげ、ぐるぐるとマジックロープで縛しばりあげた誘ゆう拐かい犯の前で、腰こしに手を当てたソニアが目をすがめる。

「あなたの仲間もみーんな捕まえちゃったしー、子どもたちも無事に助け出したしー。人質とるよーなマネまでしたのに逃げ切れなくって、残念だったねーっ？」

　子どもを売り飛ばすような非道な犯罪に対してか、人質を取るような卑ひ怯きような真ま似ねに対してか…………それとも、ラウルを撃ったことが気にくわなかったのか。めずらしく怒おこったような顔をして、ソニアが犯人を挑ちよう発はつするみたいに言い放つ。

　……？

　とりあえず、ミュリがハンカチで止血してくれた肩の傷を押さえながら、ラウルはふと、得体の知れない違い和わ感かんを覚えた。
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　こいつ、捕つかまったにしては落ち着いてるっていうか、余よ裕ゆうがあるっていうか……

　……と。

「大変ですっ！！！」

　泡あわを食ったように部屋へと駆け込んでくる、ひとりの警官。

「船がっ……船が動いてますっ……！」

「なっ…………」

　その瞬しゆん間かん、あわてて声をあげたソニアの前で、誘拐犯の男が口を開いた。

「……形勢逆転だな」

　……くつくつと含ふくみ笑いしながら、男は得意げに言い放つ。

「このっ……いますぐ、この船を港に戻もどしなさいっ！！！」

「無理無理。ここの舵かじはマジックアイテムになってるし、針路はロックされちまってて、王都に戻る方法はもう、ねえよ」

　思わず胸むなぐらを掴つかむソニアに、男はニヤリと嗤わらってみせた。

「船の行き先は、取引相手の某ぼう国こくだ。港に着けば、あちらさんの軍隊が総出でお出で迎むかえってわけ……くくっ、お前らの人数じゃ、とても敵かなやしないさ」

「っ…………」

　男から手を離し、すっかり蒼あおざめた表情でくちびるを噛かむソニア。

「つまり、私たち、罠わなに嵌はめられたっていうかっ……逃にげられないってこと……？」

　……と。




「ふははははっ……！」

　──重苦しい空気を破るように。不意に背後から聞こえてくる笑い声。

　思わずその場の全員が目を向けた先で、銀色の髪かみの少女が腰に手を当てて胸を張り、余裕たっぷりの表情を浮うかべて宣言した。




「大だい丈じよう夫ぶだっ、オレ様には、これがあるっっっ！！！！！」




　言いながら、フィノがマオーくんリュックサックから取り出したのは、薄うす水色のマジカルマイナスイオンドライヤー──先日シンルリアン海岸にて行われたミスコンでフィノがゲットしていた、髪がしっとりまとまる三等賞品で……って!?

　小こ柄がらな少女が自信満々に掲かかげたそのアイテムを目にしたとたん、一同は思わず、ぽかんと口を開いた。




　　　　＊　＊　＊




「フィノさん、出来たよーっ？」

　──魔ま法ほう灯に照らされた、真夜中の主甲かん板ぱん。

　ソニアが連れてきた海上警察の面々や船倉に捕とらわれていた十人ほどの魔ま力りよく持ちの子どもたち。

　固かた唾ずを呑のんで見守る彼らの前で、長い髪を潮風になぶらせながらゴーグルを外したソニアが報告したとたん、かたわらのフィノがわあっと歓かん声せいをあげた。

「どうっ、うまくいったっ!?」

「んー、言われたとおり、限界まで出力上げたよー？　あと、私の魔法銃じゆうバラして、中に入ってた運動エネルギーを相そう殺さいする《構文塊モジユール》と機構を組み込んでー……」

「……え、ええと、ど、どういうこと？」

「……お前の身体からだがぺしゃんこにならないようにするための仕組みだよ」

　きょとんと聞き返すフィノを見下ろし、あきれたように呟つぶやくラウル。……こいつ、まさか、そんなことも考えずに、こんな提案したのかよ。

「へへっ……！」

　たったいまソニアに改造して貰もらったばかりのドライヤーを手に、なんだかわくわくしたような表情を浮かべるフィノ。

　その前で、腕うで時計の針と頭上の星とを見比べたラウルが口を開いた。

「王都は東のはずだから……フィノ、あっちの方角だ」

「了りよう解かいっ！」

「じゃあ、フィノ、頼たのむぞ」

「うんっっっ！！！！！」

　うれしそうな声をあげ、うながすように差し出されたラウルの左手をぎゅっと握にぎってくる魔人の少女。

　──その、瞬間。

　ラウルの中に、身体が震ふるえるくらい強きよう烈れつなエネルギーが注ぎ込まれる。




　マジックアイテム化されたラウルの身体にあふれる、フィノのとんでもない魔力。

　油断すれば遠のきそうになる意識をつなぎ止めながら、ラウルは声をあげた。

「フィノ、ミュリっ……みんな、準備はいいかっ……！」

「ああっ！！！」

「うんっ……！」




　ラウルの言葉に頷うなずくフィノとミュリ。そして、先ほどまで捕らわれていた子どもたち。

　ミュリと子どもたちはいっせいに、目の前にある船の手すりを握りしめ。ドライヤーを構えるフィノのかたわらで、左の手をフィノと重ねたままのラウルもまた、右の手を船の手すりの上に置く。

　軽く目をつぶり、息を吸って──見えない意識の腕を、大きく差し伸のべるように、

　ラウルは頭の中で組み上げた複雑な回路を、一気に押し広げた。




「《起動ブート》っ──！！！」




　起動命令とともに、船の左右の舷げんを覆おおうように広がる淡あわい光の《魔法回路サーキツト》。

　船の手すりに手を置くミュリたちが力を込こめた瞬間。ふと輝かがやきを増した光の中で、四十メートルはあろうかというその船体が、僅わずかに浮かび上がり──




「くらえっっっ！！！！！」




　フィノがスイッチを入れたとたん、魔人の王たる力を持つ少女の魔力が注ぎ込まれたドライヤーから巻き起こる、とてつもない大風。

　ラウルが起動し、ミュリたち魔力持ちの子どもたちが持てる限りの魔力を注いだ《魔法回路サーキツト》で重量を相殺されて。

　彼らが乗る船はすべるように軽かろやかに、これまでとは逆の方向へと走り出した。




「っ…………ば、バカなっ!?　あ、あり得ないっっっ！！！！？」

　唖あ然ぜんとする男のかたわらで、ラウルはにやりと笑ってみせる。

「……形勢逆転だな？」




　──濃のう紺こんの海に波なみ頭がしらを立てながら、まっすぐ王都へ向かう船の上。

　ぎゅっと手を繋つないで船を走らせながら、ラウルとフィノのふたりは楽しげに視線を交かわした。





ラウルお兄ちゃんへ




ケガの具合はどうですか？　もう痛くないですか？

お兄ちゃんが見送りしてくれたおかげで、ミュリは無事、村に着くことができました。お兄ちゃんが持たせてくれたマジックケトル、母さんがすごく喜んでたよ？　これで、火をおこさなくても、いつでも熱いお茶が飲めるね、って。

お兄ちゃんに言こと付づかったお手紙も、ちゃんと村長さんに渡わたしました。

みんな、ずっと連れん絡らくのなかったお兄ちゃんが、ちゃんと王都で元気でやってることに安心したみたい。

お兄ちゃんが働いてるマジックアイテムのお店のお話したらすっごく驚おどろいてたし、お土産みやげのマジックプレーヤーに入ってたマジオ体操が大ブームで（毎朝村長さんの畑に集まってみんなでやってるの）、こんなすごいものを扱あつかう店で働いているなんて、さすがはお兄ちゃんだって、村長さんがうれしそうに褒ほめてました。




……ゴメンね、お兄ちゃん。ミュリ、お兄ちゃんがお金返すためにトロフィーを売っちゃったこと、みんなに話しちゃったの。

そしたら、なんてもったいないことをするんだって村長さんが怒おこっちゃって、いま、村をあげてトロフィーを買い戻もどすための交こう渉しようをしてるところみたい。

詳くわしいことは知らないけど、ウワサによればお兄ちゃんのトロフィーを買った人も、村長さんがお兄ちゃんが村を救ったお話したら、すっかり感動したみたいで……でも、それとこれとは話がべつってことで、四十万ゴールドで譲ゆずってくれることになったらしいよ？

トロフィーが戻ってきたら、学校の玄げん関かんに飾かざるんだそうです。……ミュリはちょっぴり恥はずかしいけど、お兄ちゃんのトロフィーが毎日見れるのは、うれしいかもしれません。




父さんも、母さんも、落ち着いたら、一度帰って来いって言ってます。

母さんはコロニア芋いもをたっぷり蒸ふかして待ってるからなんて冗じよう談だん言ってたけど、今年も裏の庭のアップルプラムの樹きがいっぱい実をつけてたから、きっと、お兄ちゃんの大好物のプラムケーキを焼いてくれると思います。

ミュリも、お兄ちゃんに帰って来て欲しいな。そんな日が来ることを心待ちにしています。

では、マジックショップのお仕事、頑がん張ばって下さい。無理しないでね、お兄ちゃん。




ミュリより










　「エピローグ」




「ラウル、そんなにニヤニヤしちゃってどうしたんだ？」

「ん、まあ、ちょっとな……」

　──昨夜、郵便受けに届いてたミュリの手紙。

　まだ治りきらない右みぎ肩かたの怪け我がの包帯に、そっと触ふれつつ。何度読み返したか分からない手紙の内容を思い出しては、ラウルはだらしなく頬ほおをゆるめてしまう。




「もしかして、えっちな本でも拾ったの？」




　……その、瞬しゆん間かん。

　思いきり噴ふきだしたラウルが、フィノの肩に掴つかみ掛かかった。

「って、フィノっっっ！　お前ななななに言ってんだよっっっ！！！！！？」

「……だって、ラウル、えっちな本を拾うたびに、大喜びで裏山の秘密基地に溜ため込んでたんだろ？　ミュリの手紙に、そう書いてあって……」

「み、ミュリの手紙っっっ!?」

　思わずオウム返しするラウルの前で、にっこりと笑うフィノ。

「えっちな本ってなんだか分からないけど、きっと、いっぱい集めるといいことがある幸運のアイテムみたいなものなんだろ！　よかったな、ラウルっ！」

「え、あ、ああっ！　ま、まあなっ……！」

　無む邪じや気きなフィノの言葉に、ラウルはつい、同意して……

「……見み損そこなったわ、ラウル・チェイサー」

　背後でぽつりと呟くアイリの冷たい声に、あわてて話題を変えた。

「っていうかっ、お前ら、俺の知らないとこで文通始めてたのかよっ？」

「へへっ、ミュリはオレ様の後こう輩はいでっ、先輩でっ、トモダチなんだぞっ！！！」

　言いながら、フィノがポケットから取りだした封ふう筒とう……ミュリから送られてきた、ラウルのそれとおそろいの封筒を自じ慢まんするように掲げ、フィノが胸を張る。

「他ほかにも、給食にコロニア芋が出るたびに残させてもらえなくて五限目まで給食食べさせられてたこととか、水泳の授業で水着忘れてひとりだけパンツで川を泳がされたこととか、それであだ名がパンツ勇者になったこととか……」

「って、おいっ、やめろっっっ！　やめろってっっっ！！！！！」

「ラウル・チェイサー……」

　思わず涙なみだ目めでわめくラウルに冷ややかな目を向け、アイリがため息をつき──。

　──と。




　ふと、店てん舗ぽ入り口のドアが開く気配を覚え、三人はいっせいに顔を上げた。

「「「いらっしゃいませ！！！」」」

「……まあ」

　──艶つややかなショートの黒くろ髪かみに、紺こんのスーツに包まれた均整の取れたプロポーション。

　はしばみ色の髪かみをした男を連れた妙みよう齢れいの美女は入店するなり店内を見み渡わたし、氷のような無表情のままで独りごちる。

「その、なんといいますか……こういうのをカルチャーショック、とでも言うんでしょうか。まさか、こちらがうちと同じマジックショップだなんて……狭せまいし、汚きたないし、商品もどこか古ぼけてますし、私、てっきり、リサイクルショップかなにかかと」

「……ど、どちら様ですか？」

　……いきなりケンカをふっかけるような物言い。

　ついむっとしながら訊たずねるラウルの横で、アイリが目を丸くした。

「って、か、カレン副店長っっっ!?」

「あら、『クレームメーカーのアイリ』さん。……いきなりウチの会社を辞やめたと思ったら、こんなところにいたんですか？」

「っ……」

　不ふ名めい誉よなあだ名で呼ばれ、ぐっと言葉に詰つまるアイリ。

　そんな少女を尻しり目めにラウルに向き直った女性は、バインダーを抱かかえたまま慇いん懃ぎん無礼に口を開く。

「申し遅おくれました。私はこのたび新装開店の運びとなりましたアマダ王都本店の副店長、カレン・ディレクトリと申します。そして、こちらが新しく、店長に就任した……」

「……クラウド・パトリックだ」

　はしばみ色の髪に、はしばみ色の瞳ひとみ。

　アマダの新しい店長だというその男は、軽い会え釈しやくののちに顔を上げ、




「──こちらの店長と、話がしたい」




　レオンの店内を睥へい睨げいしつつ、男は余よ裕ゆうたっぷりの笑えみを浮うかべて言い放った。








　あとがき




　今回ページ数をマックス最大限にフル活用してしまったため、あとがきがたった一ページになってしまいました。富士見さんフォーマットは40文字×16行なのですが、右端はしの『あとがき』で三行潰つぶれるため実質13行。文字数にして５４０文字という鬼き畜ちく縛しばり。原げん稿こう用紙一枚ちょっとと言えばそこそこイケる気がしなくもないですが、ツイッターで約３・７発言分と考えれば絶望の二文字しか浮かびません。まあそんなわけで最近流行の省エネ仕様にてお送りいたします。さて、「勇者に～」のタイトルは句読点含ふくめて25文字のため、約20回連呼すればそれだけであとがきが埋うまってしまいます。なんでこの機会に公式略りやく称しようでもお披ひ露ろ目めしようかなと思ったんですが、現担当氏は「勇者」、編集部は「しぶしぶ」、ドラマガ読者ページは「しぶしぶ就職」、特集ページＵＲＬは「しぶ勇」、読者さんは「勇職」「勇しぶ」「勇しゃぶ」と絞しぼるの無理ゲー状態。左さ京きようは「勇しぶ」って呼んでますけど、「おけつ」や「俺ケツ」といった「決」の一文字をやたらクローズアップしたもの以外ならＯＫです。しかし以前編集さんから戴いただいた「しぶしぶ原稿確かく認にんしました」というメールタイトルにはなんだか他意を感じ……そ、それではまた、五巻でお会いしましょうーっ！
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勇ゆう者しやになれなかった俺おれは

しぶしぶ就しゆう職しよくを決けつ意いしました。４
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